
なかったので，分布図は省略した。このように，香川県内の窯跡出土須恵器の分析データは十分には整

理されていないので，下川津遺跡出土須恵器について，判別分析法を使って産地を推定することは差し

控えた。Rb－Sr分布図上で産地を手探りするに止どめた。Rb－Sr分布図を見る限り，三豊郡内に一部の

須恵器の産地が，また，坂出市の峠奥窯周辺に他の一群の須恵器の産地がある可能性がある。また，こ

のように県内の窯領域にぴたりとは対応しない場合には，県外からの搬入品の可能性を検討しなければ

ならないかもしれない。いずれにしても，下川津遺跡の須恵器はRb－Sr分布図上に広がって分布してい

るところから，いくつもの産地からの製品が混在しているとみてよい。現時点ではこの程度のことしか

言えない。もう少し，地元の窯跡出土須恵器の化学特性の整理が必要である。

A　 群

B　 群

■＿血　 ■　 ■　 ■

°°　　°°　　　　　°°t　t°tlt　　°　tl

図1綾南A，B群のFe，Rb，Sr特性

Sr

図2　下川津遺跡出土須恵器のRb－Sr分布図

2）弥生土器

弥生土器の産地推定法は未だ出来ていない。現在，筆者が考えている方法はまず，同一地域内にある，

同時期のいくつかの遺跡から出土する弥生土器を分析し，同じ化学特性を持っているものを抽出する。

これらが母集団を形成し得るかどうかを統計計算によって検討する。母集団が設定できれば，さらに多

くの周辺の遺跡を分析対象とし，母集団からのマパラノビスの汎距離を計算し，母集団に帰属できるサ

ンプルを探す。このようにして，小地域内における弥生土器の伝播・流通の研究を推進することができ

る。本項では，統計計算はしなかったが，Rb－Sr分布図を使って下川津遺跡，および，その周辺の遺跡

間の弥生土器の伝播・流通を試験的に追跡してみた。

図3には，下川津遺跡の弥生時代前期の土器のRb－Sr分布図を示す。クラスター分析を試みたが，14

点のサンプルの有効な分類はできなかったので，これらを一まとめにして下川津群とした。つまり，下
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川津遺跡の弥生時代前期の土器は同じ場所，すな

わち，下川津遺跡内で作られたものと考えた。図

4には，中の池遺跡の弥生時代前期の土器のRb－

Sr分布図を示す。Ph244，245の2点の壷は下川津

領域に分布するのに対し，他のものにはSr量が

多く，下川津領域をずれた。中の池遺跡出土の多

数派を占めるこれらの土器群を地元産と考え，中

の池群とした。この結果，下川津遺跡産と推定さ

れる2点の壷が中の池遺跡で検出されたのに対

し，中の池遺跡産と推定される土器が下川津遺跡

には弥生時代前期には検出されなかったことが注

目される。

O Q5　　　　　18
Sr

図3下川津遺跡出土弥生土器l（前期）のRb－Sr分布図

Q5　訂I・O t・5
図4　中の池遺跡出土弥生土器のRb－Sr分布図

－　＞
●

242

次に，弥生時代後期の土器の分析データをみてみよう。図5には，上天神遺跡出土土器のRb－Sr分布

図を示す。器種不明の小片である恥．238のみは下川津領域に分布した。しかし，残りの賓，長頸壷，高杯

などはすべて，K，Rb量が少なく，逆に，Ca，Fe量が多いという化学特性を持っている点が注目され

る。それ故に，これらが果して上天神遺跡で作られたものなのか，それとも，外部からの搬入品である

のかは目下のところ判断ができない。

図6には，下川津遺跡の後期弥生土器のRb－Sr分布図を示す。同じ下川津遺跡の前期の弥生土器に比

べても，また，中の池遺跡，上天神遺跡の土器に比べてもはるかに大きくばらついており，いくつかの

産地で作られた製品が混在していることを明示している。データ解読のため目印として下川津遺跡領域，

中の池領域を描いてみた。そうすると，大半の土器は下川津領域に分布し，弥生時代前期から引き続い

て，下川津遺跡内で多くの弥生土器を作っていたことを示している。他方，下川津領域をずれた弥生土

器は2群に分かれる。第1群は中の池領域に分布し，中の池遺跡周辺からの搬入品であることをうかが
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わせる。第2群はK，Rb量が少なく，Ca，Fe量

が多いという特異的な化学特性をもつ土器群であ

り，恥．1，3，4、（いずれも襲），恥．32，33，37，

51（いずれも高杯），‰67，87（肇）の9点である。

これらは上天神遺跡の8点の土器群と同一産地で

作られた可能性がある。その化学特性は東大阪市

の鬼虎川遺跡で出土した河内系の弥生土器の化学

特性と類似する。したがって，この地域からの搬

入晶である可能性も否定はできない。ただ，大阪

府南部地域の基盤を構成する花崗岩類も，香川県

東部地域の花崗岩類も，ともに，角閃石の多い花

崗岩翠であり，類似した粘土を産出する可能性も

あるので，産地推定には慎重を要する。いずれに

しても，下川津遺跡は弥生時代後期にはいくつも

の産地から土器が搬入されていた特異な遺跡であ

ったことは間違いない。

＿　0

下川津領域

「
85　　　　I．O

Sr

図5　上天神遺跡出土弥生土器のRb－Sr分布図

図6　下川津遺跡出土弥生土器（後期）のRb－Sr分布図

次に，製塩土器の分析結果について述べる。図7には，高屋遺跡出土の製塩土器のRb－Sr分布図を示

す。もちろん，これらの産地は目下のところ不明であるが，恥．221，227，231の3点の一群と他の一群の

2グループに分類できそうである。少なくとも，塩は2ヶ所から供給されていたことを示す。

図8には，大浦浜遺跡の製塩土器のRb－Sr分布図を示す。大浦浜遺跡は製塩遺跡と考えられており，

図8は大浦浜遺跡の製塩土器の分布領域を示すと思われ，今後の製塩土器の伝播・流通を解明する上に

役立つ。図7，8の比較から，高屋遺跡には大浦浜遺跡の製塩土器は検出されず，別の場所から塩を供

給していたと推定された。製塩土器の分析データは未だ十分集積されておらず，まだまだ，基礎研究の

段階にある。
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図7　高屋遺跡出土製塩土器のRb－Sr分布図　　　　　図8　大浦浜遺跡出土製塩土器のRb－Sr分布図
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61 3－5 5 下Jl津 壷 SHIIO2／第11■ 休部 弥生後期 0．366 0．508 1．55 0．433 0．599

62 3－6 5 下JI津 壷 SHI川2／第1■ 休部 弥生後期 0．431 0．519 2．89 0．356 0．921

63 3－7 5 下Jl津 壷 SHIIO2／第1月／ヾ ルト／第1■： 口繚 弥生後期 0．514 0．661 2．22 0．485 0．90g

64 3－8 5． 下Jl津r＿♯ SHIIO2／第1■ 休部 弥生後期 0．541 0．599 1．80 0．518 0．962

1 65 3－9 5 下Jl津 癖・ SHIIO2／埋土第1月 休部 弥生後期 0．412 0．571 1 1・68 0．497 0．827 1

！ 66 3－10 5 下J 津 珪 SH IIO2／第1膚 休部 弥生後期 0．520 0・65り 2．10 0．456 0・97g I

； 6日 3－11 4 下J 津 褒 SH IIq2／第1膚＿ 口縁 弥生後期l ・ 0．188 い・87 1
：5．58
l

0．115
一．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・．・・．・」

1．23
！ 68

l
3－12　 1 4　 ：下ノー津 i珪　 l SH IIO2／第1層 頚部 弥生後期 0．522 0．672 l 3．75 1 0．514 …0．984 ‾1

！ 6中
3－13 5 下J 津 鉢 SH I川2／第1層 底部 i白ホ生後期 0．528 0．636 2．28 0．528

㌦ 五㌃ 1

； 70 廿 14 5　 l 下ノー津 ；鉢 ． i SH H O2／第1層　　　　　　　　　　　　　　 i休部 弥生後期 0．559 0．455 ！

1
2．18　 】

ト－ ー
0．583 0．663

l 中 3－15 l 5　　 l
l
下Jl津 I鉢 SH IIO2／第1層 休部 弥生後期 0．471 0．671 2．43　　　 0．504 1．02

1－＿＿　　」

－427－



「 ‘No ・ 遺物番 螢頬 遺跡名 l 器種 l 出土状況 部位 時期 Kカリウム
1

CA カルシウム
FE 鉄　 巨嬰竺 ゾウム 】SRストロンチウム

l
1 7 2 i 3 －1 6 i 5　 ；下 川 l

ll
鉢 SH II O 2／埋土第 1層 4区／トレンチ一括 休部 弥生後期　　　 † 0．48 2 0 ．5 7 9 ！2 ．4 0 0 ．5 15 r

0 ．7 96
l

1　 7 3 3 －17 ．　 －
l

5　 ！下 川 鉢 sH II O 2／第 1層　　　　　　　　　　　　　　 I 休部 弥生 後期 0．52 7 0 ．3 8 2
1 ・9 8　 年 5 54 i 0 ．7 05

ll 7 4

1
3 －18 5 下川

l
高杯　 i SH H O 2／第 1層 脚 部 弥生 後期 0．4 28 0 ．5 15 2 ．3 5 I 0 ．3 1 6　 －

0．9 83 l

i 7 5 3 －19 5 下川 高杯 SH II O 2／第 1層 口縁 弥生後期 0．34 8 0 ．4 0 1 2 ．2 9
l
0 ．3 6 7 0 ・6 87 1

！ 7 6 l 3 －2 0 5 下川 高杯 SH II O 2／第 1層 口緑 弥生後 期 0．35 6 0 ．5 4 0 1・4 2　 恒 ・3 64 0 ．9 8 g ！

77 3 －2 1
l
5 下川

l小九重 SH t川 2／へ’、ルト／第 1層 休部 1 弥生 後期 0．3 72 0 ．5 3 0 1．4 7 0 ．3 7 1 I l．00 i

l　　　　　　　　 J
l 78 3 －22 l 5　 1 下川 小九重 SH Il・0 2／第 1層　　　　　　　　　　　　　　　　　 －休部 弥生 後期 0・48 0 1 0 ．70 5 3 ．5 9 0 ．4 0 7 】1・15 1

79 】3 －23　 ；5 下川 小九重 i l
・SH II O 2／第 1層　　　　　　　　　　　　　　　 i 休部

弥生 後期 0．48 3 0 ・62 4 i l・6 3 ！0 ・5 6 1 0 ．8 64

80 3 －24 5 下川 小九重
SH I10 2／第 1層　　　　　　　　　　　　 ！休部 弥生 後期 0．4 72 0 ．63 5 1．3 0 i o ．4 4 2

l
1 ．04

！ 81 ；3 －25 l 5 下川 l
ll 小九 重 S H Im 2／黒色粘土 層／ト 1 休部 ．弥生 後期 0．4 14 0 ．66 7 2 ．0 2 0 ．4 5 2 0 ・76 3 ；

82 3 －26 5　 I

l
下川津 小 丸蓋　 い H IIO 2／第 1層　　　　　　　　　　　 1 体部 弥生 後期 0．4 99 0 ．63 0 1．7 8 0 ．3 9 1 ll ．02　 ！

1　 83

I
3－27 5 下 Jl 津 製塩 土 ！S H Im 2／第 1屑 休部 ！弥 生後期　　　 i O ．4 06 ： 0 ．59 3 1．7 1 0 ．48 3 0 ．8 9 1

1

l　 84 3－28 l5　　　　 下 Jl 章 製塩土 S H l1 02／第 1層　　　　　　　　　　　　　　　 一体部　 弥 生後期　　　 ；0．5 40　 1 0 ．57 9　 － 1．6 1 0 ．54 1

0 ．50 9

0 ．55 6

0 ．78 5

0 ．44 5

0 ・6 12 1

85 3－2 9 5 下 Jl 津 器台 s H 11 02 什 ルト／第 1層　　　　　　　　　　　 ：口緑　 白 ホ生後期　　　 i 0 ．6 20　 ！ 0．2 29　　 ．柑

l　　　　　　　　　 l

86

87
l

3－3 0

3－3 1

3

4　 1

下目

下 Jl

草

津 l

要

褒

S H l1 02 ′′埋土 第 1層 ．2層　　　　　　　　　　　　　 1 休部 弥 生後期 ．　　 1 0 ．5 58 0 ・45 5 ！2 ・2 6 1

S H II O2 ／埋土 第 2層 休部 弥 生後期 0．1 45 1 ・甲 4．8 2　 l
l

0・07 日 0 ・79 日

】 88 3－3 2 ！5 下 Jl 津 ミニチュア尭 S H II O2 ／床 直 NO ．2 0 休部 弥生後期　　　 ！0．5 24 0 ．6 69 2 ．4 8 1 0．51 0 i 0 ．72 4 ！

8 9 巨 －33 ！5 下 Jl 津 鉢　 l s H II O2 ／床 直 NO ・2 3 休部 弥生後期　　　 l 0 ．4 13 0 ・6 05 】2 ．09 l0．47 4　　 0．74 3

I

－　 9 0°

】3－3 4 5 下 Jl 津 i 鉢 SH II O2 ／床 直　　　　　　　　　　　　　　　 i 口緑 弥生後期 0．4 6 1 d ．5 07 2 ．02 0 ．35 1 0 ・62 5 1

】 9 1 巨 一3 5 5　 l 下 J－津 l 鉢　 l SH I＝）2／へ’、！トト／第 2層 N O ．9 2 休部 弥生後期 0．4 4 6 0 ．6 79 1 ．8 7 0 ．46 3
l
0 ．84 9 ，

l
！ 9 2 巨 －3 6　 一 5 下 Jl 津 鉢 SH II O 2／へ．ルト／第 2層 休部 弥生後期 0．4 5 0 0 ．5 83 2 ・11 1 0 ．40 5 0 ．80 6

l 9 3 巨 －3 7　 5　 1 下 J l 津 鉢 SH I1 0 2／埋土第 1層 休部 弥生後期 0．4 54 0 ・7 11 1 2 ．53 0 ．4 15 1 ．18 1

一・一i五 一」

i9 4 3 －3 8 5 下 津 褒 sH II O 2／へナルト／第 1膚／へチルト／中央部第 1月下位／炉出土　 l 休部 弥生後期 0・5 03 ！0 ・7 0日 2 ・75 0 ・45 日

昔 －圧 3 g 5　 l 下ノー津 鉢 SH l1 0 2／へ．ルト／第 1稚／埋土第 2 Jl 休部　　 弥生後期 0．5 0 6 0 ．7 69 2 ．5 1 0 ．4g O
l
1 ・15 1

4 －1 5　 ；下 J l 津 壷 SH II 3 2 口縁 弥生後期 0．2 2 2 1 ・4 4　 巨 ・37 0 ．2 15 0 ．5 68 1

9 7 4 －2 5 下 Jl 津 喪 SH II 3 2／NO ．12 9 口料 】弥生後期 0．40 2 0 ．5 0 2 1 ．8 9 0 ．5 06　 白 ．6 76 1

】 98 4 －3 5 下 津 頸 SH II 3 2／NO ．12 9 口緑 弥生後期 0．44 5 0 ．5 0 0 1 ．6 0 0 ・5 7 1 恒 ・7 64

1　 99． 4 －4 l5　 i 下 Jl 津 瑳　 】S血 3 2／NO ・g　　　　　　　　　　　　　　　 i 口縁　 －弥生後期　　　　　 － 0．36 8 0 ．4 7 6 2 ．4 9 0 ・5 07 i o ・5 96 i

斥 ！4－5 5 下 Jl 津 塗 巨 H l1 3 2／NO ・28 休部 l 弥生後期　　　 l 0 ．55 9 0 ．3 95 3 ．4 6　 『 ．5 75 i0 ・4 賢と 」

l
； 1 01 ！4 －6 5 下 津 裟 SH II 3 2／NO ．13 8 口堅 ＿ 弥生後期 0・49 6 ；0 ・3 1 g 1 ．7 3 0 ．5 04 0 ．4 9 9 ！

l
： 1 02 4 L ⊥ 下 Jl 津 珪 i sH II 3 2／NO ・22　　　　　　　　　　　 ；休部 弥生後 期　　 恒 6 9　 圧 5 64 J L 8 7 0 ．4 64 0 ．7 24 i

； 1 03 4 －8 4 下 津 褒 S H II3 2／NO ．12 6 休部 ！弥生後 期 0．34 3 1．13　　　　 5．3 5
l

0 ・2 1 9 i O ・6 13　 －

白 ．一g 壷 休部 弥生後 期 I

l
1‘．7 g 0 ．4 1 6 ！0 ．5 381 1 04 5 下 Jl 津 S H II3 2！NO ．20

1 05
I

中 一10 5 下 華 瑳 S H II3 2 休部 ！弥生後 期 0・44 3 i O ・25 3 1 ．4 9 聖 と ⊥ 聖 里 」

I 1 06 l 4 －1 1
5　 ！下 Jl 津 彗　 I S H l13 2 口繰 i 弥生後期 0．4 1g 0 ．54 5 2 ．0 4 0 ．3 7 1 0 ．68 7 1

1 107 4 －1 2　 1 5 下 津 l 憩　 い H II3 2 ／N O ・1 27 ，N O ・13 2　　　　　　　　 l 頚部 弥生 後期 0・3 69　 中 ・4 7 2 1．9 g 0 ．4 85 1 0 ．5 93

－一一一一十一一一一一一」： 108 日 －13 l 5 下 津 ’窺　 i s H l13 2 ／N O ．1 19　　　　　　　　　　　 ！口縁　 日 睦 後期 0．44 4 0 ．4 0 0 2 ．0 8 0 ．5 3 7　 ‘0．5 7 6

】 10 g 再 一14 4 下 津∴＿．．

津

窒　 I s H II3 2 頚部 弥 生後期 0．3 34　　 1．16 5 ．2 1

1 11 0 4－1 5 4 下 Jl 窒 S H l13 2 ハ 0 ．1 18 休部 弥生後期 0・4 54 1 0 ・45 4 3 ．8 7 0 ．4 6 4 0 ．4 8 7

11 1 1ト1 6 5 下 Jl 津 鉢 SH II 32 ／N O ．1 l 口緑 】弥生後期　　　　　 0．3 64 0 ．56 8 1．9 8 0 ．4 2 6 0 ．76 1

－ ＿－ 」
1 12 4 －1 7 〇 下 Jl 津 鉢 SH l1 32 ！NO ．1 18 □繰 一弥生後期　　　 ！0・4 46 0 ．4 13 1．9 5 0．5 4 6 10 ．65 g　 i

1 13
l

J　　　　▼＿＿
i 4 －18 5 l 下ハ 津 鉢 SH II 32

口緑 i 弥生後期　　 i o ・3 84 0 ．44 6 2 ．3 2 0．46 5 0 ．6 14 l

・．＿・．・．・．・．・．・．・．＿．．＿＿－
l 1 14 4 －19 5　 l 下J 津 鉢 SH I1 3 2／NO ．104

！口緑 弥生後期　　 l o ・5 52 0 ．44 4 3 ．00 0 ．49 1 0 ．5 13 ！

一一一一」
； 1 15 止 2 0 ！5 下 津 i 鉢 l SH I1 3 2ハ 0 ．1 11

l

口縁 l 弥生後期　　　 止 3 39 0 ．4 13 1 2 ．16
I

l 0 ．42 7
0 ．も12

＿＿＿」
。 1 16 】4 ‾2 1 5 ！下 J 津 l 高杯 sH II 3 2／NO ．17　　　　　　　　　　　 ！口繰 ．弥生後期 0．4 54 0 ．3 6 1 1 ．75 0 ・49 6 l o ・58 3

i l 17 年 2 2 5 下 J 津 鉢 SH l1 3 2／NO ．12 5 □緑 弥生後期 1 0 ・4 14 0 ．3 86
！ 2 ・32 1 0 ・4 15 i o ・4 98 l

1 18 l 4 －23　 巨 下 J 津 小九重 SH I1 3 2／NO ．24 ，N O ．1 40 休 部 弥生後期 甲 ・4 28 i o ・4 58　 巨 ・55 0 ．30 8 0 ．5 24

－ 1 19 年 24 ！5 l 下 津 鉢 S H II 3 2／第 3屑，上 部 1一括 ロ繰 弥生後期 0．4 2 1 0 ．4 02 い ・4 2 i O ・47 g i o ・6 65

； 1 20 4 －25 5 下 J 津 一高杯 l s H II 3 2／NO ・12 1 口縁 弥生後期　　　　　　　 0．38 4 l0 ・3 65 1 1 ・g O 圧 45 9　 恒 ・5 74 ，

： 1 21
l

巨 －26 5 下 津 高杯 S H II3 2／N O ．12 7
離 日 弥生後期 0．47 8 0 ．2 54 1 ・7 3　 圧 48 0 0 ．4 13

！ 1 22 4 －27 5 l 下 津 一高 杯 S H II3 2／N O ．13 8 脚部 弥生 後期 0．48 3 0 ．3 43 ！5 ．3 1 0 ．3 04 0 ・4 36 l

1 123 4－28 】5 下 津 高杯 S H I13 2／N O ．13 0 ，N O 136 口縁 弥 生後 期　　　　 －0・43 9 ！0 ・4 1 0 1 1 ・7 6 0 ・5 77 ＿艮 塑 L 」

： 124 ： 4－2g 5 下 津 器台 ；s H II3 2 口縁 弥生後 期 I o ．46 4 0 ．5 4 6 3 ．6 4 0 ．4 88　 L　o ．5 46
1

； 125 4－3 0 巨 I ィ下 J 津 ！壷 S H II3 2／3 区／下位 口縁 弥 生後期 ・ 0．45 4 0 ．4 0 6 2 ．0 9 0 ．6 05 0 ・5 77 1

1 126 】5－1 ！4 】下 津 i 壷 S D II ll／N O ．13 口縁 弥生 後期 0．4 68 0 ．5 0 1 2 ．9 0 0 ．3 80 1 0 ・5 48

127 5－2 4 下 津 壷 S D Il l l 頚部 弥生後期 0．28 9 0 ．4 7 7 3 ．6 5 0 ．2 2 1 0 ．4 7 1

128 5－3 5 下 J 津 壷 S D II ll／北傭 N O ．2 休部 弥生後 期 0．47 9 0 ．5 4 1 4 ．0 0 0 ．3 38 0 ．5 95

12 g 5－4 5 下 津 壷 S D I1 1 1／N O ．1 3 休部 弥 生後期 0・… 丁 0．55 5 丁 重 ＝ ． 0．3 5 5 0 ．66 6

13 0 5－5 4 下 J 津 壷 S D ll l l／N O ．1 1 休部 弥 生後期 0．3 24 1 0 ・98 9 4 ・4 8 i O・22 5 0 ．78 6

13 1 5－6　 ＿ 】 5 下ノ津 l 董　 I S D Il l l／N O ．・2 口緑
「些 墾塑

0．3 23 0 ．53 3 五 2 g ！ 0．27 0 『 ．75 0 ！

； 13 2 5－7 4　 l 刊 津 小九重 離 豊 ㌣ 一 ・一一一一 一一 一‥ 1 莞 弥 生後期 】0・1 43 1 ．65 4 ．6 3　　 0，08 2　 －0．6 0 6 I

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
I 弥 生後期 0．5 10 0 ．6 19

2 ・8 0 i o ・4 85 0 ．6 2 1： 133 巨 －8 l 5　 ！下 J 津 ！高杯

′ 134 ！5 －9

l
5 下 津 i 喪

1‾ムー　‾‾
S D II l l／N O ．1 5 口縁 弥 生後期 0．3 41 0 ．4 17 3 ．3 5 0 ．27 0

l

0 ・4 8 7 ！

l 13 5 5 －1 0 5 ！下 津 撞 S D II l l 口緑 弥 生後期 0．4 36 0 ．8 15 2 ．8 6 I o ．3 6 8

l

0 ．8 3 0 ！

】 13 6 5 －11 5 下 津 l 頚 SD II l l／N O ．8　　　　　　　　　　　　 l 休部 弥 生後期 0・4 67 l o ・48 7 3 ・0 7 i O ・4 7 7 0 ．5 9 2 ！

‾．’‾－ ．．‾．　　「
！ 13 7 1 5 二12 i 5　 ！下 J 津 ：蛮 SD II l l／NO ．13 休部 弥 生後期 0．4 03

l

士 聖 」 3・4 4　 恒 6 1 0 ．75 4 1
l

13 8 ！5 －13

l
5 下 津 凄　 I sD II l l／NO ・2 北側 ，NO ・12 1 頚部 l弥 生後期 0．5 7g 0 ．46 4 2 ．0 3 0・5 8 1 1 0 ・65 2 l

， 13 9 ！5 －14

l
丁 ‾「 寺 津 瑳 SD I1 1 1／NO ．11 休部 弥生後期 0．4 85 0 ．70 3 3 ．4 4 0・4 4 2　 0 ・7 14 1

i 14 0 5 －15 5 下 J 津 高杯 SD II l l 杯部 弥生後期 1 0 ・3 90 0 ・55 0 i 3 ・68 ！ 0・27 9　 － 0・62 9　 －

1 14 1 i 5 －16 5　 1 下 津 鉢　 i SD 11 1 1 l 口縁 弥生後期 0．5 70 0 ．4 23 1 1．98 恒 ．59 4 0 ．60 3 ！
1

い 42 i 5 －17 l 5　 ：下 津 瑳　 I sD II ll 一体部 弥 生後期 ！0．5 45

1

0 ・45 0 1 1 ・85 二 と 聖 寸 慧

止 5　i下津一鉢　 ！sDIIll／NO・22 ：休部l弥生後期　　　 恒・338 ！0・368 13・62 ［0．245 IO・396，

－428－



－ 1 44 ！5 －1g 5 下 川津 鉢 l sD I＝ 1 休部 一弥生後期　　　 ！0・4 86 0 ．5 91 2 ．5 8 0 ．36 9 0 ．725 1

1 145 5－20 5 】下川津 l 鉢 i sD II l l 休部 弥生後期　　　 恒 ・3 50 0 ．35 8 2 ．6 6 0 ．3 4 8 0 ．3 9 1

； 14 6 l 5－2 1 巨 下川津 ミニチュア鉢 SD II l l 休部 弥生後期 0．3 74 －0 ．4 13 i 3 ．3 0 i o ．29 9 「高 話 「

147 5－2 2 5 下浦 章 鉢 SD II l l □緑 I 弥生後期 0．5 50 i O ・43 5　 巨 ・3 4 0 ．44 2 i o ．5 4 5 l

！ 148 5－23 5 下川津 鉢 SD II l l 口縁 弥生後期 0．5 37 】0 ．53 0 1 1．9 日 孟 ＋ 詫 言

＿＿　」　 ＿＿＿＿＿　」
！ 149 5－24 巨 下川津 鉢 S1日I l l 口縁 弥生後期 0．6 04 0 ．3 66 3 ．19

】
0 ．43 5 0 ．4 8 8 1

】
15 0 5－25 5 下川津 鉢 S D II l l 休部 弥生後期 0．5 35 I o ．5 96 2 ．8 4 0．46 0 0 ．7 11

15 1 5－2 6 5 下川津 鉢 SD II l l i 口縁 弥生後期 0．5 30 0 ．43 4 2 ．8 1 0．47 5 0 ．60 1

15 2 5 －2 7 5 下 jl価 葡 SD II l l 休部 弥生後期 0．4 0 1 0 ．54 3 2 ．7 6 0．53 4
l

0 ．63 2 ！

153 5－28 5 下川津 鉢 SD I1 1 1 休部 弥生後期 0．4 04 0 ．64 g 4 ．2 4 0 ．37 4 0 ．72 2

154 5 －2 9 5 下川津 片 口鉢 SD II l l／NO ．11 ，2 5他 休部 弥生後期 0．4 24 0 ．5 2g 2 ．9 2 0．37 6 0 ．5 9 1

155 5 －30 5 下川津 蟻 SD II l l／NO ．3 休部 弥生後期 0．4 3 1 0 ．75 1 3 ．3 9 0 ．4 0 9
1

0 ．675

1 56 5 －3 1 5 下川津 鉢 SD Il l l／NO ．2 8 休部 弥 生後期 0．5 76 0 ．5 26 2 ．18 0 ．5 9 5 0 ．66 0

1 57 5 －32 5 下川津 鉢 SD II l l／NO ．1g 口縁 弥 生後期 0．4 49 0 ．64 6 2 ．8 2 1 0 ．3 8 9 0 ．703

1 58 6 －1 5 下川津 煉 SH I O l 休部 弥 生前期 0．3 97 0 ．38 1 1．8 6 り・3 2 1 0 ．5 8 9

1 59 6 －2 5 下川 津 蟻 SH I O l／NO ．113 ，1 17 ，1 18 休部 弥 生前期 0．4 89 0 ．45 4 2 ．3 7 0 ．5 28 0 ．7 4 9

1 60 6 －3 5 下川津 壷 SH I O l／NO ．13 9 体部 弥生 前期 0．4 04 0 ．8 2 1 2 ．1 0 0 ．4 5 1 0 ．8 3 7

1 1 61 6 －4 5 下川津 壷 SH I O l／NO ．16 0 休部 弥生前期 i o ・4 50 ！0 ・5 06 i 2 ・5 6 ！ 0 ．40 g

l
0 ．8 15

！ 1 62

ト一 一一
6－5 5 下川津 珪 第 2低地帯Ⅵ層 口稼 弥 生前期 0．4 54 0 ．44 8 2 ．4 3 0．3 10 0 ．54 0

i 1 63 t
6 －6 5 下川津 痛 第 2低 地帯Ⅵ膚 口緑 一 弥 生前期 0．4 18 0 ．46 4 2 ．06 0．34 3 0 ・52 1 】

1 64 6 －7 5 下川津 癒 第 2低地 帯Ⅵ膚 底部 弥 生前期 0．5 89 0 ．52 1 2 ．0 0 1中 ・47 9 i O ・63 7 1

l 1 65 ・：6▼8 5 下川津 褒 第 2低地帯 Ⅶ∬ 口縁 弥 生前期 0．4 80 0 ．42 8 2 ．0 2 0 ．41 8 ！ 0 ．60 7

l
1 66

l
6 －g 5 下川 津 料 第 2低地 帯Ⅶ層 口繰 弥 生前期 0．4 63 0 ．45 0 1．2 8 0 ．4 3 9

l
0 ．69 4 】

1 1 67

l
6 －10 5　 I 下川 津 喪 第 2低地 帯Ⅵ層 休部 弥 生前期 0．5 32 0 ．56 5 1 2 ・0 2 0 ．4 8 7

lI0 ・7ヲ生 」

1 1 68 6 －1 1 5 ． 下川 津 褒 第 2低地 帯Ⅶ層 休部 弥 生前期 0．5 90 0 ．35 3 1 2 ．0 3
l

0 ．5 4 0
i o ・5 2 1 ！

1 69 もー12 5 下 川津 壷 第 2低地 帯Ⅶ膚 口縁 弥 生前期 0．4 52 1 0 ．4 9 2 2 ．4 3
l

0 ．4 3 4
0 ．65 3 ！

l 1 70 6 －13 5 ‘ 下川 津 頚 第 2低地 帯Ⅶ層　　　　　　　　　　　 － 口緑 弥 生前期 0．43 0 0 ．5 4 3 1．2 2 i o ・3 8 1 i o ・8 3 2 ！

l 1 71 6 －14 5 下川 津 i 頚 第 2低地 帯Ⅶ膚 一口縁 弥 生前期 i O ・3 05 0 ．4 0 9
3 ・2 4 】0 ・23 3

0 ．4 4 6　 l

！ 1 72

l
7 －1 巨 0 下川津 l 高杯 第 1低地帯 流路 2／5拡 ／N O ．34 2 杯 7 ．8世紀 代 0．5 9g 0 ．22 8

2 ・0 8　 止 曇 6 0 ．4 0 6 1

1 1 73
l

7 －2 1 0 1 下川 津 褒 第 1低地 帯流曲 2／4区拡 l 口緑 1 7 ・8世紀 代 i o ・4 13 0 ．20 5＿＿＿＿．＿＿＿＿⊥－ ．一
（2．0 4　 『 ．5 8 7

！

0 ．4 2 4

l； 1 74 i 7 －3 1 0 l 下川津 ；台付杯　 一第 1低 地帯流路 2／0区，拡張 部／ク・・ラ用 下位　　　　 ！底部 1 7 ・8世紀 代／図面な し
0．4 98 ！ 0 ．25 1 2 ．2 1 0 ．5 3 1 0 ．3 7 2

「‾i元‾　 7＿4

I

い 0 下川津 ．
l

！壷　 】第 1低 地帯流削 ／4区拡一括／黒色粘土層 、砂 礫粘土層 口緑 五 8世紀 代　　 ‾ 丁i O ・4 72 一一十
0．09 7 i 2 ・0 3 0 ．73 9 0 ．28 g

！ 1 76 ！7 －5 1 0 下川津 l 台 付杯 i 第 1低地 帯流路 2／4区
底部 7．8世紀 代 0．48 2 0 ．2 10 2 ．5 6 0 ．644 1 0 ・4 25

1 77 7 －6 1 0 下川津 短頚壷 第 1低地 帯涜鈷 2／4拡／N O ．2 22 休部 7．8世紀 代 0．4 77 0 ．07 2 い ・17 5 白 ．663 0 ．264

1 78 7 －7 1 0 l 下川津 長頭重 第 1低 地帯流鞄 2／1区／東壁 畦黒色／粘 黄土中層 □縁 7．8世紀 代 0．58 5 0 ．3 8 6 2 ．4 9 0 ．61 6 I o ．5 2 7

1 7g 7 －8 1 0 下川 津 短頭重 第 1低地 帯流鈷 2／3区拡 体廓 7．8世紀 代 0．5 37 0 ．1 16 ！2 ．2 7

l
0 ．8 35 0 ．3 2 2

l 1 80 7 －9 1 0 下川 津 取 っ手 第 1低地 帯涜緒 2／5区拡 q／砂礫直上 ＊ 7．8世紀 代 0．4 56 0 ．25 3 3 ．7 0 0 ．4 6 8 0 ・3 2 0 1

1 81 7 －10 1 0 下川津 杯 第 1低地 帯流鈷 2／5区拡 S 口縁 7．8世紀 代 0．54 1 0 ．26 3 2 ．8 0 0 ．618 0 ．4 28

1 82 7 －11 1 0 下川 津 杯 第 1低地 帯沈緒 2！5区拡 口縁 7．8世紀 代 0．6 05 0 ．17 2 1 ・0 4 1 0 ・8 7 9 1 0 ・5 15

1 83 7 －12 1 0 下川 津 蓋 第 1低地帯 涜鞄 2／5区拡 E 休部 7．8世紀 代 0．58 5 p ．14 0 2 ．3 1 0 ．8 4 6 0 ．3 54

18 4 7 －13 1 0 下川 津 杯 第 1低地帯 淡島 2／5区拡 G 休部 7．8世紀 代 0．5 29 0 ．18 4 1 ．6 3 I‥＝ 5 4 1 と 聖 」

I 18 5 7 －14 1 0 下川津 蓋 第 1低地帯 淡島 2／5拡 張区 I 休部 7，8世紀 代 0．4 98 0 ．4 4 7
3 ・1 2　 0 ・石 ㌃‾工亘 亘

l
I 18 6

i 7 －15 1 0 下川 津 蓋 第 1低地帯 涜鈷 2／5区砂礫直上 休部 7 ，8世紀 代 恒 ・5 29 － 十一一一一一
0．23 8　　 1．6 5

！0 ．5 9 6 0 ．4 4 1 I

！ 18 7 7 －16 1 0 下 川津 蓋 第 1低地帯涜 路 2／5区（－3．25 ） 休部 7，8世紀 代 】0．5 15 0 ．24 1 2 ．0 5 0 ．4 8 g 0 ．3 5 1

1 18 8
1

7 －17 10 下川津 杯　　　　 第 1低地帯淡 島 2／5区（－3．25 ） 体部 7，8世紀代 0．43 9 0 ．0 9 2 1 ．8 0 0 ．5 5 1 0 ．2 63

18 9 7 －18 10 下川津 高杯 第 1低地帯沈 路 2／5区拡 R 杯部 7，8世象己代 0．5 11 0 ．2 4 9 2 ．2 8 0 ．5 15 0 ．3 99

： 19 0 7 －1 9 10 下川津 高杯 第 1低地帯濱島 2／5区拡 F／砂礫直上 □繚 7，8世紀代 0．57 9 0 ．3 1 1 1 ．9 0 0 ．5 07 0 ．5 59

19 1 7 －2 0 10 下川津 杯 第 1低地帯濱島 2／5区拡 H 口緑 7，8世紀代 0．5 10 0 ．2 57 2 ．2 6 0 ．5 60 0 ．5 15

19 2 7 －2 1 10 下川津 高杯 第 1低地帯淡島 2／5区鉱 C／黒粘最下 杯部 7，8世象己代 0 ．53 1 0 ．12 2 1 ．9 8 0 ．5 46 0 ．3 88

－ 19 3 7 車2 2 1 1 下川津 短環壷 第 1低地帯涜 曲 2 休部 7，8世意己代 0．5 70 0 ．4 18 2 ・3 8　 恒 ・5 3 5 0 ．58 3

い 9 4 7 －2 3 1 1 下川津 長頚壷 第 1低地帯沈 路 2 頚部 7，8世冷己代 0．3 76 0 ．07 8 五 9 3　 恒 ・62 5 I0 ．27 1

19 5 7 －2 4 10
＼

下川津 壷 第 1低地帯波 路 2／0区黒 色土眉 休部 －7，8世紀 代 0．5 67 0 ．26 0 1 ．7 6 0 ．66 8 0 ．54 3
！ 19 6 7 －2 5 1 1 下川津 長頚壷 第 1低地帯涜 路 2 休部 7，8世紀代 0．40 6 1 0 ・11 7 1 ．5 1 ！0 ．5 74

1

i O ・3 5 1 ！

1 19 7 7 －2 6 1 1 下川津 高杯 第 1低地帯涜鮨 2／0区再拡 黒灰色粘土層 （砂礫 直上） 脚部 7，8世寿己代 0．49 2 0 ．2 08 1 ．7 4 0 ．9 48 0 ．4 8 0

】 19 8 7 －2 7 10 下川津 杯身 第 1低地帯流鞄 2／5鉱 ，NO ．60 7 口縁 7，8世紀代 0．52 1 0 ．3 2 7 1 ．7 2 i O ・6 4 2 0 ．5 23

19 9 7 －2 8 1 15 下川津 高杯 第 1低地帯流路 2／0区拡張／デライ層下 杯部 7．8世紀代 0．47 8 0 ．4 18 2 ．7 7 0 ．4 36 0 ・5 8 1 】

1 20 0 7 －2 9 ！ 15 下川津 椀 第 1低地帯流抱 2／0区／黒色粘土∬ 口緑 7．8世糸己代 0 ．5 12 0 ．3 70 い ・9 7 0 ．4 6 1 0 ．7 1 6

20 1 7－3 0 15 下川津 椀 第 1低地帯流路 2／0区／黒色粘土層 下位 休部 7．8世紀代 ・0 ．46 7 】0 ・4 1 2 巨 ・5 1 恒 ．4 19 l
0 ．6 59

l
； 20 2 7－3 1 15 下川津 高杯 第 1低地帯流掩 2／0区／黒色粘土層 下位 □縁 7．8世紀代 0．4 3 5 0 ．3 10 2 ．3 6 0 ．3 9 1 0 ．5 6 1

203 7－3 2 15 下川津 椀 第 1低地帯流路 2／0区／黒色粘土層 下位 休部 7．8世紀代 0．5 7 g 0 ・4 24　 い ・5 0 0 ．5 59 恒 ・5 34

2 04 7－33　　 ！ 15 下川津 椀 第 1低地帯流路 2／黒色粘土層下位 休部 7．8世紀代 0．4 3 7 0 ．5 15 2 ．2 2 0 ．3 8g 0 ．7 77
い 町 7－34 15　　　 下川津 椀 第 1低地帯涜路 2／0区／黒色粘土層 下位 休部 7．8世紀代 0．5 0 6 0 ．4 96 3 ．4 2 l 0 ．4 69 0 ．7 9g
1 2 0 6 7－35 15 下川津 椀 第 1低地帯流路 2／0区／拡張／黒色粘土層／デライ層排土 口縁 7．8世紀代 0．4 9 2 0 ．3 74 2 ．93 0 ．5 68 0 ．7 23

2 07 7－3 6 16 下川津 褒 第 1低地帯流路 2／0区／黒色粘土層下 位 頚部 7．8世紀代 0．5 2 9 0 ．4 16 2 ．9 0 0 ．5 14 0 ．5 54 ！

l2 08 ！ 7－37 16 下 川津 喪 第 1低地帯涜鈷 2／0区／黒色粘土層 下位 休部 7．8世紀代　　　　　 ●
l
0 ・5 14 i O ・5 0g 2 ・6 9　 圧 4 78 0 ．8 77

l
2 09 7－38　 1 16 下川津 褒 第 1低地帯流路 2／0区／黒色粘土層 下位 休部 7．8世紀代 0．7 15 0 ．4 18　 】 2・45 1 0 ．68 1 0 ．5 90 ！

i 2 10 7－39 16 下川津 製塩土 第 1低地帯流路 2／0区／黒色粘土層下 位 休部 7．8世絶代 0．4 64 牡．28 2 1 ．50 0 ．44 5 0 ．6 02

i 2 1 1 7－40 15 下川津 菊 第 1低地帯流抽 2／0区／黒色粘土層 休部 7．8世紀 代 0．5 53 0 ．3 15
i

2 ．54　 ！ 0．63 0
1

0 ．54 1

2 12 7－4 1 1 5　 l 下川津 ． 蛸壷 第 1低地帯流鈷 2／黒灰 色粘土層 休部 7．8世紀 代 0．4 55 0 ．54 0　 圧 39 0 ．44 5 0 ・6 2中

2 13 7－4 2 1 5 下川津 壷 第 1低地帯涜鞄 2／0区／黒色粘土層 頚部 7．8世素己代 0．4 18 0 ．43 5 2 ．5 0　 吊 ．40 1

1
0 ．70 1

2 14 1 8 －1 9 下川津 杯身 SH Ⅲ 1 3／カマド煉土内 口縁 7，8世紀 代 0．4 76 0 ．10 3 1．63 0．57 0 0 ．23 7

2 15 8 －2 1 1 下川津 短頚壷 SD Ⅱ18 6／第 1膚 D区 休部 7，8世寿己代 0．4 50 0 ．19 3 2 ．01 0 ．54 2 0 ．38 0

－429－



－　N o つ 遺物番 l 分類 遺跡名 l 器踵 出土 状況 部位 時期 Kかノウム CA カルシウム F E鉄　　 RB ルビジウム lSR ストロンチウム
l

2 16 8 －3 1 1 1 下川津 睦 ・SD Ⅲ 8 6／第 1月 D区 口縁 7，8世 紀代 0．2 64 0 ．13 2 1 ．15 0．42 7 　 つ0．3 13
I

2 17 8 －4 1 1 下川 津 提瓶 SD Ⅲ 8 6／第 2膚 B区 ＊ 7．8世 鼻己代 0．5 0 1 0 ．1 94 1．03 0．60 4 0 ．4 4 1

l 2 18 8 －5 1 1 l 下川津 大建 第 1低地 帯涜籍 3 ＊ 7．8世 睾己代 0．6 04 0 ．25 5 1 ．62 0．77 0 0 ．5 6 9

2 1g 9 －1 13 下川 津 製塩土 SH Ⅲ 05 ／第 1層 休部 古墳後期 0．4 47 0 ．4 93 ． 3 ．22 0．44 5 0 ．65 1

I 22 0 9 －2 13 下川 津 製塩土 SH Ⅲ 2 2／側溝 口縁 古墳後期 0．3 9 1 0 ．55 1 2 ．4 0 0．29 6 0 ．84 2

22 1 1 0－1 7 高屋 製塩土 高屋 A 2トレ／第 3層 騨部 弥生後期 り・7 36 0 ．3 90 1 ．5 9 1．10 0 ．52 1

22 2 1 0－2 7 高屋 製塩土 高屋 A 2トレ 細部 弥生後期 0．4 83 0 ．7 29 2 ．10 0．7 0 1 1 ．07

22 3 1 0－3 7 高屋 製塩土 高 屋 A 2トレ／第 3月 鱒部 弥生後期 0．6 3 0 0 ．78 8 2 ．3 2 i O・69 3 0 ．99 0

22 4 1 0－4 7 高屋 製塩土 高屋 A 2トレ／第 2■ 下 鱒部 弥生後期 0．5 20 0 ・73 5　 い ・8 0 0．75 4 1 ・09 1

！ 225 1 0－5 7 高屋 製塩土 高屋 A 2 トレ 休部 弥 生後期 0．4 1 1 0 ．70 5 2 ．2 4 0．53 1 1 ．13

1 22 6 － 1 0－6 7 高屋 製塩土 高屋 A2 ル 休部 弥 生後期 0．5 63 0 ．6 92 2 ．0 4 0．65 1 1 ．00

1 22 7 1 0車7 7 高屋 製塩土 高屋 A2 トレ 休部 弥 生後期 0．8 33 0 ．34 4 1・3 0 】 0・89 5 i O ・62 8 つ

228 1 0－8 7 I 高屋 製塩土 高屋 A2 トレ 休部 i 弥 生後期 0．7 15 0 ・7 91 1 1・9 2 0 ．84 g 1 ．12

1 22 9 1 0－9 7 高屋 製塩土 高屋 A2 トレ 休部 l 弥 生後期
0．4 09

0 ・58 5　 巨 ・23 0．49 g 恒 ・94 2

i 23 0 i l 0－10 7 高屋 製 塩土 高 屋 A2 トレ 休部 弥 生後期 0．6 63 0 ．68 2
1 ・23 1 0・67 7 巨 ・07

； 23 1 日 0－1 1 － 7 高屋 製塩土 i 高屋 A2 ル 休部 弥生後期 1 0 ・6 45 0 ．3 14 1 ．5 1　　 0．78 8 0 ．48 6 I

白 3 2 日 1－1 恒 上天神 ；寮 巨 K lg
i

i 弥生後期 i o ・1 07 1 ．83 i 3 ・5 7 0 ．06 4 ！ 0 ．52 7
l

l 23 3 巨 1－2　 恒 ！上天神 ：長頚垂 I
i SK 19 弥生後期 0．11 1 1 ．63 4 ．26 0 ．1 11 『 ．40 4 ！

1 23 4 1 ト 3 8
1 嘉 √ 「

l 長頭重 1 sK 1g ll 弥生後期 0．10 0 ・1 ．85 5 ・07 ； 0 ・06 9 li O ・46 7

I己 旦 1ト 4 8 上 天神　　 長頚董 SK lg 弥生後期 0．107 1 ．7 4 4 ．4 5 0 ．10 8 0 ．46 5

i 23 6 1 1－5
斥

上 天神 高杯 SK 19 脚 ！弥生後期 0．11 0 1 ．8 9 4 ．47 0 ．09 9　　 0．5 12　 －

23 7 1 1 1－6 8 上 天神 不明小 SK 1g 弥生後期 0．104 1 ．7 3 4 ．95 0 ・08 7 1 0 ・5 0中

23 8 日 1－7 l 8 上 天神 】不明小 SK 1g
l

l 弥生後期 ．0．4 15 ‾ 0 ．3 21 3 ．4g 0 ．36 7 0 ・54 6 i

； 23 g 1ト 8　 恒 1 上 天神 不明小 SK lg 弥生後期 0．11 7 1 1 ・8 2 1 4 ・97 ・ 恒 ・10 7　 恒 ・44 8

l 24 0 11－9
1

8 一上 天神 ；不明小 l SK 1 9 ！弥生後期 0．108 1 ・6 1　 日 ・98 0 ．07 8 ！0 ．4 61 1

I 24 1

1
12－1 い 中の池 一重 SD 8 10 5 頭 部 ！弥生前期 1 0 ・4 2 5 0 ．3 57 1 ・46 ； 0 ・45 1 －1 ・13　 －

I 24 2 12－2 い ！中の池 ；壷 巨 0 8 10 5 ；休 部 ： 弥生前期 巨 ・2 4 9 圧 8 56　 巨 ・50 ； 0 ・20 7　 －2・48 ＿．

： 24 3 1 12－3 3 中の池 ！重 －SD 8 10 5 佃 部 弥生前期古 l o ・4 1 2 l 0 ．6 14 I 3 ．59

l
0 ・37 4　 0 ・9 72 1

」 ＿空士 i ⊥∠‾ム　 l

： 24 3 日 2－3

J

3

サリノ∩旦 i

中の池 ！

ヨE　　　 l

重　 ！
●・●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l．・■ l

SD 8 10 5　　　　　　　　　　　　　　 恒 摘

7句’エ刑 1切　　　　　　　 l

弥生前期古　　　 1

U ．も1‘J　 i
l0 ．4 1 2 0 ．6 14 I 3 ．59

l

U ’h U ‘ i －’1U　＿」

0・37 4 1 0 ・9 72 ！
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第2節　下川津遺跡土埴墓出土の歯の鑑別

岡山大学　小田嶋梧郎

STIIIll（G9区）

頭蓋部分が寮で保護されていたためか，歯冠部の保存状態は良好で，検出の結果，次の歯式が得られ

㊧

因　2　3　4　5　6　7　8

因　7　6　5　4　因　因　因 因　2　3　4　5　6　7　因
歯科歯式

総計32本中24本の歯が判別できた。すなわち，

右・上顎第一切歯（』，j」）

左・上顎第二切歯（Ll，LL）

左・下顎第二切歯（F，町）

右・上顎犬歯し刃，＿d）

左・上顎犬歯（止J膣＿）

左・下顎犬歯（F，「F）

右・上顎第一小臼歯し刃，里」）

左・上顎第一小臼歯（k，虹）

右・下顎第一小臼歯（可，可）

左・下顎第一小臼歯（F，匡）

右・上顎第二小臼歯し山包）

左・上顎第二小臼歯（匝」匝）

右・下顎第二小臼歯（可，可）

左・下顎第二小臼歯（F，匡）

右・上顎第一大臼歯（』，咄）

左・上顎第一大臼歯（山虹）

右・下顎第一大臼歯（可，圃）

左・下顎第一大臼歯（F，匪）

右・上顎第二大臼歯し刃，也）

左・上顎第二大臼歯（Lも虹）

右・下顎第二大臼歯（71，珂）

左・下顎第二大臼歯（F，匪）

右・上顎第三大白歯（智歯』，鴎）

左・上顎第三大臼歯（智薗且，虹）

合計　　24本

○東（向）　頭位

○顔面を北に向ける→左側の顔面を上方に向けた姿勢。

○智歯以外の歯はすべて唆耗が強く，カリエス（いわゆる俗に虫歯）が小駕部分に多数認められ，歯痛

になやまされたであろう。上顎智歯（第三大臼歯，辿）に嗅耗が認められないので，年齢は30～40歳で，

むしろ30歳代と推察する。○下顎第一大臼歯の歯冠幅10．7mm歯冠厚10．7mmといずれも日本人永久歯の大

きさより小さく，そのほかの計測値も小さいので，女性歯ではないかと思われる。

○上顎第一切歯を見る限り，歯冠長10．0mm，歯冠幅8．1皿と平均値より小さく，歯冠を唇面から眺めて，

その近心並びに遠心緑の膨らみから推定して，この歯の持ち主は丸顔で，しかも下顎角の発達した女性

であろうと推察した。
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STIII12（G7区）

判別結果，

ケースTl　→右・上顎第二大臼歯（ユ1，也）

〃　T2　→左・上顎第二大臼歯（Ll，虹）

〃　T。→左・上顎第一大臼歯（k，虹）

〃　T。→左・上顎第二小臼歯（l土，虹）

〃　T5　→左・上顎第一小臼歯（k，虹）

（ケースなしT6）

ケースT7→㊤→左・下顎犬歯（F，匿）

T8→㊨→左・下顎第一小臼歯（F，軒）

T。→㊤→左・下顎第二小臼歯（F，匡）

Tl。→㊨→左・下顎第一大臼歯（F，匪）

Tll→㊤→左・下顎第二大臼歯（F，拓）

T12→㊤→左・下顎第三大臼歯（区，匝）

総計11本／32本中

調査（発掘）時，極度の削平を受けたためか，右・上顎第三大臼歯が歯群から遠ざかって検出されて

いる。しかも，この歯にまったく嗅耗の認められない不思議な現象がある。恐らく，右側の上顎歯か下

顎歯かにカリエスあるいは，そのほかの何等かの疾患で右側歯の痺痛を来し，やむなく長期にわたって

岨囁運動が，主として左側の歯で行われたと類推される。それ故に右・上顎第三大臼歯に嗅耗が認めら

れないのであろうか。

本例には，他の右側の歯がないので判別に正確さを欠くが，発掘調査の写真を見る限り，上下歯列は

舌側面からのもので，よって，顔面の向きは右側顔面を上に向けた頭蓋位である。

○北頭位

○顔面方向→右顔面を上に向けた頭蓋

○年齢→上顎第三大臼歯（智歯）が萌出したばかりであるか，あるいは上記の理由によるかによって判

断が異なってくるが，強度の嗅耗というより，カリエスの多発を考慮すれば，30歳代が推察さ

れる。

○性別→検出された歯の歯冠幅並びに歯冠厚を計測すると，日本人永久歯の平均値より劣る。よって女

性歯であろう。

STIII13（F・G7区）

歯列（下顎左側）が比較的良好であったためか判別は容易であった。

大　き　さ

歯冠幅　　　　　歯冠厚

ヶースTl→左・上顎第三大臼歯（山虹）1璧・盈
5

3

町

野

0

°

0

モ里

子至

〃　T2→左・下顎第三大臼歯（匝‾，匝；）

〃　T3→左・下顎第二大臼歯（F，匪バ昌7品
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ケ‾ス：霊：‡芸芸三雲呂芸：‡：票浬蒜
：T6→左・下顎第一小臼歯。捕）（；憩

（10．8）

′′　　⊥6　］一　l　つ只プロ　′」’H四＼l－，I⊥1′　7．9mm　　　　　　　8．0mm

〃　T7…機械的破損大であるが，左・上顎第二切歯（止，LL）だと思われる。

上顎・下顎の第三大臼歯は唆耗ほとんどなく，歯冠の大きな智歯で，そのほかの臼歯も，いずれも大

きい。（計測値は上記）比較的若年の男性歯（30歳代）と識別する。

しかも大柄な男性であろう。

検出時の写真と合わせ考えれば，左側・下顎臼歯列の舌側面観であるから，顔面の右側を上に向けた

状態である。

なお，西頭蓋位。

STIII22（F6区）

第1分冊第350図を見る限り，上顎歯列のように見

えるが資料がなく，これのみでは不詳。

鑑別依頼のあった個体歯の1本を検索した結果，

比較的若年層（20歳代）の男性歯，すなわち，左側

下顎第一大臼歯（「訂，匪）と識別した。

その理由は，

1）歯冠が強大（歯冠幅12．7mmく11．1〉，歯冠厚11．4

mmく10．8〉），である。※く〉は平均値

2）遠心嗅頭を持った5嗅頭怪の下顎大臼歯の特徴

を備えている。

3）各嘆頭（頂）の唆耗を認めないばかりでなく，

三角稜（三角隆線）もよく発達し，また各嗅頭

間の溝も明瞭であること。

4）以上の典型的な下顎第一大臼歯の形態学的特徴

を持ち，しかも左側であることも十分に判別で

きる。

この歯を舌側面カ子ら眺めたと仮定し，スケッチの

上顎歯列を舌側面とした場合，顔面位は右顔面を上

に向けたと考える。

遠心頬側攻頭（頂）

STIIIO9（F14区）

複雑で困難を極めた例である。恐らく右側顔面を上方に向けた姿勢の屈葬であろう。写真を参考にし

て歯を形態学的に分類し判別した結果，端側の歯から〔次頁図参照〕

左・上顎第二切歯（Ll，LL）の舌側面。

次いで，左・上顎犬歯（Ll，膣＿）の舌側面。
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次いで，左・上顎第一小臼歯（k，虹）の舌側面

であることは，欠損あるいは唆耗の程度があるにせ

よ，唆合面および舌側唆頭の高さなどから下顎第一

小臼歯でないことは確かである。ところが4番目の

歯が左・上顎第二小臼歯でないことに気付いた。そ

れは，頬側唆頭と舌側嘆頭とが逆転し，たとえ舌側

唆頭および歯冠舌側半部が大きく欠損していても，

唆合面の形態並びに歯冠の頼側面が前面に現れてい

るので，この歯は他側，すなわち右側・上顎第二小

臼歯（立上旦l）であった。恐らく右顔面位をとった頭蓋が土砂で押しつぶされ，左側の歯列にくい込ん

だものと思われる。

次に並ぶ歯の嗅合面に強く嗅耗があり，しかも遠心舌側嗅頭から発する三角隆線上にカリエスを認め，

そのほかの欠損部が広範囲であるが，舌側溝の位置，歯冠舌側面の傾斜などから，左・上顎第一大臼歯

（匝」虹）であろう。

次いで，可成の破損を持った歯が左・上顎第二大臼歯（止，虹）かどうかは判別しにくかった。非常

に興味のある所見として右端の最終歯が，実は途方もない位置から移動してきた歯である。すなわち，

唆合面が前者の歯とまったく逆さ方向で，この歯の形態学的特徴から舌側半部を完全に失った右・下顎

第一小臼歯（‾可，可）と判別した。このような現象は右・上顎第二小臼歯の例と同様，上・下の顎骨が

右上方から土砂で押しつぶされた結果であると判断する。
1

ノ

以上の鑑別から，本例は右顔面を上に向けた状態の屈葬であろう。なお，頭北位である。

上顎犬歯の歯冠幅7・2（7・7）皿，歯冠厚8・1（8・2）皿で日本人平均値よりやや小さい。上顎第一小臼歯

の歯冠幅6．9（7．3）mm，歯冠厚8．7（9．5）mmも僅かに小さい。上顎第二小臼歯の歯冠幅6．8（6．8）mm，

歯冠厚8・9（9・3）皿でやや小さく，下顎第一小臼歯の歯冠幅6・4（7・1）．皿でいずれも小さいので，恐ら

く女性歯であろう。※（）は平均値

大臼歯そのほかの歯冠嗅合面の唆耗が強く，40歳代後半と判定した。
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第3節　下川津遺跡のプラント・オパール分析報告

はじめに

本節では下川津遺跡に関して実施した3本のプラントオパール分析報告を掲載する。

報告1は宮崎大学　藤原宏志氏による第4低地帯・水田3資料の分析報告で，1985年度末に香川県下

初検出例となった水田3（平安期）の確認時に実施したものである。

報告2は1986年度に，前年度水田3を確認してた地区の南側低地部への調査拡大に伴い，予め埋没水

田の分布と層序を確認するために発掘に先立ち，主に対象地から採取したボーリングサンプルを分析し

た報告である。ところがこの段階の主にボーリングデータに基づく層序確認と調査時の所見との比定に

困難が生じる部分があり必ずしも実際の調査所見と整合するデータばかりではないが，低地部，特に水

田調査時の試行錯誤的な作業の一例として敢えて掲載した。

報告3は各地点より，調査員によって採取された土壌サンプルで，諸般の事情から調査中に分析し得

なかった資料を選択して整理作業時に分析委託を行った報告である。なお報告2・3は古環境研究所に

分析委託した成果報告である。

また各報告とも採取地点名について本報告遺構名に変更して統一を図ると共に報告1・3については

第1・2図に採取地点を示した。
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第1図　報告1試料採取地点

10

1SE区21ライントレンチ北

2SE区23ライントレンチ北

葛■ 千
♂華

1

ml
て2

1

l

6　　 0

（
Cフ

レ ク

●3

4　　　5

■■■■

－ 0

l l

■■■■
■■■■ ■■■■

J E A

第2図　報告3　試料採取地点
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（大久保）

1第1低地帯流路2
102　第1低地帯流路1

3　第3低地帯
4　第1低地帯流路5－1

5　第1低地帯流路5－2
6　第2低地帯
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報告1　昭和60年度調査の分析結果

宮崎大学　藤　原　宏　志

1986．03．19にサンプリングした香川・下川津遺跡におけるプラントオパール分析の結果をお送りし

ます。

○　定量分析結果

○　数値表

○　生産量グラフ

（表）　1

（表）　1

（図）　1

分析結果に関するコメント

1．SE区21ライントレンチ北

1－5層では連続してイネが栽培されており，共伴植生から考えると水田であったと思われる。

6層は5層からの落ちこみの可能性もある。

8層の上層ではイネが検出されていないものの，下層（8－3）で検出されており，おそらく

8層も水田であろう。

11層および24層はともに水田と考えられる。

2．SE区23ライントレンチ北

1－6層まで水田として利用されていたと思われる。

8層，9層，11層および24層も水田であろう。

14層については24層の層厚が小さいので24層からの落ちこみの可能性もあるが，独立した水田

かもしれない。

グラフの見方について

1．1ayers：採取地点の土層摸式図，（）内の数字は土層番号，左隅の小数字は表層からの深さをcmで

表わしたもの。

2．0．sati．：Oryzasativa．栽培稲の地上部乾物重．

rice．g．：Oryzasativaの穎果（籾）乾物重．

Phrag．：Phragmitescommunis．ヨシの地上部乾物重．

Bamb．：Bambsaceae．タケ亜科の地上部乾物重．

各植物体重はそれぞれの植物により異なる珪酸体密度係数と土壌中から検出された各植物に由来す

るプラント，オパール密度をもとに算出されたものである。

3．土柱摸式図の右側に栽培植物，向左側に野，雑草を示している。単位t／10a．cmはその土層の厚

さ1cm，面積10a（1，000m）に包含されるプラント・オパールの数から推定した各植物の乾物量を

t（トン．1×10kg）で表わしたものである。例えばその土層が10cmの厚みであると，グラフで示

された値に10を乗じた量の植物体がその土層の堆積期間中に生産されたことになる。生産量が年間

生産量でないことに注意されたい。

4．水田が埋蔵されている土層では0．sati．の値がピークを形成する場合が多い土層の堆積状況により

一概にいえないが，水田の層位はこのピークと一致するのが通例である。
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5．Phrag．（ヨシ），Bamb．（タケ）の乾物量変遷はその地点における土壌水分状況の時代的変遷を知

るうえに役立つ。ヨシは比較的水分の多い湿った環境に生育し，タケ（ササ）は比較的乾燥した環

境下で繁茂する。両者の消長をみると，その地点の乾湿変化を推定できる。

6．最下段は遺跡名，採取地点，採取年月日を示す。

なお，プラント．オパール定量分析結果の数値表を添付するので参照されたい。

また，不詳，不明の点があれば下記あて問合せ下さい。

〒889－21　宮崎市大字熊野7710

宮崎大学農学部農作業管理学研究室

TEL O985－58－2811　（内線3481）
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香川：下川津遺跡におけるプラント・オパール定員分析結果

宮崎大学農学部　農作業管理学研究室

SE区23ライントレンチ北，86／03／19・サンプリング

署名

イネ
（0．sati．）

1　　　　　　13．217

2　　　　　　　　5．524

3　　　　　　11．175

4　　　　　　　　3．114

5　　　　　　　1．971

6　　　　　　　1．240

7　　　　　　　0．000

8－1　　　　1．116

8－2　　　　1．169

9－1　　　　2．699

9－2　　　　　0．000

10　　　　　　　0．000

11　　　　　　　4．904

12－1　　　　0．000

12－2　　　　　0．000

12－3　　　　　0．000

13　　　　　　　1．276

14－1　　　　3．817

14－2　　　　　0．000

植物体乾重　（t／10a．cm）
イネ籾　　　キビ族

（rice g．）（Pani．）

4．631　　　0．000

1．935　　　0．000

3．915　　　0．000

1．091　　　0．000

0．691　　　0．000

0．434　　　0．000

0．000　　　0．000

0．391　　　0．000

0．410　　　0．000

0．946　　11．202

0．000　　　0．000

0．000　　　6．014

1．718　　　6．783

0．000　　　5．599

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

0．447　　　21．186

1．337　　　0．000

0．000　　　0．000

SE21区ライントレンチ北

イネ　　　　イネ籾
（0．sati．）（rice g．）

1

2

3

4

5

6

7

8－1

8－2

8－3

9

10

11－1

11－2

24

14

15

12．332　　　　4．320

4．264　　　　1．494

9．927　　　　3．478

10．731　　　　3．759

8．087　　　　2．833

1．249　　　　　0．437

0．000　　　　0．000

0．000　　　　0．000

0．000　　　　0．000

4．113　　　　1．441

0．000　　　　　0．000

0．000　　　　　0．000

2．596　　　　　0．909

1．866　　　　　0．654

3．800　　　　1．331

0．000　　　　　0．000

0．000　　　　　0．000

キビ族種実　　　ヨシ
（Pani．seed）（Phrag．）

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

0．000　　　2．446

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

5．087　　　0．000

0．000　　　0．000

2．731　　　0．000

3．080　　　0．000

2．543　　　0．000

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

9．621　　　0．000

0．000　　　0．000

0．000　　　0．000

キビ族　　キビ族種実
（Pani．）（Pani．seed）

10．235　　　　　　4．648

8．847　　　　　　4．017

9．154　　　　　　4．157

19．790　　　　　　8．987

0．000　　　　　　0．000

5．182　　　　　　2．353

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000

0．000　　　　　　0．000
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ヨシ

（Phrag．）

0．000

0．000

2．600

0．000

2．723

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

0．000

4．398

0．000

0．000

0．000

タケ亜科　ウシクサ族
（Bamb．）（Andoro．）

1．079　　　　1．593

1．263　　　　　3．728

1．824　　　　　4．242

2．711　　　　2．189

2．253　　　　　0．000

2．632　　　　　2．092

0．881　　　　0．910

0．911　　　　0．471

0．191　　　　0．493

0．661　　　　0．569

0．352　　　　　0．000

0．473　　　　0．6111

0．534　　　　　2．068

2．423　　　　　2．846

1．285　　　　1．328

2．069　　　　　0．822

2．084　　　　　3．230

3．739　　　　　2．012

1．907　　　　0．657

1．342

1．914

1．080

3．698

3．961

2．854

0．000

1．099

0．911

1．007

0．904

0．303

2．543

2．437

4．653

1．612

0．081

ウシクサ族
（Andoro．）

0．691

0．899

0．465

2．514

1．462

0．000

0．000

0．000

1．177

0．867

0．779

0．783

1．095

2．361

1．603

0．757

0．000



深さ　層厚　任数／g
（cm）（cm）

0　　　28　　　274683

2　　　　　　28　　　　6　　　277108

3　　　　　　34　　15　　　276485

4　　　　　　49　　14　　　274490

5　　　　　　　63　　　　9　　　276667

6　　　　　　72　　13　　　272351

7　　　　　　85　　12　　　271849

8－1　　　97　　16　　　276440

8－2　　113　　17　　　275440

9－1　　130　　16　　　273556

9－2　　146　　17　　　284207

10　　　　　163　　　　9　　　271083

11　　　　172　　11　　279857

12－1　　183　　10　　　265578

12－2　　193　　10　　　281667

12－3　　203　　11　　270347

13　　　　　214　　　　7　　　272926

14－1　　221　　　5　　　280620

14－2　　226　　　　　　　284130

植物名　醐

14／106
族　　0

0
7

キ　　4

5／115
族　　0

0
7

キ　　8

10／116
族　　0

0
10

キ　　9

3／124
族　　0

1
16

キ　　5

2／141
族　　0

0

14
キ　　0

1／110
族　　0

0

13

キ　　4

0／123

族　　0
0

5

キ　　2

1／110

族　　0
0

5

キ　　1

1／105

族
0

1

キ　　1

2／90
族　　2

0
3

キ　　1

0／117
族　　0

0
2

キ　　0

0／72
族　1

0

2

キ　　1
3／74

族　1
0

2

イネ
キビ
ヨシ′

タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ′

タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ′

タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ′

タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ′

タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ′

タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ
ヨシ
タケ
スス
イネ
キピー
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ：
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ：
ヨシ
タケ
スス
イネ
キビ：
ヨシ′

タケ
スス

キ　　3
0／89

族　1
0

11
キ　　5

0／80
族　　0

0

5

キ　　2

0／124

族　　0
0
13

キ　　2

1／101
族　　4

0
10

キ　　6

4／137
族　　0

0

24

キ　　5

0／170

族　　0
0

15

キ　　2

カガワシモカワッ　　　　　　ン86／03／19　（SE区23ライントレンチ北）
拝）数／g　仮比重晰C　地上部乾重　　　種実重　　種実生産総量

（t／10a．cm）（t／10a．cm）（t／10a）
36279

0

0

18139

10365

12048

0

0

16867

19277

23835

0

0

23835

21415

6641

0

2214

35418

11068

3924

0

0

27471

0

2476

0

0

32187

9904

0

0

0

11051

4420

2513

0

、0

12566

2513

2633

0

2633

2633

6079

6079

0

9119

3040

0

0

0

4858

0

0

3765

0

7530

3765

11346

3782

0

7564

11346

0

3018

0

33197

15090

0

0

0

17604

7042

0

0

0

28343

4360

2702

10809

0

27022

16213

8193

1．239

1．559

1．595

1．595

1．709

1．703

16869
1．660

1．510

510

1

1

1

1

1

1

1

510

510

309

470

521

521

521

1．607

1．584

0

49160

10242

0　　1．584

0

0

25070

3343

－441－

44957

0

0

22478

12845

18788

0

0

26303

30061

38010

0

0

38010

34209

10590

0

3530

56481

17650

6706

0

0

46939

0

4217

0

0

54824

2．092

0

0

0

18345

7338

3796

0

0

18979

3796

3977

0

3977

3977

9182

9182

0

13773

4591

0

0

0

7338

0

0

4930

0

9859

4930

16680

5560

0

11120

16680

0

4590

0

50486

22948

0

0

0

26772

10709

0

0

0

43104

6631

4341

17366

0

43414

26049

12981

0

0

77889

16227

0

0

0

39721

5296

13．217
0．000

0．000
1．079
1．593
5．524
0．000
0．000

1．263
3．728

11．175
0．000
0．000
1．824

4．242
3．114
0．000
2．446
2．711

2．189
1．971
0．000
0．000
2．253
0．000
1．240

0．000
0．000
2．632

0．000
0．000

0．000
0．881
0．910
1．116
0．000

0．000
0．911
0．471
1．169

0．000

0．191
0．493
2．699

11．202
0．000
0．661

0．569
0．000
0．000
0．000
0．352

0．000
0．000
6．014
0．000
0．473
0．611
4．904

6．783
0．000
0．534
2．068
0．000

5．599
0．000
2．423
2．846
0．000
0．000

0．000
1．285
1．328
0．000
0．000
0．000

2．069
0．822
1．276

21．186
0．000

2．084
3．230
3．817
0．000
0．000

3．739
2．012
0．000
0．000
0．000
1．907
0．657

4．631　　　　　129．655
0．000　　　　　　　0．000

1．935　　　　　　11．611

0．000　　　　　　　0．000

3．915　　　　　　58．725

0．000　　　　　　　0．000

1．091
0．000

0．691
0．000

0．434
0．000

0．000

0．000

0．391

0．000

0．410

0．946
5．087

0．000
0．000

0．000
2．731

1．718
3．080

0．000
2．543

0．000

0．000

0．000
0．000

0．447
9．621

1．337
0．000

0．000
0．000

15．271
0．000

6．216
0．000

5．647
0．000

0．000
0．000

6．255
0．000

0．963

15．132

81．387

0．000

0．000

0．000
24．579

18．899
33．883

0．000
25．427

0．000
0．000

0．000

0．000

3．130
67．344

6．685

0．000



層名　怒胃票腿数／／／g
l O lO　　268538

2　　　　　10　　　6　　265060

3　　　　　16　　10　　168189

4　　　　　26　　　9　　279732

5　　　　　35　　　9　　271371

6　　　　　44　　10　　271796

7　　　　　54　　14　　275331

8－1　　68　　　9　　267704

8－2　　　77　　　9　　270283

8－3　　　86　　10　　273255

9　　　　　96　　16　　274434

10　　　　112　　16　　265418

11－1　128　　　6　　276255

11－2　　134　　　6　　276269

24

14

15

140　　10　　　264156

150　　10　　　265986

160　　　　　　272382

カガワシモカワツ　　，86／03／19

植物名醐ft放／g　仮比誹激元C（鴇冨盟）（t票訝。m）
イネ
キビ族
ヨシ’

タケ
ススキ
イネ
キビ族
ヨシ
タケ
ススキ
イネ
キビ族
ヨシ
タケ
ススキ
イネ
キビ族
ヨシ
タケ
ススキ
イネ
キビ族
ヨシ’

タケ
ススキ
イネ
キビ族
ヨシ
タケ
ススキ
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報告2　昭和61年度調査の分析委託結果

古環境研究所

1．はじめに

下川津遺跡では，昭和60年度の発掘調査により，今回の調査区の北側に隣接するSe区で平安時代中

期以前に逆のぼる水田跡が検出されていた1）。昭和61年3月，宮崎大学の藤原宏志助教授によりプラン

ト・オパール分析軍査が行なわれ，同層が水田跡であることが分析的に検証されたが，さらに下位にも

イネのプラント・オパール密度の高い層が認められ，ここも水田跡である可能性が高いことが指摘され

ていた。

今回のプラント・オパール分析調査は，先の分析結果をふまえ，発掘調査の前に水田跡の埋蔵層位と

その分布域を探査することを目的として行なわれた。

2．プラント・オパール分析法

（丑　プラント・オパール2）

イネ科植物には，ススキ，ヨシ，タケ・ササなど数多くの野草・雑草の他に，イネ，ヒエ，アワ，キ

ビ，ムギにどの重要な栽培植物が含まれている。このイネ科植物は別名「珪酸植物」とも言われ，多量

の珪酸（SiO2）を吸収することで知られている。

植物体内に吸収された珪酸は葉身中の特定の細胞の細胞壁に選択的に集積され，植物学的にはこれを

「植物珪酸体」とよんでいる。植物珪酸体は，その主成分が化学的に安定な珪酸であるため，植物が枯

死した後も土壌中に永く残留し，「プラント・オパール（PlantOpal）」と呼ばれる微化石となる。

このうち機動細胞珪酸体（葉身の強度を保ち，乾燥の著

しい時に葉身を巻き込んで水分の蒸発散をおさえる作用を

していると思われる）に由来するプラント・オパールは，

比較的大形（約0．05mm）で植物種により固有の形状をもっ

ていることから，これを用いて給源植物を同定することが

可能である。

②　プラント・オパール定量分析法の手順3）

試料は，各土層ごとに，サンプル管を用いて採取する。

土壌試料は実験室に持ち返り，乾燥器で1050C，24時間絶乾

後，重量を測定する。この重さをサンプル管の容積100ccで

割って仮比重（乾燥密度）を求めておく。

つぎに，絶乾させた試料土から約1gを無作為に抽出し，

これにプラント・オパールと同じ成分・粒径（約0．05mm）

を持ったガラスビーズを一定量混入する。（精度：1万分の

1g）ガラスビーズの単位重量あたり個数はあらかじめ測

定してあるので，試料土中に混入したガラスビーズの個数

は計算により求めることができる（約30万個）。

プラント・オパールと土粒子を分離し，プラント・オパ
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ールに付着した汚れを取り除いたりガラスビーズを均等に分散させるために，脱有機物処理，超音波処

理，ストークス法処理を行なう。

こうした処理の後，サンプル瓶の中に残っているのは粒径0．02m～0．1皿の土粒子とプラント・オパー

ル，それにガラスビーズである。このうち土粒子はそのほとんどが結晶鉱物であるため，偏光顕微鏡で

観察すると，非晶質であるプラント・オパールやガラスビーズとは容易に識別できる。

検鏡時に，視野の中にあるプラント・オパールを同定し，その数をカウントしながら同時にガラスビ

ーズの数をカウントする。これを，ガラスピースの数が300個以上になるまで続ける。これらの比率をと

り，試料土1gあたりに混入されたガラスビーズの個数を掛けることにより，試料土1gあたりに含ま

れるプラント・オパールの個数（単位：個／g）が算出される。この値に仮比重を掛けて，試料土1cc

あたりに含まれるプラント・オパールの個数（単位：個／cc）が求めるられる。

③　農耕生産址（水田跡，畑作跡等）の探査6）7）

以上にようにして，各土層におけるイネの機動細胞プラント・オパール密度を測定していくと，水田

跡等が埋蔵されている層にピークが現れるのが通例である。

通常，イネのプラント・オパール密度が5，000個／cc以上の場合に，水田跡等の可能性が高いと判断し

ているが，直上にさらに高密度の層があった場合は，その層からプラント・オパールが落ち込んだ危険

性を考慮して慎重に判断している。

また，密度が5，000個／cc未満と低い場合には，直上にイネのプラント・オパールの見られない層があ

り，上層からの落ち込みが考えられない様な場合でも，プラント・オパールの水平的な流れ込みの危険

性を考慮して慎重に判断している。

④　植物体生産量の推定5）

植物体中に含まれる機動細胞珪酸体の密度は植物種により固有であり，各植物についての換算計数（機

動細胞珪酸体1個に対する植物体各部の乾燥重量）が求められている。

プラント・オパール密度にこの

換算計数を掛けることにより，試

料土1cc中に供給された植物体量

を推定することができる。

たとえば，1万個／ccのイネ機

動細胞プラント・オパールが検出

された場合，試料土1cc中に供給

れさた稲ワラの量は，約0．2gとな

る。

これを面積10a，厚さ1cmに勘

算すると，稲ワラで約2t，イネ

表1各植物の換算計数（単位：10‾5g）

植 物 名 葉　　 身　　 全 地 上 部　　 種　　 実

イ　　 ネ 0 ．5 1　　　　　 2 ．94　　　　 1 ．0 3

栽 培 ヒエ 1 ．3 4　　　　 1 2 ．2 0　　　　 5 ．5 4

ヨ　　　 シ 1 ．3 3　　　　　 6 ．3 1

ゴキ ダ ケ 0 ．2 4　　　　　 0 ．4 8

ス　 ス　 キ 0 ．3 8　　　　 1 ．2 4

籾で約1tの植物体が生産された

ことが推定できる。これらの値に土層の厚みを掛けて，その層で生産されたイネの総量（t／10a）が

推定できるわけである。

なおこの生産量の値は，収穫方法が穂刈りで行なわれ，イネの葉身がすべて水田内に残されたことを

前提として求められている。従って，収穫が株刈りで行なわれ，植物体の大部分が水田外に持ち出され
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ていた場合や，堆肥などの形で稲ワラが水田内に還元されていた場合は，その割合に応じて推定値は修

正されなければならない。

イネの換算計数は，赤米など古い系統とされる日本稲（Japonica）数品種から求められている。

⑤　古環境の推定

イネ科植物の中で，特にヨシ（アシ）やマコモは低湿地など湿潤な環境の所に生育し，逆にススキや

タケ・ササは比較的乾いた環境を好む。

このことから，これらの植物の生産量と消長を調べることにより，当時の周辺の環湿環境と変遷を推

定することが可能である。

3．試料
21

昭和61年7月12日～18日の7日間にわた

ってサンプリングを行なった。

サンプリング地点は，調査区全域を覆う　　20

ように設定された20mメッシュの交点，お

よびこれらの中間点を結んだ10mメッシュ
19

の交点を設定した。（図1参照）　　　　　　　－

当初，調査区内に3本のトレンチを掘削

し，主な20mメッシュ交点にもピットを掘　　18

削する予定であったが，折りからの悪天候

で，トレンチは14，16ラインの2本，ピッ
17

トは，KL21，L18地点の2地点に限定さ

れた。このため，層序の確認の大部分をボ

ーリングに頼らざるを得なくなったこと　　16

や，基底と見られる砂レキ層が大きな起伏

を持っており層序が安定していないため，
15

基本層序の設定は困難であった。

試料の採取は，トレンチやピットの土層

壁面においては100cc採土管を用い，その他　　14

の地点においては1．5mおよび3．0mのボー

リング棒により行なった。
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図1試料採取地点（プラント・オパール分析用）1986．7
層名は，層相の変化ごとに土層から順に

付けた番号であり，地点間の対応関係を示したものではないので注意されたい。

採取した土壌試料数は，70地点775試料であり，このうち分析を行なったのは70地点563試料である。

4．分析結果

イネ，キビ族（ヒ工等），ヨシ属，タケ亜科（竹笹類），ウシクサ族（ススキ等）について同定・定量

を行ない，数値データを表2に示した。上記以外のプラント・オパールについては，検出数が多い少な

いため割愛した。

イネについては，機動細胞プラント・オパールの出現状況を土柱図の右側にプロットし，図2に示し

た。これは，水田跡の可能性を判定する際の基礎的な資料となる。土柱図中のドットは，試料を採取し
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た位置を示している。

また，主な地点についてイネ，ヨシ属，タケ亜科の植物体生産量（1cmの土壌堆積期間中に面積10a

あたりで生産された植物体の乾燥重量）を推定し，図4にグラフで示した。これは，イネ籾の生産総量

を推定したり，周辺の古環境を推定する際の基礎資料なる。土柱図左側のポイントは，最上面から1m

ごとに付けたスケールである。

5．考察

①　水田跡の探査

昭和61年3月に行なわれた宮崎大学，藤原宏志助教授のプラント・オパール分析調査により，水田跡

が検出された層（当時の層序区分で11層）で多量のイネ機動細胞プラント・オパールが検出され，同層

が水田跡であることが分析的に検証されたが，さらに下位にもイネの機動細胞プラント・オパール密度

の高い層（同じく24，14層）が認められ，ここも水田跡である可能性が高いことが指摘されていた。11

層はグライ化したシルト層の最上面に位置し，24，14層はグライ化シルト層中で砂レキ層の上部に位置

している。また，グライ層の上部に堆積している砂質土層の中（同じく8，9層）にもイネ機動細胞プ

ラント・オパール密度のピークが認められており，水田跡である可能性が高いことが指摘されていた。

このように，ここでは少なくとも3時期の水田跡が存在してらるものと推定されていた。

今回の調査区は，昭和60年度の調査区の南に隣接しているため，これら3時期の水田跡の追跡を中心

に調査を行なった。ここでは，便宜的にこれらを上層から順にA層，B層（平安時代中期以前），C層と

呼ぶことにする。

各地点の土層図にイネ機動細胞プラント・オパールの出現状況をプロットして図2に示してあるので

参照されたい。分析法③で述べたように，通常，イネの機動細胞プラント・オパール密度が5，000個／cc

以上の場合に，水田跡の可能性が高いと判断している。なお，層名は層相の変化ごとに上層から順に付

けた番号であり，地点間の対応関係を示したものではないので注意されたい。

KL21地点は，ノ昭和60年度に藤原氏が分析調査を行なった地点に最も近い。ここでは，グライ層中の

9層と11層にイネ機動細胞プラント・オパール密度の明瞭などークが認められ，これらの層が水田跡で

ある可能性が高いことを示している。層相や相対的な深度が類似していることから，9層はB層に11層

はC層に相当するものと考えられる。

砂レキ層である14層からもイネの機動細胞プラント・オパールが少量検出されているが，これは同層

の堆積時に他所から流れ込んだものと推定される。10層で検出されたイネ機動細胞プラント・オパール

の密度は5，000個／ccを下回っており，直上に高密度の9層があることから，これらのプラント・オパー

ルは同層で生産されたイネに由来するものではなく，9層から落ち込んだものである可能性が考えられ

る。A層に対応すると考えられる7層では，イネの機動細胞プラント・オパールは検出されたものの1，500

個／ccと少ない。これらのプラント」ォパールは上層から落ち込んだものと考えられる。8層ではイネ

のプラント・オパールは検出されず，7～5層でもわずかである。8～5層ではタケ，ヨシ等のプラン

ト・オパールも激減していることから，8～5層は洪水等により比較的短期間に堆積したものと推定さ

れる。

これらのことから，同地点では11層（C層）の時期に稲作が開始され，10層の時期に何等かの理由で

中断もしくは縮小したのち9層（B層）の水田が造成された。その後，8～5層の時期に洪水等の原因

により中断したのち，4層の時期から再開されて現在に至ったものと推定される。
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その他の地点についても同様に検討を行ない，検出されたイネ機動細胞プラント・オパールの密度を，

○△□×の4段階に区分して図3に表示した。上述のようにイネ機動細胞プラント・オパールの密度が

5，000個／cc以上（○）の場合，水田跡の可能性が高いと判断している。密度が2，000個／cc未満（□×）

と特に低い場合は水田跡の可能性はほとんど考えられない。2，000個／cc以上～5，000個／cc未満（△）

と密度が比較的低い場合は水田跡の可能性の判断が難しい。密度が比較的低いことの原因は次のような

ことが考えられる。（彰水田として利用された期間が短かったため。②土壌の堆積速度が速かったため。

③洪水等により表土が流出したため。④他所からの流れ込みや土層からの落ち込みによるものであるた

め。このうち，当調査区においては③の要因が大きいものと推定されるため，○印の近隣の△印につい

ては水田跡の可能性を考えることにした。

A層に相当する土層は砂質（混）シルトで，湿った状態の色は茶（褐）灰色である。ここで水田跡の

可能性が考えられるところは，KL18－L17．5地点周辺，N16－MN15．5地点周辺，K14地点周辺の3

箇所をこ散在しており，大きなまとまりは見られない。

B層に相当する土層はグライ層の最上面に位置する（砂質）シルト～粘土で，湿った状態の色は（暗）

青灰色である。ここで水田跡の可能性が考えられるところは，調査区北端のL21－K21地点周辺，KL

19．5地点周辺，KL18－L17地点から西に広がる一帯の3所に散在しており，大きなまとまりは見られ

ない。調査区北端は，昭和60年度の発掘調査で水田跡が検出されたS e区に隣接しているため，可能性

は特に高いと考えられる。

C層に相当する土層はグライ層の中，下位に位置する（砂質）シルト～粘土で，湿った状態の色は暗

青灰色が主である。ここで水田跡の可能性が考えられるところは，調査区北端のL21－K21地点周辺，

KL18地点から南に広がる一帯，M16－L15．5地点周辺一帯，K14地点周辺の4箇所に散在しており，

大きなまとまりは見られない。

砂レキ層からは，調査区の北端と南端一帯でわずかな量の機動細胞プラント・オパールが検出された。

これらのプラント・オパールは，同層の堆積時に他所から流れ込んだものと推定される。

（塾　イネ籾生産総量の推定

分析法④により，A，B，Cの各層で生産されたイネ籾の総量（面積10aあたり換算）を算出した。

算出にあたっては，イネ機動細胞プラント・オパール密度が5，000個／cc未満の地点は除外した。

その結果，A層に相当する層では5地点の平均で15．3t，B層に相当する層では6地点の平均で18．2

t，C層に相当する層では5地点の平均で13．1tとなった。

吉田武彦（1975）によると，奈良時代～平安時代初期の10aあたり収量は，約100鹿であったとされて

いる。イネ籾の推定生産総量をこの値で割ると，A層に相当する層でイネが生産されていた期間はおよ

そ150年間，B層に相当する層ではおよそ180年間，C層に相当する層ではおよそ130年間であったものと

推定できる。

なお，この生産量の値は，週間方法が穂刈りで行なわれ，イネの葉身がすべて水田内に残されたこと

を前提として求められている。従って，収穫が株刈りで行なわれ，植物体の大部分が水田外に持ち出さ

れていた場合や，堆肥などの形が稲ワラが水田内に還元されていた場合は，その割合に応じて推定値は

修正されなければならない。

ここで推定したイネ籾の生産総量ならびに生産期間は，あくまでも目安として考えられたい。
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図2－1　イネ機動細胞プラント・オパールの出現状況（単位：万個／cc）
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図2－2
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図2－3
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香川、下川暮　し21地点　　　　　土■　　　植物体生産t t′10a・Crn
20　　16　　12　　白　　　4　　　0　　　0　　　4　　　8　　12　　16　　28

香川、下川津　K20地点　　　　　土■　　　様物体生産1　tノlDa・Cm
lO　　8　　　5　　　4　　　2　　　0　　　0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10

昌ヨシ　日夕ケ亜科　　　　　　　ロイネ　■イネモミ

香川，下川津　 u O地点　　　　　 土 月　　　 櫓物体生産t　 tノ10a・cm
1ロ　　 8　　　 6　　　 4　　　 2　　　 D　　　 D　　　 2　　　 4　　　 6　　　 8　　　 10

昌 ヨシ　 日 夕ケ重科

1
園
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図4－1各植物の推定生産量と推移（単位：t／10a・cm）
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香川．下川澹　M14地点　　　　　土■　　　鑓物体生産量　tノ10d・cm
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図4－3
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表2　プラント・オパール定量分析結果（単位：個／cc）

試料1co当りプラント・オパール個数　（書川、下川津　L21地点）

試料名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ属　　タケ重科　　ウシクサ族
l　く0．5■ti．）　（Panl．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

1　　　1　39

2　　　　1　52

3　　　1

4－1　1

4－2　　1

5　　　I

6　　　1　12

7　　　　1　　2

8　　　1　1

328

984

0

0

0

0

922

544

474

0　　　　　　　0　　　20．975　　　　　　　0

0　　　　1．514　　　45，415　　　　1，514
0　　　　　　　　0　　　　4．062　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　7．129　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　5．580　　　　　　　　0
0　　　　　　　　0　　　　　8．558　　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　63，175　　　　　　　0
0　　　　2，544　　　　26，710　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　16，213　　　　　　　　0

試料l o o当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　KL21地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ■　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．5ati．）　（Panl．）　（Phrag．）　　（Blmb．）　（Andro．）

1　　1　71，554

2　　　1　24．676

3　　　1　29，002

4　　　1　8，694
5　　　1　2，025

6　　　1　2．916
7　　　1　1．463
8－1　I o

8－2　　！　　　　　0

9－1　I　　7．380

9－2　1　4，299
10　　1　4，647

11　112，043
12　　　1　　　　　8

13　　　I O

14　　　i l．287

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

3

0　　　33．159　　　　3，490

371　　　42，498　　　　　　　0

450　　　46，403　　　　　　　0
449　　　13．041　　　　　　　0

0　　　　7．063　　　　　　　　0

0　　　　　5．831　　　　　　　0
0　　　　23．411　　　　　　　　0

0　　　　　8．656　　　　　　　　0
0　　　　　3，164　　　　　　　　0

0　　　　51，662　　　　　　　0
433　　　18．627　　　　2，866

0　　　　35，628　　　　1，549

011　　　48，173　　　　　　　0
0　　　18，324　　　　　　　　0

0　　　　2．850　　　　　　　　0
0　　　　　1．287　　　　　　　　　0

試料1c o当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　K21地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシよ　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（P且ni．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　　くAndro．）

1　　1　32．240
2　　　I lG，716

3　　　112，557

4－1　1　4．648
4－2　I　　2，658

4－3　1　2，705
5－1　1　1，431

5－2　1　1．249

6　　　1　1，419

7　　　1　8，037

8　　　1　1．322
9　　　1　6．239
10　　　1　　　　　0

11　　I O

12　　1　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　27●844　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　47，108　　　　1，520

0　　　　　　　　0　　　　55，810　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　27．890　　　　　　　　0
0　　　　　　　0　　　15．947　　　　2．658

0　　　　　　　　0　　　13，527　　　　　　　　0
0　　　　　　　　0　　　15，736　　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　14，985　　　　1．249

0　　　　　　　0　　　38，311　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　52．242　　　　　　　0
0　　　　　　　　0　　　　51．563　　　　　　　　0

0　　　　2，496　　　　51．159　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　7，173　　　　　　　0
0　　　　　　　0　　　　48．682　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　34．428　　　　　　　　0

試料100当りプラント・オパール■緻　（香川、下川津　Lhは0．5地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ■　　　タケ亜科　　　ウシクサ旗
l（0．sltl．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

3－1

3－2

4

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1，436

0

19．935

18，022

15，795

25．562

0

1，386

0

0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　L20．5地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ几　　　タケ亜料　　　ウシクサ族
l（0．satl．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Balub．）　（Andro．）

5　　　1　　　　　0

6－1　1　　　　　0

6－2　1　1．441

7　　　1　　　　　0

8－1　1　1．492

8－2　　1　　　　　0

9　　　1　　　　　0

10　　　1　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　12，111

0　　　　　　　0　　　10，961
0　　　　　　　0　　　　8，648

0　　　　　　　　0　　　　　7，752

0　　　　1．492　　　　26．859
0　　　　　　　　0　　　　17，473

0　　　　　　　　0　　　16．084
0　　　　　　　　0　　　　13．496

0

0

0

0

0

0

0

0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　KL20．5地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．satl．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（B且mb．）　（AndTO．）

4　　　1　　　　　0

5－1　1　1．416

5－2　　i O

6　　　　I O

7　　　1　1．318

8　　　1　　　　　0

9　　　1　1．460

10　　　1　　　　　0

0　　　　　　　0　　　34，646

0　　　　　　　　0　　　12．740
8　　　　　　　　0　　　16，64G

O O　　　　22，072
0　　　　1，318　　　　25，040
0　　　　　　　　0　　　　46，562

0　　　　　　　　0　　　　24，828
0　　　　　　　　　0　　　　12．574

0

0

0

0

0

0

0

0

試料1co当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　K20・5地点）

試料名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ事　　　タケ産科　　　ウシクサ旗
l（0．5ati．）　（Panl．）　（Phrag．）　　くBamb．）　（Andro・）

5

6

7－1

7－2

8

9

1　　　　　0

1　　　　　0

1　1，482

1　1，357

1　1，359

1　1．443

0　　　　　　　　0　　　　22，741

0　　　　1，337　　　18．719
0　　　　1．482　　　34，096

0　　　　1，357　　　56．990
0　　　　1．359　　　　46．221

0　　　　　2．886　　　　36．078

0

0

0

0

0

0

賦料1cc当りプラント・オパール■敵　（香川、下川韓　LH20地点）

拭科名　　　　イネ　　　　キピ旗　　　ヨシよ　　タケ重科　　ウシクサ旛
l（0．sitl．）　（Panl．）　（Phr叫．）　　（Ba血b．）　（Andro．）

4　　　1　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　6．440　　　　　　　0

5　　　1　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　9．663　　　　　　　0

6－1　1　1，503　　　1．503　　　1．503　　　39．070　　　　　　0
6－2　I O O O　　　25，729　　　　　　　0

7　　　1　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　13．634　　　1．515

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川撫　L20地点）

試料名　　　イネ　　　キビ族　　昌シ属　　タケ重科　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andr0．）

1　　　1　　7．833

2　　　1　3．947

3　　　1　3，036

4　　　　1　　　　　0

〇　　　1　　　　　0

6　　　I O

7　　　1　　　　　0

8　　　1－　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　35，248

0　　　　　　　　0　　　　35，526

0　　　　1，518　　　　25．806
0　　　　　　　0　　　17，314

0　　　　　　　　0　　　18，038

0　　　　　　　0　　　11．059
0　　　　　　　0　　　　28，613
0　　　　　　　　　0　　　　28．314

0

0

0

0

0

0

0

0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　KL20地点）

賦科名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．satl．）　（Panl．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

5－1　1　　　　　0　　　　　　　　0

5－2　1　　　　　0　　　　　　　　0

6　　　1　1，340　　　　　　　0

7－1　1　1．355　　　　1．355

7－2　1　　　　0　　　　　　　0

7－3　　1　　　　　0　　　　　　　　0

8　　　　1　　　　　0　　　　　　　　0

9　　　1　　　　　0　　　　　　　　0

0　　　　9．622　　　　　　　0

0　　　11．705　　　　　　　0

0　　　14．828　　　　　　　0

0　　　25．745　　　　　　　0
0　　　12，818　　　　　　　0

0　　　28，916　　　　3，044
0　　　10，965　　　　　　　　0

0　　　　13．263　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　K20地点）

試料名　　　　イネ　　　　キピ族　　　ヨシ腐　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Panl．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

1　　1　3，723

2　　　1　3，969

3　　　1　2，594

4－1　1　5，183

4－2　　I O

5　　　I l．365

6　　　1　1．298

7　　　1　1，347

8　　　I l，319

9　　　1　　　　　0

10－1I l．344

10－2　1　1，354

11　　I l，470

12－11　　　　　0

12－2　1　　　　　0

13　　　1　　　　　0

0　　　　2．482　　　33．507　　　　　　　0

0　　　　1．323　　　48，952　　　　1．323
0　　　1，297　　　33，723　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　36，278　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　26．373　　　　1，319
0　　　　　　　　0　　　　30．021　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　19，469　　　　　　　0
0　　　　　　　0　　　25，589　　　　　　　0

0　　　1．319　　　27．707　　　　　　　0

0　　　　2．756　　　24，801　　　　　　8

0　　　1．344　　　20，160　　　　　　　0
0　　　　　　　0　　　28．428　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　24，994　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　16，341　　　　　　　0

0　　　1，393　　　16．716　　　　　　　0
0　　　　　　　0　　　12．529　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール■敵　（香川、下川津　LM19・5地点）

脚名　目。霊tl．）。孟浩。言霊）笠想，霊盈禁
3－1　1　5，174－　　　　　　0　　　1，293　　　10，347

3－2　1　4．294　　　　　　　0　　　　　　　0　　　10，018

3－3　1　1．310　　　　　　　0　　　　　　　0　　　11，787

4　　1　3．199　　　　　　0　　　　　　　0　　　　3，199

0

0

0

0

試料1c t】当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　L19．5地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キピ旗　　　　ヨシ1　　　タケ亜科　　　ウシクサ旗
l（0．5atl．）　（PanL）　（Phrag．）　　（Bhmb．）　（Andro．）

4－1　I

4－2　　1

5　　　1

6　　　I

7－1　1

7－2　　1

8　　　1

9　　　1

－458－

2，681
0

1，521

1．354

1，496

1．310

1．374

1．431

0　　　　　　　0　　　　5，362　　　　　　　0
0　　　　1，325　　　11，928　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　9，125　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　12．187　　　　　　　　0
0　　　　1，496　　　20，948　　　　1，496

0　　　　1．310　　　23．582　　　　　　　0

0　　　　2，748　　　12，364　　　　2，748
0　　　　　　　　0　　　10．016　　　　　　　　0



試料loc当りプラント・オパール命数　（香川、下川韓　KL19．5地点）

帥名　目。．盈1．，。孟浩。P鑑雷）霊慧）霊急禁
6　　　1　1．370

7　　　1　2．751
8　　　1　　　　　0

9　　　1　2．604

10－11　8．133
10－2　1　2．306
11　　1　　　　　0

12　　I l．434

0　　　　　　　0　　　12，332　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　15，131　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　17．005　　　　　　　0
0　　　　2．604　　　19．529　　　　　　　0

0　　　1，356　　　27，110　　　1．356

0　　　　　　　0　　　25，369　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　12，799　　　1．422
0　　　　　2▲868　　　10．039　　　　　　　　0

拭料1cc当りプラント・オパール傭緻　（香川、下川澹　K19．5地点）

賦料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ蓋科　　　ウシクサ族
1（0・Satl．）　（Panl，）　（Phrag．）　（Bamb．）　（Andro．）

3－1　1　　　　　0

3－2　1　4．363
3－3　1　1．398

4－1　1　1．479

4－2　1　2．670
5　　　I　　4．096

0　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0

0　　　　1．479

0　　　　5．341

0　　　　　　　　　0

2．852

4，363

25，157

25，142
26，705　　　　1
64．164

0

0

0

0

335

0

賦料1co当りプラント・オパール■緻　（香川、下川漉　LH19地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ旗　　　ヨシ1　　　タケ蓋科　　　ウシクサ旛
l（0．satl．）　（P■nl．）　（Phr■g．）　　（Bamtl．）　（Andro．）

6－1　1　1．432

6－2　1　1．519

6－3　　1　　　　　0

7　　　1　1，468

8　　　1　　　　　0

0　　　　2．864　　　　21．478
0　　　　3．037　　　42，519

0　　　1．394　　　22．303

0　　　　1，468　　　　23．484

0　　　　　　　0　　　　4．916

0

0

0

0

0

賦料1co当りプラント・オパール個欺　く香川、下川漉　し19地点）

柵名　目。霊ti．，。孟票）。P言霊）笠慧）言霊票
1　　1　4．895

2　　　1　2．787

3－1　1　　　　　0

3－2　　1　　　　　0

4　　　1　　　　　0

5－1　1　　　　　0

5－2　　1　　　　　0

5－3　1　　　　　0

6　　　1　　　　　0

7　　　I o

8　　　1　　　　　0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0　　　29，372　　　　　　　0
0　　　　25．082　　　　　　　　0

0　　　　6，562　　　　1．312

0　　　10．763　　　　　　　0
0　　　　6．824　　　　　　　0

0　　　　8．913　　　　　　　0

0　　　20．620　　　1．375
0　　　　33．010　　　　　　　0

0　　　29．860　　　　　　　0

0　　　18．999　　　　　　　　0
0　　　　　9．420　　　　　　　　0

試料1co当りプラント・オパール■■　（香川、下川漉　KL19地点）

脚名　目。．盈1．，孟浩。P霊票）霊票）霊盈禁
4　　　1　　　　　0

5－1　1　　　　　0

5－2　1　　　　　0

G I l．441

7　　　I O

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　1．491

23，354

10．967
18，536

12，967

17．894

0

0

0

0

0

試料1cc当りプラント・オパール個散　（香川、下川韓　K19地点）

試料名　　　　イネ　　　　キピ族　　　ヨシ1　　タケ亜科　　　ウシクサ旗
I（0．51tl．）　（Panl．）　（Phr吋．）　（Bamb．）　（Andro．）

l i G．498

2　　　1　8，665

3　　　I O

4　　　I O

5　　　1　　　　　0

6　　　1　　　　　0

7　　　1　　　　　0

0

0

0

0

0

0

0

0　　　18．193　　　　2．599

0　　　　37．550　　　　　　　　0
0　　　　36．065　　　　　　　　0

0　　　26．758　　　　4．014

0　　　32，086　　　　　　　0
0　　　　35．971　　　　　　　0

0　　　11．604　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール色緻　（香川、下川津　M18．5地点）

拭科名　　　　イネ　　　　　キピ族　　　ヨシ属　　　タケ重科　　　ウシクサ族
l（0．satl．）　（Panl．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

0　　　　　　　0　　　12．609

0　　　　　　　0　　　14．953

0　　　　1，652　　　21，476

試料l o c当りプラント・オパール■■　（香川、下川津　LM18．5地点）

賦科名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ1　　　タケ重科　　　ウシクサ族
l（0．5atl．）　（Pani．）　（Phr■g．）　　（Bamb．）　（Andro．）

0　　　　1，332
0

0

0

0

0

0

1，415

0

15，985
21．210

22．334

25．477

8，814

0

0

0

1．415

0

賦料1cc当りプラント・オパール■緻　（香川、下川韓　LM17．5地点）

拭科名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ几　　　タケ蓋科　　　ウシクサ族
l（0．satl．）　（PAnl．）　（Phrag．）　　（Blnb．）　（Andro．）

2

3－1

3－2

4－1

4－2

5

I　　4，323

I O

l　　　　　　0

1　4，117

1　1，441

1　1．419

0　　　　　　　　0　　　18．733

0　　　　　　　　0　　　　6．920
0　　　　　　　　0　　　　　6．973

0　　　　　　　0　　　16，468

0　　　　　　　　0　　　　21，619
0　　　　1．419　　　15．609

0

0

0

1，372

0

0

試料1cc当りプラント・オパール個緻　（割り、下川漉　し17．5地点）

拭科名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ虞　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．satl．）　　くPani．）　（Phrig．）　　（Blmb．）　　くAndro．）

3　　　1　2．751

4　　　I　　5．425

5　　　I O

6－1　1　　　　　0

6－2　　I O

7　　　1　　　　　0

8　　　1　　4．223

0

0

0

0

0　　　　　1

0

0

0

0

0

0

433

0

0

19．257　　　　　　　　0
17，632　　　　1，356

5，606　　　　1．401

6．690　　　　　　　　0
15．768　　　　　　　　0

5．258　　　　　　　0
15．483　　　　1．408

試料1cc当りプラント・オパール■■　（創り、下川■　KL17．5地点）

賦料名　　　　イネ　　　　キピ厳　　　ヨシ属　　　タケ蓋料　　　ウシクサ族
I（0．5ati．）　（Panl．）　（Phr■■．）　　（Blmも．）　　くAndr0．）

5

6

7

8

9

1　2，873

I O

1　　　　　0

1　　　　　0

1　　　　　0

0

0

0

0

0

0

0

1．430

0

0

68，958　　　　1，437

18．394

12．873

6．226

0

0

0

0

0

賦料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川＊　MN17地点）

脚名l。。悪1．，。霊だ，。P鑑雷）霊慧）霊霊升
1．262

0

0

0

1．389

0

17，675　　　　1．262

23．606　　　　4，166

20，576　　　　　　　0

試料l o o当りプラント・オパール個数　（香川、下川漉　MlT地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ旗　　　ヨシよ　　　タケ産科　　　ウシクサ族
l（0．3■tl．）　（Panl．）　　くPhr■g．）　　（B■mb．）　（Andro．）

1　　114．499

2－1　1　20，575

2－2　1　4．098

2－3　1　1．361

3　　　I l．426

4　　　I　　4，078

5　　　　1　　　　　0

6　　　1　　　　　0

0　　　　1．318　　　　32．951　　　1．318

0　　　　1．286　　　　27．005　　　　　　　0
0　　　　　　　　0　　　12，293　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　16．329　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　　9，984　　　　　　　　0
0　　　　　　　0　　　14．965　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　16．657　　　　　　　　0
0　　　　　　　　　0　　　　12．385　　　　　　　　　0

試料100当りプラント・オパール■欺　く香川、下川事　L18地点）

拭科名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ几　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
】（0．satl．）　（Panl．）　（Phrag．）　（Bamb．）　（Andro．）

1　　1　33，571

2　　　116，379

3－1　1　23，946

3－2　i lG，236

3－3　I l，425

4－1　1　1．354

4－2　　1　　　　　0

5　　　1　1，734

6　　　1　　　　　0

7　　　1　　　　　0

8－1　1　2，689

8－2　I　　2．796

9－1　1　1，426

9－2　1　　　　　0

10　　1　2．929

11　　1　　　　0

12　　I o

0　　　　　　　　　0

0　　　　1．170

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　1，344

0　　　　1，398

0　　　　　　　　0

0　　　　1．389

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

41．964

31．586
23，946

28．044
7，125

23，016

5，144
17．341

11，176
16．278

9，410

33．552

37．044
23．618

24．895

14．391
1．545

1

2

0

0

596

0

850

0

0

0

0

0

0

0

425

0

0

0

0

試料1co当りプラント・オパール■■　（書仙下川躊　KLlO地点）

柵名　目。．霊ti．，。孟譜）。。言霊，㌔怨禦，霊盈禁
3　　　1　8，299

4　　1　5，702

5－1　1　2，959

5－2　1　1．356

6－1　I　　2．868

6－2　I　　8，365

7－1　I l，394

7－2　1　2．730

8　　　1　5，528

9　　　I o

－459－

0　　　1，383　　　20，746　　　1．383

0　　　　　　　0　　　　8，553　　　　　　　0
0　　　1．480　　　14，796　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　10．845　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　14，338　　　　　　　0
0　　　　2，708　　　20，912　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　20．907　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　21，842　　　　　　　0
0　　　　　　　0　　　46，985　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　60．856　　　　　　　　0



試料1c c当りプラント・オパール傭欺　　く香川、下川韓　MN17．5地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キピ族　　　　ヨシ■　　　タケ亜科　　　ウシクサ旗
l（0．satl．）　（P■ni．）　　くPhraq．）　　（BAmb．）　（Andro．）

4－1　119，534

4－2　I　13，628

4－3　113．027

5－1　1　　　　　0

5－2　1　1，537

6　　　1　　　　　0

0　　　　1，503

0　　　　1，363
0

0

0

0

0

0

1，537

0

31，556

16，353　　　　1

24，751
3，008

15，371
8．466　　　　　1

0

363

0

0

0

693

試料1c c当りプラント・オパール■敵　（香川、下川津　川17．5地点）

拭科名　　　　イネ　　　　　キビ旗　　　ヨシ弟　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sltl．）　（Panl．）　（Phrlg．）　　（8■mb．）　（Ahdro．）

5

6－1

6－2

6－3

7

0

0

1，329

1．446

0

0

0

0

0

0

0　　　　4．272　　　　1，424

0　　　　8．470　　　　　　　0

0　　　14．623　　　　　　　0
0　　　13．014　　　　　　　　0

0　　　18．266　　　　3．044

賦料loo当りプラント・オパール個数　（香川、下川漉　し18．5地点）

帥名　目。霊ti．，。孟浩。言霊）霊想，霊急禁
5－1　I

5－2　　I　　1

6－1　1

6－2　　I

6－3　　1

7　　　　I

8　　　　1

0

424

0

0

0

0

0

0

0

0　　　　　1

0

0

0

0

0

0

387

0

0

0

0

13．292

15，665
13．867

19，353　　　　1
27．629

14．148
4．609

0

0

0

382

0

0

0

試料1cc当りプラント・オパール個戴　く香川、下川津　KL18．5地点）

試料名　　　　イネ　　　　キピ族　　　ヨシよ　　タケ重科　　ウシクサ族
l（0．5atl．）　（P■ni．）　くPhr叩．）　（Blmb．）　（Andre．）

6　　　1　　　　　0

7　　　1　　　　　0

8　　　i l，605

9　　　i o

lO l　　　　　　0

11－11　2．894

11－2　1　1．360

12　　1　　　　　0

13　　　1　　　　　0

14　　1　　　　　0

0　　　　　　　0　　　16．006　　　　1，334
0　　　　　　　　0　　　　　7．129　　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　20．863　　　　　　　0

0　　　　1，461　　17，527　　　　1．461
0　　　　　　　0　　　35，844　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　21．705　　　　　　　0

0　　　1．360　　　17，683　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　21，073　　　　　　　0

0　　　　2，807　　　16．840　　　　1．403
0　　　　　1．618　　　　17．795　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール偉緻　（香川、下川津　K18．5地点）

賦科名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ■　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
t　くO．S＆ti．）　　くPAnl．）　（Phrag．）　　（Banlb．）　（Andro．）

0　　　10，125

0　　　　4．896
0　　　　9．469

拭料1c o当りプラント・オパール個■　（香川、下川津　M18地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キピ族　　　ヨシ属　　　タケ蓋科　　　ウシクサ族
l（0．satl．）　（Panl．）　（Phrag．）　（B＆mb．）　くAndro．）

1　　113．202　　　　1．320

2　　　1　9．265　　　　1，324

3　　　1　9，672　　　　　　　0

4　　　　1　　　　　0　　　　　　　　0

5　　　1　　　　　0　　　　　　　　0

6－1　　1　　　　　　0　　　　　　　　　0

6－2　　1　　　　　0　　　　　　　　0

2．640

1，324

0

0

0

1．426

0

18．483　　　　1．320
31．766　　　　2，647

41，452　　　　4．145

38，798　　　　　　　　0
18，417　　　　4．093
22．820　　　　　　　　0

17．577　　　　　2．704

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川韓　LH18地点）

賦料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ1　　　タケ重科　　　ウシクサ旗
l（0．sati．）　（Pani．）　（Phr■g．）　　（Bllub．）　（Andro．）

7

8

9

10

11

12

1　　　　　0

1　　　　　0

1　　　　　0

1　2．909

1　1．602

1　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0

0　　　　2．909

0　　　　1．602

0　　　　　　　　　0

6，686

9．093

12．767
21，820

28．838
12．284

0

0

0

0

0

0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　MN17地点）

拭科名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

1，262

0

0

0

1，389

0

17，675　　　　1，262
23．606　　　　　4，166

20．576　　　　　　　　0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　M17地点）

試科名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

1　　114，499

2－1　I　20，575

2－2　1　4，098

2－3　i l，361

3　　　1　1，426

4　　　1　4，078

5　　　I o

6　　　1　　　　　0

0　　　　1，318　　　32，951　　　1，318
0　　　　1，286　　　　27，005　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　12，293　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　16．329　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　9，984　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　14，955　　　　　　　0
0　　　　　　　　0　　　16，657　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　12．385　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　LM17地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
I（0．satl．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

8

9－1

9－2

10

11

0

0

0

0

0

2，828　　　　33，937

1，341　　　37，555

0　　　　23，643

0　　　　24，788

0　　　　　5，872

1，414

4，024

0

1，549

0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　L17地点）

試科名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
I（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro，）

1　　111．865

2　　　1　25，860

3　　　1　8，402

4－1　1　1，605

4－2　1　1．470

5　　　1　　　　　0

6－1　I l，356

6－2　　1　　　　　0

7　　　1　　　　　0

8－1　1　1，340

8－2　1　5，783

9　　　1　3，195

10　　I　　2，146

11　　1　　　　　0

12　　I　　4，527

0　　　　1，483　　　　34，111　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　40，832　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　30，807　　　　　　　　0

0　　　　1．605　　　16，050　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　　5，881　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　・12，120　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　　9，493　　　　　　　　0

0　　　　1，379　　　　28，955　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　33，596　　　　　　　　0

0　　　　1，340　　　　37，513　　　　　　　　0

0　　　　1，157　　　　32，386　　　　1，157

0　　　　1，065　　　　24，498　　　　1．065

0　　　　1，073　　　　40，776　　　　　　　　0

0　　　　1，350　　　　52，659　　　　　　　　0

0　　　　　1．132　　　　56．584　　　　　　　　　0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　MN16．5地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

5－1　1　　　　　0

5－2　1　1，636

6　　　1　1，360
7　　　1　1，353

0　　　　　　　　0　　　　22，639

0　　　　1，636　　　　　9，818

0　　　　　　　　0　　　13，605
0　　　　1，353　　　　20，292

0

0

0

0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　M16．5地点）

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
［（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

5

6

7

8

9

1　1．654

1　　　　　0

I O

1　　　　　0

1　1，575

0

0

0

0

0

0　　　　33，085　　　　1，654

0　　　　27，063　　　　1，504

0　　　　23．926　　　　1，495

0　　　　23，730　　　　1，582

0　　　　33，068　　　　1，575

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　LM16・5地点）

試料名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro・）

7　　　　I O

8　　　1　　　　　0

9　　　　1　　　　　0

10－11　1，137

10－2　1　　　978

11　　1　　　　　0

－460－

0　　　　　　　　0　　　　　6．644

0　　　　　3，268　　　19，608

0　　　　3，377　　　15，759

0　　　　1，137　　　　20，458

0　　　　　　　　0　　　　　8，801

0　　　　　1．398　　　　23．758

0

1，634

3，377

0

0

1，398



試料1cc当りプラント・オパール個敵

拭科名　　　　イネ　　　　キビ族
l（0．sati．）　（Pani．）

（香川、下川津　L16．5地点）

ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

6－1　1

6－2　　1

6－3　　1

6－4　　1

7　　　1

0

0

0

0

0

0　　　1，496　　　　2，992
0

0

0

0

l（0．sati．）　（Pani．）

0

0

0

0

0

4，643

2，870

0

0

0

0

1，435

0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　N16地点）

試科名　　　イネ　　　キビ族　　ヨシ属　　タケ亜科　　ウシクサ族
（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

1　　1　9，718

2　　　1　2，764

3　　　I　　2，795

4　　　115，924

5　　　I o

G　　　1　　　　　0

7　　　1　1．443

8　　　1　　　　　0

0　　　　　　　0　　　20，825　　　　　　　0

0　　　　　　0　　　291026　　　1，382

0　　　1，397　　　20，960　　　　　　　0

0　　　　　　0　　　22●559　　　1，327

0　　　　　　　0　　　　2，828　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　19，731　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　33．181　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　7，915　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　MNlG地点）

試料名　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ属　　タケ亜科　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Pani．） （Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

7　　　1　2，382

8　　　1　1，482

9　　　1　1，434

10　　1　　　　　0

11　　1　　　　　0

12　　1　　　　　0

13　　1　1，317

14　　I l，520

15　　1　　　　　0

16　　I o

17　　1　　　　　0

18　　I o

0　　　　1．191

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　1，395

0　　　　1，353

0　　　　　　　　　0

0　　　　1，520

0　　　　　　　　　0

0　　　　1，542

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数

試科名　　　　イネ　　　　　キビ族
l（0．sati．）　（Pani．）

14，291

19．262

1，434
25，584

27，903

16，237

30，280

15，197
9，609

29，307

30，858
2．873

1，191

0

0

0

0

1，353

1，317

1，520

0

1，542

0

0

（香川、下川津　MlG地点）

ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

1　　1　35，298

2　　　i　20，232

3－1　1　4，654

3－2　1　5，394

313　　1　　　　　0

4　　　1　　　　　0

5　　　1　1，722

6　　　1　1，303

7　　　1　　　　　0

8　　　1　1，379

9　　　1　1，328

10　　I　　6．800

11　　1　　　　　0

12　　1　　　　　0

13　　I o

14　　I o

15　　1　2．582

0　　　　　　　0　　　36，979　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　38，440　　　　　　　0

0　　　　　　0　　　24，820　　　1，551

0　　　　　　0　　　　7，192　　　1，798

0　　　　　　　0　　　　6，0g5　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　7，891　　　　　　0

0　　　　　　0　　12，051　　　　　　0

0　　　　　　0　　　20，852　　　1，303

0　　　　　　0　　　9，181　　1，312

0　　　　　　　0　　　　9，651　　　　　　0

0　　　2・655　　　33，192　　　1，328

0　　　　9、520　　　54，400　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　12，223　　　　　　　0

0　　　1，258　　　16．349　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　56，690　　　　　　　0

0　　　1，315　　　27，613　　　　　　　0

0　　　1，291　　16，780　　　　　　　0

試料1c c当りプラント・オパール個数

試科名　　　　　イネ　　　　　キビ族
l　（0．sati．）　　（Pani．）

（香川、下川津　LM16地点）

ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

8－1　1　1，728

8－2　　1　　　　　0

9　　　　I O

l0－1　I O

l0－2　1　1，322

11　　1　　　　　0

12　　I l．445

13　　1　3，646

14　　　1　　　　　0

15　　1　1，069

16　　　1　　　866

17　　　1　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　34．550　　　　　　　　0
0　　　　　　　　0　　　　31，239　　　　1，420

0　　　　　　　　0　　　15，762　　　　　　　　0

0　　　　1，545　　　　26，264　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　38，331　　　　1，322
0　　　　1，289　　　　　6．444　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　33，232　　　　　　　　0

0　　　　1，215　　　18，232　　　　1．215

0　　　　　　　　0　　　　27，656　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　18，173　　　　1，069
0　　　　　　　　0　　　　　7，792　　　　　　　　0
0　　　　　　　　　0　　　　64．843　　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　LlG地点）

糾名　－。。．盈i．）。孟浩。P言霊票）笠想）霊急禁
1　　1　31，311

2　　　1　　　　　0

3a　　1　1，661

3b－l I l，710

3b－2　1　　　　　0

4－1　1　1，429

4－2　　1　　　　　0

5－1　1　3，323

5－2　　1　　　　　0

6　　　1　　　　　0

7　　　I l，549

8　　　1　　　　　0

9　　　1　　　　　0

10　　　1　　　　　0

11　　1　　　　　0

12　　　】　　　　　0

13　　　1　　　　　0

14　　1　　　　　0

15　　I o

0　　　1，842　　　25，786　　　1，842

0　　　　　　　0‘　　8，744　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　11，630　　　　　　　0

0　　　　1，710　　　11，967　　　　　　　0

0　　　1，948　　　19，476　　　1，948

0　　　　　　　0　　　12，857　　　　　　　0

0　　　　1，502　　　19，526　　　　　　　0

0　　　　3，323　　　39，881　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　33，019　　　　　　　0

0　　　1，279　　　20，468　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　17．040　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　2，535　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　2，456　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　25，735　　　1，287

0　　　　　　　0　　　12，439　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　1，098　　　　　　　0

0　　　　2，740　　　　27，401　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　15，149　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　　　850　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　N15．5地点）

柵名　目。霊ti．，。孟浩。言霊）笠慧）霊窓禁
0

1，373

1，342

0　　　14，014

0　　　　　4，120

0　　　　4，027

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川韓　MN15．5地点）

試製名　目。．霊ti．）。孟票）。P霊票）笠慧）　霊禁
4－1　】　9．953

4－2　1　2，801

5　　　I o

6　　　1　　　　　0

0　　　1，422　　　48，341　　　1．422

0　　　　　　　0　　　18，205　　　　　　　0

0　　　　2，612　　　31，339　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　15，743　　　1．431

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　M15．5地点）

試科名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ属　　タケ亜科　　　ウシクサ族
L（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　（Bamb．）　（Andr。．）

6

7

8

9

10

11

1　1．300

1　　　　　0

I O

l　　4，394

1　3，738

1　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　1，384

0　　　　　　　　　0

0　　　　1，465

0　　　　　3，738

0　　　　　　　　　0

19，505　　　　　　　　0

13，841　　　　　　　0

17，930　　　　1，281

60，052　　　　1，465

36，136　　　　1，246

12．603　　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　LM15．5地点）

帥名　目。．禁i．）。孟票）。P言霊）笠慧）霊急禁
3　　　I l．347

4　　　1　1，345

5　　　1　　　　　0

6　　　1　　　　　0

7　　　1　　　　　0

8　　　1　2，783

9　　　1　2，769

10・　1　1，395

11　　1　　　　　0

12　　　1　　　　　0

0　　　　　　　0　　　30，990　　　　　　　0

0　　　　1，345　　　17，490　　　　　　　0

0　　　1I363　　　19，079　　　1，363

0　　　　　　　0　　　32，258　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　13，997　　　1，166

0　　　　　　　0　　　22，263　　　　　　　0

0　　　　2，769　　　40，147　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　44，654　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　12，486　　　　　　　0

0　　　　1．333　　　　30．650　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　L15．5地点）

柵名　‥。．盈1．）。孟浩。P言霊票）笠慧）霊急禁
4　　　1　1，332

5－1　1　　　　　0

5－2　　1　　　　　0

6　　　1　　　　　0

7　　　1　2，336

8　　　1　7，907

9　　　1　　　　　0

10－1　1　　　　　0

10－2　I o

ll l o

0　　　　　　　0　　　　6，659　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　9，374　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　15，647　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　11，737　　　　　　　0

0　　　　1，168　　　　25，699　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　28，993　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　21，904　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　14，102　　　　　　　0

0　　　11542　　　29，298　　　　3，084

0　　　　1，488　　　14．879　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　NO15地点）

翻名　目。．盈i．）。孟票）。P霊票）笠慧）霊急禁
4　　　1　　　　　0

5－1　I l，418

5－2　　1　　　　　0

6　　　1　　　　　0

－461－

0

0

0

0

0　　　　25，876

0　　　14，182

0　　　　　8，602

0　　　　　6，207

1，362

1，418

0

0



試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　N15地点）

試料名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
1（0．sati．）　（Pani．）　（PhTag．）　　（Bamb．）　（Andro・）

1　　I　23，841

2　　　1　3，061

3　　　112，655

4　　　1　9，225

5　　　　1　　　　　0

6－1　1　　　　　0

6－2　　I O

6－3　　1　　　　　0

6－4　1　1，674

7　　　　1　　　　　0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

試料1c c当りプラント・オパール個緻

試料名　　　　イネ　　　　　キビ族
l　（0．sati．）　　（Pani．）

0　　　　27，509　　　　1，834

0　　　　22，961　　　　　　　0

0　　　　22，498　　　　　　　0

0　　　　32，286　　　　　　　　0

0　　　　7，363　　　　　　　0

0　　　　9，107　　　　　　　0

0　　　13，831　　　　　　　0

0　　　　5，569　　　　　　　　0

0　　　　8，369　　　　　　　　0

0　　　　　4．453　　　　　　　　　0

（香川、下川津　MN15地点）

ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

2－1　1　4．098

2－2　1　1，343

2－3　　1　　　　　0

2－4　　1　　　　　0

2－5　　I O

2－6　　1　　　　　0

3　　　1　　　　　0

4　　　1　1，432

5　　　1　　　　　0

0

0

0

1，297

3，120

1，291

1，430

1，432

1．435

試料1c c当りプラント・オパール個数

試料名　　　　　イネ　　　　　キビ族
l　（0．sati．）　　（Pani．）

0　　　　36，881　　　　4，098

0　　　　25，524　　　　　　　　0

0　　　15，268　　　　1，388

0　　　19，462　　　　　　　0

1，560　　　31，196　　　　　　　0

0　　　16，784　　　　　　　　0

0　　　17，155　　　　　　　　0

0　　　　30．073　　　　　　　0

0　　　12．914　　　　　　　　0

（香川、下川津　M15地点）

ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
（Phrag．）　　（Bamb．）　　（Andro．）

1　　I　41，

2－1　I　18．

2－2　1　9．

2－3　I l，

3－1　1

3－2　I　　2．

4－1　1

4－2　　I

4－3　　I l．

693

635

483

441

0

803

0

0

573

0　　　　　3，626　　　　50，757　　　　　　　　0

0　　　　　3，106　　　　23，293　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　26，869　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　25，935　　　　1，441

0　　　　　　　　0　　　18，081　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　19，618　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0　　　　　　　　　0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　3，037　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0　　　　　6．293　　　　　　　　　0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　LM15地点）

拭科名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
1（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

4－1　1　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　14，936

4－2　I O l，416　　　　　　　0　　　　7，081

4－3　1　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　39，350

4－4　1　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　17，887

4－5　1　　　　0　　　1，392　　　　　　　0　　　20．878

5　　　1　　　　0　　　1，366　　　　　　　0　　　25，953

6　　　1　1，398　　　　　　　0　　　1，398　　　19，567

7　　　1　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　18，812

8　　　1　　　　　0　　　　　　　　0　　　　　　　　0　　　　6．245

試料1c c当りプラント・オパール個数

試料名　　　　　イネ　　　　　キビ族
l　（0．sati．）　　（Pani．）

（香川、下川津　L15地点）

ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
（Phrag．）　　（Bamb．）　　（Andro．）

1－1　I　　2，699

1－2　1　4，042

2　　　1　2，556

3　　　　1　　　　　0

4－1　1　1．638

4－2　1　1，272

5　　　1　2，891

6　　　　1　　　　　0

7　　　　1　　　　　　0

8　　　1　　　　　0

9　　　1　2，796

10　　1　1，207

11　1　1，109

12－1　1　　　　　0

12－2　1　　　　　0

13　　　I O

試料1c c当りプラント・オパール個数

試料名　　　　　イネ　　　　　　キビ族
l　（0．sati．）　　（Pani．）

0　　　16．197　　　　　　　　0

0　　　　　9，431　　　　　　　0

1，278　　　14，059　　　　　　　　0

0　　　　1，145　　　　　　　　0

0　　　　　7，370　　　　　　　　0

0　　　　19，086　　　　　　　　0

1，446　　　　23，130　　　　　　　　0

0　　　　　9，355　　　　　　　　0

0　　　　　6，484　　　　　　　　0

0　　　18，720　　　　　　　　0

0　　　12，582　　　　　　　　0

0　　　　36，196　　　　1，207

2，218　　　　35，490　　　　　　　　0

0　　　　　9，686　　　　　　　　0

0　　　11，222　　　　　　　　0

0　　　　　　4．284　　　　　　　　　0

（香川、下川津　Nd14．5地点）

ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

6

7

8

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0　　　　23，338　　　　　2，746
0　　　19，258

0　　　　　7，608

0　　　　　　　　　0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　N14．5地点）

帥名　目。霊ti．）。孟ご禁）。P霊芝）笠想）霊盈禁
5

6

7

8

1　　　　　0

I O

1　　　　　0

1　1．424

0　　　　　　　　0　　　17．874

0　　　　　　　　0　　　14，360

0　　　　　　　　0　　　14，875

0　　　　1，424　　　　31，333

0

2，872

1，240

0

試料1c c当りプラント・オパール錮緻　（香川、下川津　MN14．5地点）

拭科名　　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシよ　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
I（0．satl．）　（PAnl．）　（Phrag．）　　（Banb．）　（Andro．）

5　　　　1　　　　　0

6－1　I O

6－2　　1　　　　　0

7　　　1　　　　　0

8　　　1　　　　　0

9－l I O

9－2　　1　1．454

0　　　　1．346　　　17，501　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　13．152　　　　　　　0

0　　　　1，563　　　　32．818　　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　25，661　　　1．509

0　　　　　　　0　　　17，135　　　　1．428
0　　　　　　　　0　　　19．400　　　　1，492
0　　　　　　　　　0　　　　14．539　　　　　　　　　0

試料1c c当りプラント・オパール個緻　（香川、下川津　川14．5地点）

試料名　　　　　イネ　　　　　キピ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

4　　　1　1，463

5　　　1　　　　　0

6－1　1　　　　　0

6－2　　1　　　　　0

7　　　　1　　　　　0

0

0

0

0

0

0　　　　　5，851

0　　　　　7，913

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　5，634

試料1cc当’りプラント・オパール個緻　（香川、下川津　LM14．5地点）

試料名　　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
1（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（ArLdro．）

4　　　I　　2．958

5　　　　1　　　　　0

6－1　1　　　　　0

6－2　　1　　　　　0

0　　　　1，479　　　19，224

0　　　　　2，856　　　　22，845

0　　　　　　　　　0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0　　　　　　　　　0

0

0

0

0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　L14．5地点）

拭科名　　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
I（0．satl．）　（Panl．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

4－1　1　1，396

4－2　1　1，567

5　　　1　　　　　0

6　　　　1　　　　　0

7－1　1　　　　　0

7－2　　1　　　　　0

8　　　　1　　　　　0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

25，136

14，103

5，644

16．300

0

1，567

0

1，358

1．371

2，637

0

試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　N14地点）

試科名　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．satl．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

1　　119，

2　　　111，

3　　　1　22．

4　　　　1

5　　　　1

6　　　1　1，

7－1　1

7－2　1　1，

8　　　1

9　　　I

106

266

032

0

0

295

0

272

0

0

0　　　　1，194　　　　27，465　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　22，531　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　20，563　　　　　2，938

0　　　　　　　　0　　　10，066　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　　6，005　　　　1，201

0　　　　　　　　0　　　15，540　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　13，343　　　　　　　　0

0　　　　1，272　　　13，997　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　37，361　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0　　　　　4．880　　　　　　　　　0

試料1c c当りプラント・オパール個敵　（香川、下川津　MN14地点）

試料名　　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
［（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（Andro．）

3　　　　1

4－1　1

4－2　　I

5　　　1

6　　　1

－462－

0

0

0

0

0

0　　　　1，287

0　　　　1，432

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

19，298

30，074

19，344

34，511

27，596

0

1，432

2．579

0

3，066



試料1c c当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　M14地点）

試科名　　　　　イネ　　　　　キビ族　　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0．sati．）　（Pani．）　（Phrag．）　　（Bamb．）　（ATLdro．）

1　　1　52，041

2　　　I l9．513

3　　　1　45，478

4　　　1　35，441

5　　　113．382

6　　　1　1，389

7　　　　1　　　　　0

8　　　i l，066

9　　　1　　　　　0

10　　　1　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　48，452　　　　1，795

0　　　　　3，252　　　　30．896　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　27．563　　　　1，378

0　　　　　　　　0　　　16，950　　　　1，541

0　　　　　　　　0　　　　29，738　　　　1，487

0　　　　　　　　0　　　11，109　　　　　　　　0

0　　　　2，286　　　　6．858　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　1，066　　　　1，066

0　　　　　　　　0　　　　　2．311　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0　　　　　6．039　　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　LM14地点）

紳名　目。霊ti．）。£禁）。。霊票，笠慧）霊急誓
1　　1　22，

2　　　1　4，

3－1　I　　5，

3－2　　I

4－1　　1

4－2　　I

367　　　　1，316

181　　　　　　　　0

035　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0

5　　　1　1，461　　　　　　　0

6　　　1　3，261　　　　　　　0

1．316

1，394

1，259

0

0

1，465

1，461

0

24，998

22，300

16，364

4，183

4．224

14，652

8，769

6．522

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川洩　L14地点）

試科名　　　　イネ　　　　キビ族　　　ヨシ属　　　タケ亜科　　　ウシクサ族
l（0・Satl．）　（Pani．）　（Phrag．）　（Bamb．）　（Andr。．）

1　　I　50，081

2　　　1　2，749

3－1　1　5，172

3－2　　I o

4　　　1　1，298

5　　　1　2，510

6　　　I o

7　　　1　　　　　0

0　　　15，176

0　　　16，492

862　　　12，929

0　　　　7，429

0　　　　2，596

0　　　　　2，510

0　　　　4，303

0　　　　　　　　　0

試料1cc当りプラント・オパール個数　（香川、下川津　KL14地点）

柵名　目。霊ti．）。豊浩。言霊）笠慧）霊急誓
4－1　1

4－2　　i

5　　　　1

6　　　　1

7　　　　1

8　　　　1

9　　　　I

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0　　　12，014　　　　　　　　0

0　　　16，843　　　　　　　　0

0　　　19，704　　　　　　　　0

0　　　　6，501　　　　　　　0

0　　　　9，99g　　　　　　　　0

0　　　12，341　　　1．371

0　　　　　2．842　　　　　　　　0

試料1cc当。プラント・オパ1レ個数（香川、下川津　K14地点）

鮒名　‥。．霊ti．）。孟票）。P言霊）笠想）霊急誓
1－1　1　23，149

1－2　113．641

2－1　I　31，583

2－2　1　8，849

3　　　1　3，547

4－l I o

4－2　1　3，293

5－1　1　5．129

5－2　　1　　　　　0

5－3　1　1，453

6　　　1　1，127

7　　　1　　　　　0

8－1　1　1，188

8－2　　1　　　　　0

9　　　1　4，549

10－11　5，813

10－2　1　4，315

11　1　3，679

12　　1　　　　　0

13　　1　　　　　0

14　　1　　　　　0

0　　　　1，362　　　　8，170　　　　　　　0

0　　　　1，240　　　　9，921　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　8．239　　　　2，746

0　　　　　　　0　　　　2，528　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　13，006　　　1，182

0　　　　1．606　　　28．912　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　20，859　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　10，257　　　1．026

0　　　　2，537　　　10，149　　　1，269

0　　　　4，358　　　29，057　　　1．453

0　　　　　　　0　　　　39，453　　　　　　　0

0　　　　1，218　　　28，014　　　　　　　0

0　　　　2，375　　　17，814　　　　　　　0

0　　　　1，319　　　11．875　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　21，609　　　1，137

0　　　　　　　0　　　15，113　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　7，551　　　　　　　0

0　　　　2I453　　　44，152　　　　2，453

0　　　　2，046　　　　7，162　　　　2，046

0　　　　　　　0　　　　1．022　　　　　　　0

0　　　　　　　0　　　　2．655　　　　　　　0
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報告3　昭和63年度調査の分析委託結果

古環境研究所

1．はじめに

この調査は，プラント・オパール分析を用いて，下川津遺跡における稲作跡の探査を試みたものであ

る。以下に調査結果を報告する。

2．試料

調査地点は，第1低地帯流路2，第1低地帯流路1，第3低地帯，第1低地帯流路5－1，第1低地

帯流路5－2，第2低地帯の6地点である。このうち，第3低地帯地点の10層上面では奈良時代とされ

る畦畔状遺構が，同地点の14層上面および第2低地帯地点の11層上面では弥生時代後期とされる畦畔状

遺構が検出されていた。

試料は，土層壁面において各層ごとに5～10cm間隔で採取された。試料数は計87点である。

3．分析法

プラント・オパールの抽出と定量は，「プラント・オパーノレ定量分析法（藤原，1976）」をもとに，次

の手順で行った。

（1）試料土の絶乾（1050C・24時間），仮比重測定

（2）試料土約1gを秤量，ガラスビーズ添加（直径約40！Jm，約0．02g）

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量

（3）電気炉灰化法による脱有機物処理

（4）超音波による分散（150W・26KHz・15分間）

（5）沈底法による微粒子（20〟m以下）除去，乾燥

（6）封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成

（7）検鏡・計数

同定は，機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール（以下，プラント・オパールと略す）をおも

な対象とし，400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は，ガラスビーズ個数が300以上になるまで行った。

これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に，計数された

プラント・オパールとガラスビーズ個数の比率をかけて，試料1g中のプラント・オパール個数を求め

た。また，この値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重，単位：

10‾5g）をかけて，単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。

換算係数は，イネは赤米，ヨシ属はヨシ，タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は，それぞれ2．94（種

実重は1．03），6．31，0．48である（杉山・藤原，1987）。

4．分析結果

プラント・オパール分析の結果を表3，表4および図2に示す。なお，稲作跡の探査が主目的である

ため，同定および定量は，イネ，ヨシ属，タケ亜科，ウシクサ族（ススキやチガヤなどが含まれる），キ

ビ族（ヒ工などが含まれる）の主要な5分類群に限定した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

5．考察

（1）稲作の可能性について
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水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合，通常，イネのプラント・オパールが試料1gあたりおよ

そ5，000個以上と比較的高い密度で検出された場合に，そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断し

ている。また，その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば，上層から後代のものが混入

した危険性は考えにくくなり，その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。なお，プ

ラント・オパール密度が低い場合でも，耕作期間が短かったことや稲わらが水田外に持ち出されたこと

などの原因が考えられることから稲作の可能性は一概に否定できないが，上層もしくは他所からの混入

の危険性も考えられる。以上の判断基準にもとづいて検討を行い，稲作の可能性を○，△，×の3段階に

区分して表2に示した。

以上のように，畦畔が検出された各層ではいずれもイネのプラント・オパールが検出され，稲作の可

能性が認められた。また，第3低地帯地点の結果などから，同調査区では少なくとも弥生時代前期には

稲作が開始され，その後も比較的最近までほぼ継続して行われたものと推定される。

（2）稲籾の生産量の推定

稲作の可能性が認められた各層について，そこで生産された稲籾の総量を推定した（表4参照）。また，

当時の稲籾の年間生産量を面積10aあたり100kgとし，稲わらがすべて水田内に還元されたと仮定して，

各層で稲作が営まれた時期（延べ）を推定した。これらの結果をまとめて表1に示す。なお，ここで対

象としたのは土層の堆積時期がある程度判明している第3低地帯，第2低地帯地点のおもな層位である。

表1稲根生産総量および稲作期間の推定値

地点　層位　菩繋票　撃許　備　　考
第3低地帯

第2低地帯

10

11

12

13

14

15

11

12

13

14

2．9

0．7

1．8

2．4

3．2

3．8

0．8

1．3

2．4

1．2

29 畦畔検出（奈良時代）
7

18

24

32　　　畦畔検出（弥生後期）
38

8

13

24

12

弥生前期
畦畔検出（弥生後期）

以上のように，弥生時代後期以前とされる土層で稲作が行われた期間はおよそ50～60年間，弥生時代

後期～奈良時代とされる土層で稲作が行われた期間はおよそ80年間と推定された。
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表2　各地点，各層位における稲作の可能性

く記号説明〉

○印・・・稲作の可能性が高い

△印　・・・　稲作の可能性は認められるが，上層や他所からの混入の危険性もある

×印　・・・　稲作の可能性は認められない

1　第1低地帯流路2　　　　　　2　第1低地帯流路1　　　　　　3　第3低地帯

層位　可能性　　備　　　考　　層位　可能性　　備　　　考　　層位　可能性　　備　　　考

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

〇

〇

〇

〇

△

△

△

×

△

△

○

△

△

7上部　　　×

7下部　　　△

2

5

6

7

8

9

10

11

12

△

△

△

○

△

○

△

△

△

畦畔，奈良時代

13　　　△

14　　△　　畦畔，弥生後期

15　　0　　弥生前期

4　第1低地帯流路5－1　　　　5　第1低地帯流路5－2　　　　6　第2低地帯　　　　一

層位　可能性　　備　　　考　　層位　可能性　　備　　　考　　層位　可能性　　備　　　考
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

○

△

△

○

×

△

△

△

×

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

○

○

△

△

△

△

○

△

△

△

△

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

△

△

○

○

△

△

△　　畦畔，弥生後期

△

△

△

×



表3　試料1gあたりのプラント・オパール個数

香川、下川津遺跡

第1低地帯流路2

試料名　I　　　イネ　　　　　ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族

10－1　1

10－2　1

11－l I

l1－2　I

12－1　1

12－2　1

12－3　1

12－4　1

13－1　1

13－2　1

13－3　I

13－4　1

14　　　1

15　　　1

16－1　I

l6－2　1

16－3　1

17　　　1

18－1　1

18－2　1

18－3　1

19－1　1

19－2　1

20－1　1

20－2　1

21－1　1

21－2　I

21－3　1

21－4　1

22－1　1

22－2　1

22－3　1

22－4　1

22－5　1

5，000

8，700

6，700

2，800

2，800

1，900

4，900

2，900

2，800

4，000

2．700

0

0

0

0

0

0

0

2，900

3，800

2，900　　　　1，900

2，900　　　　　　900

2，900　　　　　　900

900　　　　　　　900

0

0

0

1，900

1，800

0

4，

90

90

90

0

0

0

0

0

0

0

0

1，900

1，800

0

0

0

0

0

0

0

900

0

800

1，000

900

1

1

4

2

900

900

900

900

900

900

900

900

第1低地帯流路1

試科名　l　　　イネ　　　　　ヨシ属

3

3

1

3

2

2

3

3

3

4

1

2

3

1

1

1

1

1

1

1

1

2

3

3

1

1

2

3

2

2

1

2

5，

2，

8，

2，

5，

7，

1，

1，

8，

1，

2，

2，

2，

0，

6，

5，

8，

5．

3，

3，

3，

0，

2，

8，

0，

0，

1，

3，

9．

0，

7，

9，

7．

3，

000

800

200

600

100

900

400

100

000

800

000

700

800

700

500

400

400

600

800

600

600

100

200

200

800

400

400

300

300

800

900

600

900

500

タケ亜科

0

1，900

900

900

0

0

0

0

0

0

1．800

0

0

1，900

0

0

0

0

0

0

0

0

0

800

0

0

900

900

1，900

2，900

0

0

0

900

ウシクサ族

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7－1　I

7－2　　1

7－3　　1

7－4　　1

7－5　　1

7－6　　1

7－7　　1

7－8　　1

0

0

0

0

1，900

3，000

1，900

0

900

900

900

3．000

800　　　　　　　　800

1，900　　　　　　900

19，000

23，500

27，000

21，600

26，000

30，300

32，100

34．800
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0

0

0

0

900

1，000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



第3低地帯

試科名　I ヨシ属 タケ亜科 ウシクサ族

3

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1，

1，

4，

3，

3，

1，

800

700

900

800

500

900

900

900

1，900

2，900

2，800

3．700

900

800

0

0

800

0

3．900

4，600

1，900

1，800

900

第1低地帯流路5－1

試科名　l　　　イネ　　　　　ヨシ属

19，800

21，800

16，400

40．900

27，800

39．000

40．700

33，800

41，200

45，700

53．500

42，100

タケ亜科 ウシクサ族

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5　　　　1

6　　　　1

7　　　　1

8－1　1

8－2　　1

9　　　　1

10　　　1

11　　1

12　　　1

13－1　1

13－2　1

4，900

900

900

3，900

1，800

0

0

0

900

0

0

800　　　　　　　800

800

1，900

0

0

第1低地帯流路5－2

試科名　l　　イネ

38，200

46，500

28，700

42，000

15，100

16，900

28，600

27，700

43，900

32，700

38．000

タケ亜科

900

900

2，700

0

900

900

1，700

800

1，900

900

0

ウシクサ族

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

I G，800

1　8，100

1　3，600

1　3，800

1　2．600

1　2．000

1　4，700

1　1，600

1　2．900

I l，800

1　　　900

第2低地帯

試科名　l

900

0

0

900

800

0

0

0

900

0

900

ヨシ属

34，200

48．700

17，400

32．500

33．500

19，500

22，900

23，500

39，800

28，300

31．200

タケ亜科

0

1，800

900

1，900

1，700

0

0

0

1，900

0

0

ウシクサ族

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

キビ族

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

I

l

l

l

l

I

l

l

I

I

I

900

2，100

3，700

7，100

2，800

1，900

900

1，800

1，800

2，800

0

0

2，100

900

1，000

0

0

900

1，800

1，800

0

0

23．500

34，700

32，000

51，000

29，200

15．200

47，400

38，300

31，000

29，900

40．000
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0

1，000

0

1．000

900

0

900

0

900

2．800

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



表4　イネの推定生産量

香川、下川津遺跡

第1低地帯流路2

試料名　　　深さ
cm

眉厚
cm

P．0．数
個／g

仮比重　　　P．0．数　　稲わら重　　　稲籾重
個／cc t／10a．cm t／10a．cm

10

10

11

11

12

12

12

12

13

13

13

13

14

15

16

16

16

17

18

18

18

19

19

20

20

21

21

21

21

22

22

22

22

22

ー1

－2

－1

－2

－1

－2

－3

－4

－1

－2

－3

－4

－1

－2

－3

－1

－2

－3

－1

－2

－1

－2

－1

－2

－3

－4

－1

－2

－3

－4

－5

9

17

24

29

34

40

45

50

55

60

64

68

72

77

83

88

93

98

105

110

115

120

124

127

133

138

144

150

156

161

166

171

176

181

第1低地帯流路1

試科名　　　深さ
cm

8

7

5

5

6

5

5

5

5

4

4

4

5

6

5

5

5

7

5

5

5

4

3

6

5

6

6

6

5

5

5

5

5

5，000

8，700

6，700

2．800

2，800

1，900

4，900

2，900

2，800

4，000

2，700

2．900

2，900

2，900

900

900

900

0

0

0

1，900

1，800

0

4．400

0

0

900

900

900

0

0

1，900

1．800

0

P．0．数
個／g

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．

1．

1．

1．

1．

1．

1．

1．

1．

1．

1．

1．

1．

1．

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

00

1．00

1．00

1．00

仮比重

5，000

8，700

6．700

2．800

2，800

1，900

4，900

2，900

2，800

4，000

2，700

2，900

2，900

2，900

900

900

900

0

0

0

1，900

1，800

0

4，400

0

0

9do

900

900

0

0

1，900

1，800

0

0．96

1．66

1．28

0．53

0．53

0．36

0．94

0．55

0．53

0．76

0．52

0．55

0．55

0．55

0．17

0．17

0．17

0．00

0．00

0．00

0．36

0．34

0．00

0．84

0．00

0．00

0．17

0．17

0．17

0．00

0．00

0．36

0．34

0．00

0．52

0．90

0．69

0．29

0．29

0．20

0．50

0．30

0．29

0．41

0．28

0．30

0．30

0．30

0．09

0．09

0．09

0．00

0．00

0．00

0．20

0．19

0．00

0．45

0．00

0．00

0．09

0．09

0．09

0．00

0．00

0．20

0．19

0．00

4．12

6．27

3．45

1．44

1．73

0．98

2．52

1．49

1．44

1．65

1．11

1．19

1．49

1．79

0．46

0．46

0．46

0．00

0．00

0．00

0．98

0．74

0．00

2．72

0．00

0．00

0．56

0．56

0．46

0．00

0．00

0．98

0．93

稲わら重　　　稲籾重　　　稲籾総量
t／10a．cm t／10a．cm t／10a

7－1

7－2

7－3

7－4

7－5

7－6

7－7

7－8

15

21

26

32

37

43

48

54

6

5

6

5

6

5

6

0

0

0

0

1，900

3．000

800

1．900

1

1

1

1

1

1

1

1

00

00

00

00

00

00

00

－469－

0

0

0

0

1，900

3，000

800

1．900

0．00

0．00

0．00

0．00

0．36

0．57

0．15

0．36

0．00　　　　　　0．00

0．00　　　　　　0．00

0．00　　　　　　0．00

0．00　　　　　　0．00

0．20　　　　　1．17

0．31　　　　　1．55

0．08　　　　　　0．49

0．20



第3低地帯

試科名 深さ　　眉厚
Cm Cm

P．0．数　　　仮比重　　P．0．数
個／g　　　　　　　　　　個／cc

稲わら重　　　稲籾重　　稲籾総量
t／10a．cm t／10a．cm t／10a

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

17

36

42

75

93

101

108

115

130

137

146

154

165

19

6

33

18

8

7

7

15

7

9

8

11

第1低地帯流路5－1

試科名　　　深さ　　眉厚
Cm Cm

1，800　　　1．00　　　1，800　　　　　0．34

1，700　　　1．00　　　1，700

900　　　　1．00　　　　　　900

4，800　　　1．00　　　　4，800

3，500　　　1．00　　　　3，500

3．900　　　　1．00　　　　3．900

1，900

900

1

2

2

3

900

900

800

700

P．0．数
個／g

1．00

1．00

1．00

1．00

仮比重

1，900

900

1

2

2

3

900

900

800

700

0．32

0．17

0．92

0．67

0．74

0．36

0．17

0．36

0．55

0．53

0．71

0．19　　　　　3．52

0．18　　　　　　5．78

0．09　　　　　1．67

0．49　　　　　　3．96

0．36　　　　　　2．52

0．40　　　　　2．81

0．20　　　　　2．94

0．09　　　　　　0．65

0．20　　　　　1．76

0．30　　　　　　2．39

0．29　　　　　　3．17

0．38

P．0．数　　　稲わら重　　　稲籾重
個／cc t／10a．cm t／10a．cm

5

6

7

8－

8－

9

10

11

12

13

13

1

2

－1

－2

12

20

35

45

57

69

80

89

95

102

112

1

1

1

1

1

18

5

0

2

2

1

9

6

7

0

第1低地帯流路5－2

学科名　　深さ　層厚
Cm Cm

4，900

900

900

3，900

1，800

0

800

800

1，900

0

0

P．0．数
個／g

1

1

1

1

1

1

1

00

00

00

00

00

00

00

1．00

1．00

1．00

1．00

仮比重

4，900

900

900

3，900

1，800

0．94

0．17

0．17

0．74

0．34

0．00

0．15

0．15

0．36

0．00

0．00

0．50

0．09

0．09

0．40

0．19

0．00

0．08

0．08

0．20

0．00

0．00

稲わら重　　　稲籾重
t／10a．cm t／10a．cm

4．04

1．39

0．93

4．82

2．22

0．00

0．74

0．49

1．37

0．00

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

第2低地帯

試科名

28

36

54

66

73

89

96

109

127

148

164

8

18

12

7

16

7

13

18

21

16

深さ　　眉厚
Cm Cm

6，800

8，100

3，600

3，800

2，600

2，000

4，700

1，600

2，900

1，800
900

P．0．数
個／g

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

仮比重

6

8

3

3

2

2

4

1

2

1

800

100

600

800

600

000

700

600

900

800

900

1．30

1．55

0．69

0．73

0．50

0．38

0．90

0．31

0．55

0．34

0．17

0．70

0．83

0．37

0．39

0．27

0．21

0．48

0．16

0．30

0．19

0．09

P．0．数　　　稲わら重　　　稲籾重
個／cc t／10a．crn t／10a．cm

5．60

15．02

4．45

2．74

4．28

1．44

6．29

2．97

6．27

2．97

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

51

59

64

72

81

91

98

107

114

127

131

1

l

8

5

8

9

0

7

9

7

3

4

900

2，100

3，700

7，100

2，800

1．900

900

1．800

1，800

2，800
0

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

1．00

－470－

900

2，100

3，700

7，100

2，800

1．900

900

1，800

1，800

2，800

0

ひ．17

0．40

0．71

1．36

0．53

0．36

0．17

0．34

0．34

0．53

0．00

0．09

0．22

0．38

0．73

0．29

0．20

0．09

0．19

0．19

0．29

0．00

0．74

1．08

3．05

6．58

2．88

1．37

0．83

1．30

2．41

1．15



第1低地帯流路2　万個／g　　　　第1低地帯流路1万個／g
0　　　1　　　2

「　‾　1　　－－　．　－　－．

1　　　　　1

第1低地帯流路5－1万個／g
O　　　1　　　2

．－　　　：　　一　　．　　●　　題

I l

l l

0　　　1　　　2

．－－－　　　l l　　．　　■　－」

l l

l l

●

●

●

7：
●

●

●

第3低地帯　　　万個／g
O　　　1　　　2

．－　－　‡　1　1　－1　1

1　　　　　　　　1

1　　　　　　　　1

1　　　　　　　1

第1低地帯流路5－2万個／g　　　　　第2低地帯　　万個／g
0　　　1　　　2

．　　　；　　一　　　一　　　一　　　■

0　　　1　　　2

．　　　；　　一　　一　」　．　　一

I l

l l

l l

l l

l l

l l

l l

l l

l l

I l

図1イネのプラント・オパールの検出状況

（注）車印は50cmのスケール，・印は分析試料の採取箇所
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香川、下川津　第3低地帯　　　　土　屈　　　植物体生産量　t／10a・Cm
lO　　8　　　6　　4　　2　　　0　　　0　　　2　　　4　　6　　8　　10

3

■
一

5

6

‾‥巨
°．t 7

°t．
▼°－‾8二－ 1＿

● l
10

11＿主l　　　　　　　　　　　　　　　■°．°°°．e°

°．°°　t°t
12

13

14

°°　°t°　°t°1．

°°°°°　°°°°° 1 5

4日 目 ■　　日 ▼

目ヨシ　国タケ亜科　　　　　　ロイネ　竃イネモミ

香川、下川津　第1低地帯流路5－1土　居　　　植物体生産量　t／10a・Cm
lO　　8　　6　　4　　2　　0　　0　　2　　4　　6　　8　　10

5 コ
iit‾°°．°▼　▼°．°▼
t．°°．°°t°　°°．．°　e°t　t

°°°t．°

i°t

．▼°°
▼°．°．．°
t°°

6

／

tt　°°°　°°．°°

．．t°．°t　t．°
8

▼°°°

－薫

9

．°　°　　　°°°．°°°tll°

°▼　°　　　°°°　▼°°

lU

11

12

13

t■　　t．　　　　・　　　　．日－

°　ttt°°．．
▼°°°°°°t°　tt°°°°4．．°°．°°　°°′°　°°1°°°

目ヨシ　国タケ亜科　　　　　　　ロイネ　■イネモミ

図2　おもな植物の推定生産量と変遷

（注）車印は50cmのスケール
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香川、下川津　第1低地帯流路5－2　土　居　　　植物体生産量　t／10a・cm
lO　　8　　　6　　　4　　　2　　　0　　　0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10

3 1

4

5

I

6

7

ぴ l

°．t°°°

°　°t▼t°°

9

°t　t°4　▼°°t°°．
t　t°°°°．▼t　°°e°
°　°°°　▼．4

10

11

橿°1°°°°t°t°°4　°°t 12

°．t°▼°°°°°°．
‥ 1 3 ＿

目ヨシ　国タケ亜科　　　　　　　ロイネ　＋イネモミ

香川、下川津　第2低地帯
10　　　8　　　6　　　4　　　2

植物体生産量　　t／10a・cm
2　　　　4　　　　6　　　8　　　10

°°°　°°°　°．°°°°°°°．°°t°▼°°°°▼°
5

6

7°°　°　　°4．°．

°°．．°°°°°°°°°°°°°°
4H一°°°°t°▼

8

°°t°e°°°°°t．°°°°°°t
▼°．°▼°°°　°°°°°t°°°°°
°　°1°°▼°　°°°

9

1 0

°t°．°．°°°．°°▼°°
…4・▼°
4°1°°°

1 1

1 2

1 3

1　■
⊥ l量

t▼°°°°°．4°°°▼°°t°t°
tt°°°°°°°°h°°▼°°°▼　°▼°°°°°°　e°°°tl°ll°°°°　t°°°t°°°．°°

1 5

1日 目 ■　lt．　　　1－

目ヨシ　国タケ亜科　　　　　　　ロイネ　■イネモミ
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プラント・オパールの顕微鏡写真

No．　分　類　群　　　　　　　　　地点　　　　試料名　　　倍率

1　　イネ

2　　　イネ

3　　　イ　ネ

4　　　タケ亜科（ネザサ節など）

5　　　タケ亜科（ネザサ節など）

6　　　タケ亜科（クマザサ属）

7　　　ヨシ属

8　　　ウシクサ族

9　　　樹木起源

第3低地帯　　　　15

第3低地帯　　　　15

第1低地帯流路2　22－4

第3低地帯　　　14

第3低地帯　　　15

第3低地帯　　　　14

第1低地帯流路2　22－4

第1低地帯流路2　22－4

第3低地帯　　　　　3
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第4節　下川津遺跡における花粉・珪藻分析委託報告

パリノ・サーヴェイ株式会社

1　試料および目的

坂出市川津町下川津遺跡は，丸亀平野東部を流れる大束川東岸に位置する集落遺跡である。調査対象

地の中央部の標高5m前後の，旧河道によって4分された微高地には弥生時代前期から室町時代にかけ

て断続的に営まれた集落の住居域が広がり，埋没河川からは，弥生時代後期・奈良時代・平安時代後期

の水田跡および7世紀を中心とする木製品を含む多量の遺物が出土している（藤好史郎1988）。

埋没河川の流路は数条検出されており，今回分析対象としたのは流路内の堆積層である。分析試料採

取地点は，第1低地帯流路2，第1低地帯流路1，第1低地帯流路5，第2低地帯，第3低地帯の5地

点が選択された。各流路は，調査区の東側を南から北に向かうが，流路2と流路4は同一流路となる。

各地点の堆積層は遺物・遺構の出土，検出状況より時代・時期との対比がなされている。第1低地帯

流路2は最下層の25層が古墳時代末頃，第1低地帯流路1は最下層直上の9層が弥生時代後半，第1低

地帯流路5は最下層の17層が古墳時代末頃とされる。麗2低地帯は微高地形成以前の堆積物である。22

層・23層が縄文時代晩期以前と考えられている。その上層である21層は埋没河川内堆積物の最下層とな

り，弥生時代後期後半とされ，11層上面からは畦畔状遺構の検出より弥生時代後期後半の水田面の存在，

5層～7層にかけては時代の対比が不明であるが，水田面の可能性が考えられている。第3低地帯は，

最下層の15層で弥生時代前期前半あるいは後期後半の可能性が示唆されている。畦畔状遺構は14層上面

と10層上面に検出され，各々弥生時代後期後半，奈良時代の水田面と考えられている。

これらの状況により，水田稲作の検討や遺跡周辺，埋没河川周辺の植生変遷を知るために花粉分析を，

各地点での堆積層序がどのような水域環境下で形成されたのか堆積環境の変化を知るために珪藻分析を

各々行った。

一一一一一一一一一一一一一．一一臣一一m一転．．一声一一一一一一一一一一一一一一一一l一一

土　質．紀　■

暗庚責色シルト

オリーブ捧色シルトt砂

オリーブ柵色シルトす粘土

●12　P，D　　オリーブ穐色シルト

．り　P，D　　オリーブ褐色シルト貫砂

D　　オリーブ褐色シルト責砂

D　　オリーブ褐色粘土十シルト

D　　オリーブ褐色シルト責砂

暗灰黄色シルト丈粘土

D　　暗灰黄色シルト賃粘土

．21P，D　　鳥樺色粘土

．22　P　　　　暗灰黄色粘土質シルト

●2〕P．D　　農褐色粘土

．25　P．D　　黒褐色砂貫粘土

P：花粉分折　D：珪騒分折

図1下川津遺跡第1低地帯流路2における花
粉・珪藻分析試料採取層位
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●　7　P，D　　　暗オリーブ褐色シルト

●8U P，D　　黒色砂質粘土

．8L P，D　　黒色シルト質砂

●9　p，D　　　黒褐色シルト質砂

p：花粉分析　　D：珪藻分析

図2　下川津遺跡第1低地帯における花粉・珪藻
分析試料採取層位



各地点における分析試料の採取は，層位単位で行われているので，分析誠料番号も同一の層位番号を

使用した。分析試料の選択は，目的および土質により依頼者と協議した。分析試料数は花粉分析試料が

60点，珪藻分析が27点である。各地点の柱状図および分析試料採取層位については図1，2，3，4，

5に示した。
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≡

≡

≡

土　貿　紀　敲

〕　　黄灰色粘土

4　　　黄灰色粘土

黄灰色粘土

灰黄色砂偲じり粘土

荒灰色シルト餌粘土

責灰色シルト質㊥

荒灰色粘土質シルト

．10　　　時灰黄色粘土質シルト

●11　　時灰黄色シルト質粘土

．12　　　オリーブ黒色砂貿シルト

●13　　　黄灰色砂貫粘土

●14　　　黒褐色シルト質粘土

．15　　黒褐色シルト質粘土

■17　　　乾灰色粘土質砂

図3　下川津遺跡第1低地帯流路5における花粉
分析試料採取層位
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土　餌　記　載

〕P　　灰オリーブ色シルト鋭功

5　P　　扶オリーブ色シルト負砂

灰色粘土餌抄

灰黄色シルト黄砂

灰黄色シルト質砂
暗灰黄色シルト質粘土質砂

黄灰色粘土東砂

黒褐色粘土質砂
黄灰色粘土質砂
華灰色粘土質砂
黄灰色粘土質砂
オリーブ黒色粘土負砂

P：花粉分析　　D：速藻分析

図5　下川津遺跡第3低地帯における花粉・珪藻
分析試料採取層位
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暗オリーブ色シルト質砂

灰オリーブ色砂貿シルト

灰白色砂

灰オリーブ色シルト貨物

オリーブ鼎色シルト質砂
黒褐色シルト貿粘土
凧褐色シルト貿粘土
オリーブ凧色シルト貿砂
にぷい黄拉色砂
黒褐色シルト貴め

．13　P，D　オリーブ風色粘土質砂

●14　P　　オリーブ黒色シルト賛砂

●15　D　　褐色砂

●17　P，D　黒褐色粘土質砂
●18　P　　　オリーブ黒色砂
●19　D　　息鴇色粘土

●21P，D　黒褐色粘土

●22　P，D　黒褐色粘土

●23　P，D　黒褐色粘土

P：花粉分析　　D；珪藻分析

図4　下川津遺跡第2低地帯における花粉・珪藻
分析試料採取層位



2　花粉分析

2－1　分析方法および結果の表示法

花粉・胞子化石の抽出方法は，試料を10g前後秤量し，フツ化水素（HF）処理により試料中の珪酸質

の溶解と試料の泥化を行う。次に重液（ZnBr2比重2．2）を用いて鉱物質と有機物を分離させ，有機物を

濃集する。その有機物残漆について，アセトリシス処理を行い植物遺体中のセルロースを加水分解し，

最後にKOH処理により腐触酸の溶解を行う。処理後の残漆は，よく才覚拝しマイクロピペットで適量をと

り，グリセリンで封入する。検鏡においてはプレパラート全面を走査し，その間に出現した全ての種類

（Taxa）について同定・計数した（表2，3，4，5，6）。

古植生および古環境の検討を行うために，計数の結果にもとづいて花粉化石群集変遷図を作成した（図

6，7，8，9，10）。出現率は，樹木花粉総数，草本花粉とシダ類胞子は総花粉胞子数から不明花粉数

を除いた数を，それぞれ基数として百分率で算出した。なお，樹木花粉の合計が100個体未満の試料はデ

ータが歪曲される恐れが大きいので図示しなかった。

なお，稲作の検討を行うためにイネ科花粉の出現率が多く，その保存状態が良い試料についてノマル

スキー微分干渉顕微鏡を用いてイネ属の同定を行った（表1）。

2－2　結　　果

全般的に，花粉化石の保存状態が比較的悪いために，花粉化石の外膜が分解を受けて薄くなっている

ものが多い。中でも，第1低地帯流路2と第2低地帯は保存状態が悪く同定できず不明花粉としたもの

が20～50％に達する。花粉化石の産出は全般的に多かったが，第1低地帯流路1，第2低地帯，第3低

地帯では花粉化石の産出が非常に少ない試料が見られた。以下に，各地点毎に述べる。

第1低地帯流路2（表2，図6）

樹木花粉が54種類・草本花粉が37種類・シダ類胞子が4種類検出された。この地に緑藻類のBotryococ－

CuSが検出されている。花粉・胞子化石の構成比は，下部の恥．18～25では樹木花粉が40％前後を占め，上

部の恥．9～17では30％前後になる。草本花粉は，全般的に30％前後を占めるが恥．19で約10％と少なく，

Ph17と16では約50％と多い。シダ類胞子は全般的に少ない。

樹木花粉では，全般を通じてアカガシ亜属が20～30％，コナラ亜属が15～25％，スギ属が10％前後，

シイノキ属が数％でほぼ安定して出現する。イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科が恥．16～25で10％弱，ツ

ガ属，コウヤマキ属，マツ属（単維管束亜属・複維管束亜属・不明を含む）が恥．9～20で数％～20％出

現し，それよりも下位の恥．21以深よりも多い。草本花粉ではイネ科が10～30％，コモギ属が10％前後で

連続的に出現する。また，ガマ属が恥．16と17で40％強の高い出現を示す。ガマ属が恥．9～13で僅かなが

ら連続的に出現する。そのほかに低率ながらヒルムシロ属，サジオモダカ属，オモダカ属などの水生植

物が連続的に出現する。

第1低地帯流路1（表3，図7）

樹木花粉が27種類・草本花粉が18種類・シダ類胞子が6種類検出された。N0．7では，花粉化石が多く

産出したがそのほかの試料では非常に少なかったので，恥．7について以下に述べる。花粉・胞子化石の

構成比は，樹本花粉が40％強，草本花粉が約30％，シダ類胞子が10％弱である。樹木花粉では，アカガ

シ亜属が約20％，イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科，スギ科，マツ科，コナラ亜属が10～15％出現する。

草本花粉ではイネ科とヨモギ属が10％強，カヤツリグサ科が10％弱出現する。水生植物としてはミズア

オイ属の他にシダ類胞子のサンショウモが僅かに出現する。
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第1低地帯流路5（表4，図8）

樹木花粉が47種類・草本花粉が42種類・シダ類胞子が10種類検出された。この地にセン類胞子のミズ

ゴケ属と緑藻類のBotryococcusが検出されている。花粉・胞子化石の構成比は，全般的にほぼ安定して

おり，樹木花粉が30％前後，草本花粉が50～60％を占める。シダ類胞子は全般的に少ない。

樹木花粉では，全般を通じてアカガシ亜属が20～30％，スギ属，イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科，

コナラ亜属が10～20％，マツ属が10～40％弱出現する。このうちマツ属は上方に向かって増加する傾向

がみられる。そのほかに，ブドウ属が10％以下で出現するが下部のNd14，15，17においてこの種類とし

ては多く出現する。

草本花粉ではイネ科が40～50％でほぼ安定しているが恥ユ3と17において20％以下になる。このイネ科

が減少する恥．13ではタデ属が約20％，Nd17ではバラ科が約20％出現する。ヨモギ属が全試料を通じて

10～20％で連続して出現する。ソバ属は恥．3～11で低率ながら連続して出現する。また，水生植物とし

てはガマ属，ヒルムシロ属，サジオモダカ属，オモダカ属，イボクサ属，ミズアオイ属などの他にシダ

類胞子のミズワラビ属，サンショウモ，デンジソウ属近似種などが低率ながら出現する。

第2低地帯（表5，図9）

樹木花粉が42種類・草本花粉が29種類，シダ類胞子が4種類検出された。花粉・胞子化石の構成比は，

樹木花粉が下部の恥．21～23では約70％を占め，Ph17，18では約30％，Nnl～14では20％前後になる。草本

花粉は，下部のPh21～23では約数％，恥．17，18では約5％，恥．1～14では20～30％前後になる。シダ類

胞子は全般的に少ない。

樹木花粉では，全般を通じてアカガシ亜属とコナラ亜属が主に出現する。その中で，‰18～23でアカ

ガシ亜属が50％前後，コナラ亜属が約35％，それよりも上位の恥．1～17ではやや減少し，アカガシ亜属

が30～40％，コナラ亜属が10～20％になる。そして，コウヤマキ属が恥．18から上位，ツガ属，マツ属，

スギ属が‰ユ7から上位で増加し，10～20％程度出現する。そのなかでマツ科は上方へ向かって増加する

傾向がみられ，恥．1と‰2で20％以上に達する。草本花粉では，‰21～23で非常に少なく，‰ユ8から上

位で増加する。イネ科は恥ユ7とNn18で約10％，‰ユ1～14で約20％，恥．4～9で約30％，恥．1・2で約20

％出現する。ヨモギ属は‰ユ7・18で5％前後，恥．11～14で20％前後，Nnl～9で15％前後出現する。そ

のほかにソバ属が‰1・2・11で僅かに出現する。水生植物としては，ガマ属，サジオモダカ属，オモ

ダカ属，イボクサ属などがPhl～18で低率かつ不連続で出現する。

第3低地帯（表6，図10）

樹木花粉が34種類・草本花粉が30種類・シダ類胞子が6種類検出された。なお，花粉化石の産出が，

恥．3～9では非常に少なく，恥．10～15において比較的多かったので，恥．10～15の結果を中心に述べる。

花粉・胞子化石の構成比は，樹木花粉がNd12～15では約35％，‰10・11では約50％を占める。草本花粉

は，Ph12～15では約45％，恥．10・11では約25％を占める。シダ類胞子は全般的に少ない。

樹木花粉では，Nnll～15でアカガシ亜属とコナラ亜属が約30％出現し，イチイ科－イヌガヤ科－ヒノ

キ科，コウヤマキ属，マツ属，ツガ属などが10％前後出現する。Nbユ0ではアカガシ亜属が約45％，コナ

ラ亜属が約20％，イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科，コウヤマキ属，マツ属，ツガ属などが5％前後出

現する。草本花粉では，‰ユ2～15でイネ科が35％出現し，恥．10・11で20％以下に減少する。カヤツリグ

サ科とヨモギ属がNdlO～15で10％前後出現する。また，水生植物として，ガマ属，サジオモダカ属，オ

モダカ属，ミズアオイ属などが低率ながら連続的に出現する。
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2－3　考　　察

遺跡周辺の森林植生とその変遷について

下川津遺跡における各地点間の地質層序に基づく層序対比は現在のところ十分に行われていないが，

堆積物の時代については，各層より出土した遺物から対比されている。この時代の経過に沿って，本遺

跡周辺の森林植生とその変遷について，主な樹木を中心に述べる。

縄文時代（晩期？）から弥生時代前期前半（第2低地帯恥．18～23）では，カシ類の照葉樹とナラ類の

落葉広葉樹からなる森林が分布していたと考えられる。アカガシ亜属の出現率がコナラ亜属よりも高い

ことからカシ類主体の照葉樹林であったともいえよう。弥生時代前期前半以降？になるとカシ類とナラ

類からなる森林にコウヤマキ，スギ，イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科，マツ属などが混在するように

なったと考えられる（第2低地帯恥．17以降）。このカシーナラ林にコウヤマキ，スギ，イチイ科－イヌガ

ヤ科－ヒノキ科，マツ属などが混在するような森林は，弥生時代から古墳時代を過ぎて奈良時代ごろま

で続いたと推定される（第1低地帯流路2No．9～25，第1低地帯流路1No．7，第1低地帯流路5No．9～17，

第2低地帯恥．4～17，第3低地帯恥．10～15）。この時代におけるマツ属の増加は人類の森林植生への干渉

によるマツ二次林の分布開始を示しているのではなかろうか。奈良時代以降もこの森林が存続していた

と思われるが，おそらく平安時代（？）以降になって人類の森林植生への干渉の影響が大きくなり，マツ二

次林が急速に分布拡大したのではなかろうか（第1低地帯流路5－2No．3～8，第2低地帯恥．1・2）。

河道周辺の低地の環境について

現地性の高い草本花粉と濯木類（バンノキ属やヤナギ属など）の出現に注目すると，全般的に濯木類

が非常に少ないことからバンノキやヤナギなどによる低湿地林は存在しなかったと考えられる。縄文時

代（晩期？）から弥生時代前期前半（第2低地帯‰18～23）では，草本花粉の出現率も非常に少なくカ

シ類を主体とした照葉樹林が低地にまで分布していたものと推定される。そして，弥生時代前期（？）

（第2低地帯恥．17）以降に低地にガマ属やサジオモダカ属が生育できる湿地が広がり，その周辺にイネ

科やヨモギ属が生育するようになったと考えられる。この低地における湿地空間の広がりが人為的なも

のかどうかについては現段階では判断し離い。その後，第2低地帯‰ユ4以降，第1低地帯流路2，第3

低地帯，第1低地帯などの弥生時代から古墳時代末期頃にかけて，低地ではイネ科が優占するようにな

ったと考えられる。この河道を含む低地にはガマ属，サジオモダカ属，オモダカ属，ミズアオイ属など

の抽水植物，ヒルムシロ属，ヒシ属などの浮葉植物，湿地の蔓性植物のコキヅル属などが生育していた

と考えられる。中でもガマ属は古墳時代末以降と考えられる第1低地帯流路2No．16・17において局地的

に繁茂していたと推定される。このような局地的な現象は，第1低地帯流路5No．17におけるバラ科，同

地点恥．13におけるタデ属などに認められ，これらの植物が繁茂していたと考えられる。また，ソバ属が

古いもので第2低地帯弥生時代後期後半の恥．11に認められているが，連続性が見られるのは第2低地帯

では恥．1・2，第1低地帯流路2では恥．9～13，第1低地帯流路5では‰3～11であり，何れも古墳時

代末以降にあたる（明確な時代は不明）。したがって，ソバの栽培の可能性としては，ソバ属が連続的に

出現する古墳時代末以降になるものと思われる。

なお，第2低地帯では他の地点と比較してこれらの水生植物の出現が少なく連続性に欠け，花粉化石

の保存状態が悪く不明花粉としたものが非常に多いことや，第3低地帯の‰9以浅と第1低地帯流路1

恥．8U試料以浅などでは花粉化石の保存状態が悪く産出が非常に少ないなど，各地点によって化石の保存

状態・産出・種類の構成などに違いがみられる。これらのことは，各地点の標高や遺跡内の流路などの
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微地形に起因する可能性が考えられる。このことに関しては，本遺跡周辺の地形発達や遺跡内の微地形

および地質層序の対比などを明らかにした上で検討しなければならないが，現段階ではこれらの情報が

明らかにされていない。したがって，今後，本遺跡周辺の地形発達や遺跡内の微地形および地質層序の

対比などを明らかにした上で検討することが必要と考える。

稲作について

稲作の検討を行うためにノマルスキー顕微鏡を用いてイネ属の同定を行ったが，その結果はイネ科花

粉の外膜が分解を受けているものが多かったので，外膜の表面模様が重要な因子となるイネ属の同定が

十分に行えなかった（表1）。

イネ科花粉の増加は，第2低地帯恥．21の弥生時代前期前半から見られるが，イネ属の検出は，畦畔状

遺構が確認されている同地点恥．11の弥生時代後期後半からで，その割合は16％である。同地点恥．13以深

の堆積物ではイネ属は検出されなかった。他に弥生時代後期後半では畦畔状遺構が確認されている。第

3低地帯恥．14が，13％であった。なお，第1低地帯流路1では保存状態が悪くイネ属と同定できるイネ

科花粉は

表1下川津遺跡におけるイネ科花粉に占めるイネ属花粉の割合（％）

試料番号 イ ネ 属 他　　 の
ィ．ネ 科

不　 明 同　　 定
個 体 数

試料番号 イ ネ 属 他　　 の
イ　ネ 属

不　 明 同　 定
個 体 数

第 1 低地 帯 流路 2 第 2 低 地 帯

11 16 3 6 4 8 5 0 1 ＊4 ＊3 3 3 7

13 ＊3 ＊6 ＊2 0 2 9 4 6 6 8 8 5 0

17 ＊ 13 ＊1 5 2 8 7 14 6 8 0 5 0

18 ＊3 ＊ 13 ＊ 16 4 2 9 14 1 2 7 4 5 0

2 1 ＊ 1 苧6 ＊ 15 2 2 1 1 16 1 2 7 2 5 0

2 5 ＊2 ＊ 1 7 ＊8 2 7 1 3 ＊5 ＊3 1 3 6

第 1 低 地 帯 流 路 1 1 4 ＊3 ＊1 3 1 6

7 ＊6 ＊3 3 3 9 1 7 ＊5 ＊1 3 1 8

第 1 低 地 帯 流 路 5 1 8 ＊3 ＊4 7

3 16 9 7 5 1 1 1 第 3 低 地帯

4 2 5 2 0 5 5 9 5 1 0 ＊ 1 ＊2 2 2 3

5 19 15 6 6 1 0 0 1 1 16 3 2 5 2 5 0

7 18 15 6 7 1 0 0 1 2 2 9 3 1 4 0 8 0

9 3 6 2 0 4 4 1 3 0 1 3 14 2 3 6 3 7 1

10 3 5 2 4 ．4 0 9 6 14 13 9 7 8 5 5

12 3 5 3 2 3 3 1 0 0 1 5 14 1 2 7 4 5 0

13 12 2 1 6 7 1 0 0

14 6 12 8 0 1 0 0

15 ・19 3 0 5 1 6 3

1 7 8 3 8 5 4 5云

註記　不明：イネ属と他のイネ科花粉との区別が明確にできなかったもの
＊記：分解した花粉化石が多く十分同定できなかったので同定個体数で示した。
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なかった。古墳時代末以降では第1低地帯流路5と第3低地帯でイネ属が検出された。第3低地帯では

花粉化石の保存が悪いこともあり，30％以下であったが，第1低地帯流路5ではNo．9・11・12で何れも

約35％に達する。奈良時代の畦畔状遺構が確認されている第3低地帯恥．10では花粉化石の保存状態が悪

く，イネ属と同定できるイネ科花粉はなかった。

イネ科花粉のうち，イネ属の割合が30％以上を示すと，現在のような集約的稲作が近傍でおこなわれ

ていたとされている（鈴木・中村・1977）。これにしたがえば，弥生時代後期後半の畦畔状遺構が確認さ

れている第3低地帯柚．14と第2低地帯恥．11ではイネ属が検出されるもののその割合が30％に達しない。

この弥生時代後期後半では，稲作の可能性が示唆されるが，現在のような集約的なものではなかったと

いえる。古墳時代以降とされる第1低地帯流路5－2の陥．9・11・12の同定結果は，イネ属が30％以上

に達していることから近傍で現在のような集約的稲作が行われていたといえる。奈良時代の畦畔状遺構

が確認されている第3低地帯恥．10と弥生時代後期後半以前（第2低地帯恥．13以深）ではイネ属が検出さ

れていない。稲作の可能性については，第3低地帯の場合花粉化石の保存状態が悪く現段階では判断し

離いが，第2低地帯の場合その可能性は低いと考えられる。また，第2低地帯の5～7層付近では水田

面の可能性が示唆されているが，恥．7・9にイネ属が11層（恥．11）と同じ程度検出されているので，所

見と調和する。イネ属が検出された試料からは，いわゆる水田雑草といわれる種類を含む水生植物のオ

モダカ属，サジオモダカ属，ミズアオイ属などが連続的に出現する。したがって，イネ属の検出した層

位では水田の可能性が大きい。

他地域との比較

香川県下における縄文時代晩期の花粉分析のデータは現在のところ殆んど見あたらない。瀬戸内海を

挟んで対岸の岡山県上東遺跡（三好ほか，1977）では，樹木花粉の中ではアカガシ亜属が最も高率に出

現し，シイノキ属とコナラ亜属がこれに続くという花粉化石群集が約3，000年前から表層近くまで続いて

いる。瀬戸内海の淡路島志知川沖田南遺跡（三好ほか，1982）では約2，600年前頃からアカガシ亜属とシ

イノキ属が高率に出現し，アカガシ亜属とシイノキ属の割合が増減しながらもマツ属が高率になる表層

近くまで続き，カシを主体とした照葉樹林であったとし，マツの増加開始は古墳時代前期初頭の約1，500

年前としている。これらと比較すると本遺跡の縄文時代晩期以前とされる第2低地帯‰22・23以降アカ

ガシ亜属が高率である点，マツ属が恥．1・2・3で増加する点などから調和的といえる。しかし，本遺

跡でシイノキ属が少ないこと，弥生時代以降にイチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科，コウヤマキ属，マツ

属，ツガ属などが増加することなどに違いが見られる。このような違いは地域的な植生に起因している

と考えられるが，現時点ではデータが不足しているので充分な検討を行えない。今後のデータの蓄積を

待って再検討することが必要である。
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表2　下川津遺跡第1低地帯流路2における花粉分析結果

種　資貞（Taxa） 試料番号　　9　10　1112　13　16　17　18　19　20　21　22　23　25

樹 粉

属
単維管束亜属
禎維管束亜属
（不明）
マキ属

木　花
モミ属
ツガ属
トウヒ
マツ属
マツ属
マツ属
コウヤ
スギ属
イチイ
ヤナギ
ヤマモ
サワグ
クルミ
クマシ
バシバ
カバノ
バンノ

君写
コナラ
アカガ
クリ属
シイノ
ニレ属
エノキ
ヤドリ
シキミ
マンサ
カラス
アカメ
ツゲ属
ウルシ
ウルシ
モチノ
カエデ
トチノ
クロウ
ブドウ
ブドウ
ツタ属
ノブド
ッバキ
グミ属
ウコギ
ウコギ
ミズキ
ッツジ
ハイノ
イポタ
モクセ
トネリ
テイカ
ガマズ

科
属
モ
ル

唇
丁

ミ

キ

キ

ナ
亜
シ

キ

属
ギ
属
ク
ザ
ガ

ーイヌガヤ科一

属
ミ属

属
属
属
属

属
亜

属
ケ

科

－アサダ属

属

ヤキ属
ムクノキ属
近似種

属
ンショウ属
シワ屈

属
属近
キ属
属
キ属
メモ
属
属近

り属
属

ドキ料近似種

討近似種
属近似種
科
キ属
ノキ属
イ属近似種
コ属
カズラ属
ミ属近似種

ヒノキ科

1

1

2

1

3

0　　　3

3　　　－

3　　　4

4　　　2

4

1

3　　1

1

1　　1

8　　13

8　　　8

1

2　　1

3　　1

1

1

1

1

1

1

3

4

1　　2　　　5

5　　20　　23

1　　1

1　　9　　19

7　　　5　　22

3　12　　25

9　　20　16

6　　　3　　　2

1　　4　　1

1

1　　1

4　　10　　10

1　　　　　　1

1　　　　　　1

2　　1　　2

3　　　2

1

2　　29　　28

4　　51　　54

7　　　5　　　4

2　　　3　　　2

1　　　　　　1

1　　4　　1　　6

11　　2　10　17

1

1

2

1

4

6

1

1

7

9

2

1

5

3

1

6

1

3

1

3

1

1

8

3

0

2

1

3

4

1

5

7

8

7

5

2

3

1

3

0

5

2

5

4

3

1

1

1

1

2

4

1

5

0

4

5

0

1

5

1

1

6

1

7

4

2

1　　　　　　1

2　　　　　　　2

1

1　　－　　1　　－　　　－　　1

2　　　3　　1　　3

1　　　　　　2　　1　　2　　　3　　　3

2　　　　　　　　　3　　　　　　　　　2　　1

1

1　　　　　　1

1

1　1　　1　　　　　　8　　　3

1

1

4　　1　　－　　　－　　1

1　　1　　－　　　－　　1

2　　　　　　　2

2

－　　　　　　　1

1

2

12

6

8

0

6

1

9

2

2

0

1

2

7

2

6

5

2

1

1

4

2

3

1

3

1

1

1

1

1

2

1

2

6

1

5

4

1

4

3

1

9

5

4

1

1

8

2

1

5

2

2

4

4

4

1

1

1

1

2

1

1

3

1

1

2

1

1

1

1

4

1

1

4

4

0

7

2

4

6

3

6

1

1

8

6

3

4

2

2

3

1

1

1

1

1

2

3

4

1

2

2

7

2

9

5

7

5

4

1

3

1

4

3

1

4

4

2

2

1

1

1

1

2

2

1

4

5

1　　1

3　　　7

1

9

8　18

3　　1

4　　25

9　15

7　　1

2　　1

1

2　　10

1

2　　1

1

7　　27

1　　30

1

8　　　5

3　　　5

6　　1

1

2

2　　1

1

1

4　　　2

1

1

1　　1

9

1

章　木　花
ガマ属
ヒルム
サジオ
オモダ
イネ科
カヤツ
イポク
ミズア
ユリ科
クワ科
ギシギ
サナユ
タデ属
ソバ属
アカザ
ナデシ
ヒツジ
カラマ
キンポ
タケニ
アブラ
ワレモ

蔓謂
マメ科

粉

シロ
モダ
カ属

リグ
サ属
オイ
近似

シ属
タデ

属
力属

サ科

属
樺

節－ウナギツカミ節

科
コ科
グサ属
ツソウ属
ウゲ科
グサ属
ナ科
コウ属

近似種

－　298　227　　　　　　　　　1　1　　　　　1　　3

1　　　　　　　　　　　　　　　1　1　1　　2

1　　1　　1　　－　　　－　　1　　3

1　1　　2　　2　　　　　1　　　　1　　　　　　　1　　2

83　　28　14g　　74　　63　　53　　51　76　　45　　73　　51　83　　81　89

10　　　　　4　　3　112　10　1112　14　　8　　3　1　8

1

1

1

1　　　　1　　3　　7　　1　　　　　2　　8　　8　11　　5
1

2　　1　1　　2　　3　　1　1　1　　　　　　　　　　1

2　　　　　　　　1　　　　　　　　　　1　1　　　　　2

1　　1　1　　－　　　2

2　　3　　4　　5　　4　　2　　　　1　1　　　　　　　7　23　　4

1　　　　　2　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1

1　　　　　　2

1　1　1　－　1　　－　　1　1　1　　－　1　－　1　2

1

1　　　　2　1　　　　1　3　　　　　　　　　　　　　1　5

1　　　　　　　　　1

3　　　　1　1　4　　4　　4　　3　1　2　1　1　6　　4

1

1
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キカシ
ヒシ属
ミズユ
セリ科
ヒルガ
シソ科
オオバ
ヤエム
ゴキヅ
ヨモギ
オナモ

グサ属

キノシタ属近似種

オ属近似種

コ

グ
ル
属
ミ

他のキク
タンポポ

属
ラ属－アカネ属
属

属
亜
亜

2

31

3

5

2

1

2

1　　1　　1　　2　　　2　　　3　　　　　　2

1

1　　1　　1　　－　　　●　　1

1　　－　　1　　－　　1

1　　8

28　　35　　33　　44　　51　33　　45　　21　23

13　　　－　　　－　　1　　1

6　　　3　　　3　　　5　　　4　　　7　　　2　　　5

1　　　　　　9　　1　1　　　　　　3

1

2　　　5　　　3

1

1　　1

1

4

30　　27　　25　　54

3

1　　1　　2　　　2

一．－●．－－－－－－－一一一一一－一一一一一一一‥－－一一一一－－－－一一一一一一－－1－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－一一－－－－－－－－一一－－－．車一一－－－－一一一，．●t■■－．■一一－．t■一

不明花粉　　　　　　　　124149　349　218　333　364141112　293199132　83123　74

シ　ダ　類　胞　子
ヒカゲノカズラ属近似種
ゼンマイ属近似種
イノモトソウ属近似種
他のシダ類胞子

2　　　　　1　　4　　1　　　　　　　　　　　1　1

1　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　1

3　　1　　2　　4　　3　　　　　1　　　　　　　1　1　1

5119　48　63　85　25　23　23　42　20　18　24　20　43

Botryococcus
1　　－　　－　　－　　1　　－　　－　　－　　－　　1　1

合　計
樹　木　花粉
草　本　花粉
不　明　花粉
シ　ダ　蟻　胞　子
総　花　粉・胞　子

127　34188195　228　250190172　212　245169　212196180

150　62　227127137　442　362150　85125107142170177

124149　349　218　333　364141112　293199132　83123　74

57　　20　51　71　91　25　　24　　24　　43　　22　19　　25　　20　　43

458　265　815　6117891081717　458　633　591427　－162　509　474
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表3　下川津遺跡第1低地帯流路1における花粉分析結果

椎　頬（Taxa） 試料番号　　7　　8U　8L g

樹　木
マキ
モミ
ツガ
マツ
マツ
コウ
スギ
イチ
クル
クマ
バン
イヌ
ブナ
コナ
アカ
シイ
ニレ
エノ
シキ
サク
モチ
カエ
ブド
シナ
ハイ
イボ
スイ

花
属
属
属
属
属
ヤ
属
イ
モ
、

シ

ノ

ブ

複維管束亜属
（不明）
マキ属

科－イヌガヤ科－ヒノキ科
属
デ属－アサダ属
キ属
ナ

ラ亜
ガシ
ノキ
属－
キ属
ミ属
ラ属
ノキ
デ属
り属
ノキ
ノキ
タノ
カズ

草　本　花
サジオ
オ

イ

カ
モ
‘、

ク

サ
タ

ア
ナ

キ
ア
パ

フ
セ

ヨ

他

タ

モダ
ネ科
ヤツ
ズア
ワ科

属
亜
属
ケ

属

ヤキ属
ムクノキ属

属

属
属
キ属
ラ属

粉
モダカ属
力属

リグサ科
オイ属

ナユタデ節－ウナギツカミ節
デ属
カサ料
デシコ科
ンポウゲ科
ブラナ科
ラ科
ウロソウ属
リ科
モギ属
のキク亜科
ンポポ亜科

1

2

1

1

3

3

2

4

7

3

5

2

9

9　　1　　1

2　　　3　　1

3　　　4　　　　　　1

1　　3　　　2

0　　　8　　　3

9　　　4

1

7　　　2　　1

2

4

1

2　　　3　　　　　　　2

8　　　2　　1

9　　　1

6

2

1

1

2

1

1

1

2

1

1　　－

1

1

2　　　8　　　3

7

1

1

3

2

2　　　4　　1

1

1

7　　1

1

4

3　　49　　20

5

1　　1

131

5

1

5

5

6

1

1

1－－．．l t－t■1－1■・－1．．－．－－－．－．－－．－．－．－1－．－．－－．－．－．．－lq－－．一一．一一－．－．－－1－．－．－．■．－●h●－t■t■t■4．．1－－

不明花粉　　　　　　　　　　　　69　21　4　10
1■t■1．1■1－－，1－1－．－－．－－．－．一一一．－－．－．－．－．－－－．－1－－－．－－．－－．－－－．一一．－．－●t－．●一．－．t－t－1－－．

イワ
ハナ
ゼン
イノ
サン
他の

芙頁

ヒ

ヤ

マ
モ

シ

シ

ノ

胞
†属

子

スリ属
イ属
トソウ属
ヨウモ
ダ柏胞子

2

1

3

2

1　　　　　　－

41　17　　　5　　1

合　計
樹　木　花粉
章　本　花　粉
不　明　花　粉
シ　ダ　柏　胞　子
総　花　粉・胞　子

257　　32　　　9　　　3

190　　66　　24　　74

69　　21　　4　10

50　17　　5　　1

566　136　　42　　88

－489－
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表4　下川津遺跡第1低地帯流路5における花粉分析結果

稚　頬（Taxa）

■

試料番号　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10　1112　13　14　15　17

樹

早

マキ
モミ
ツガ
トウ
マツ
マツ
コウ
スギ
イチ
ヤマ
ノグ
サワ
クル
クマ
ハシ
カハ
ハン
イヌ
ブナ
コナ
アカ
クリ
シイ
ニレ
エノ
シキ
イス
セン
ユズ
シラ
ウル
モチ
ニシ
カエ
トチ
ブド
ノブ
ウコ
ミズ
ツツ
ハイ
エゴ
イポ
トネ
ティ
ガマ
スイ

蓋著
マツ属
マツ属
コウヤ
スギ属
イチイ
ヤマモ
ノグル
サワグ
クルミ
クマシ
ハシバ
カバノ
ハンノ
イヌプ

本
ガマ
ミク
ヒル
サジ
マル
オモ
イネ
カヤ
イポ
ッユ
ミズ
ユリ
クワ
ギシ
ミチ
サナ
タデ
ソバ
アカ
ヒユ
ナデ
ヒツ
カラ
キン
タケ
アブ
バラ
マメ
フウ
ミソ
キカ

粉

属
抜維管束亜届
く不明）

マキ属

科一

三軍
属

謂
キ属
キ属
ナ

ラ亜
ガシ
属
ノキ
属一
キ属
ミ属
ノキ
ダン

蓋崖
ノキ
キギ
デ属
ノキ
ウ属
ドゥ
ギ科

ラ堅
ノキ．
タノ
リコ．
カカ
ズミ。
カズ

イヌガヤ科－ヒノ

属

－アサダ属

属
亜属

属
ケヤ
ーム

属

凛近

亡；

属

属

キ属
クノキ属

属
属
キ属
属
ズラ属
属
ラ属

窟粉
リ属
ム

オ
バ

ダ

科
ツ

ク
ク

ア

科
料

ギ
ヤ
エ

属
届
ザ
科
シ
ジ
マ
ポ
ー1

一‾ミ

垂
ハ

シ

シ

モ
オ

カ

リ

サ
サ

オ

近

シ

ナ

タ

科

コ

グ
ッ
ウ
グ
ナ

ソ
ギ
グ

ロ属
ダカ属
モダカ属近似穫
属

グサ科
属・
属
イ属
似種

属
ギ節
デ節

tl．

2　　　4

12　16

77　　41

25　10

10　13

27　　32

キ科　15　27
3　　　3

1－　　　　　　　　　　　　　1．．

2

22　15

1

2　　　2

3　　　2

2　　1

4　　1

24　　20

57　　74

4　　　4

3　　　6

2　　　9

1ロ．

ttP

l l

t－

1

1

1

1

1

2

ー　　　ー　　　2

2　　　4　　　2　　　9

13　16　17　14

－　　　　　　1

44　　37　　53　　39

5　　　2　　　5　　1

4　12　　　4　14

29　　31　46　　23

23　19　　26　　39

1　　　　　1　　1

1

●　　　●　　1

2　　1　　　　　　2

10　13　　　5　　　5
－P

2　　　　　　1

1　　1　　　　　1

1　　－　　　　　　1

3　　　2　　　－　　　－

26　19　　27　　21

46　　43　　39　　47
tlt　　　　　　　　　　　　1－　　　　　　　　　　　　tFd

l0　　　3　10　　　4

2　　　2　　1　　3

4　　　3　　　5　　　6

‥－

1　　　　　　－　　　－

1

－　　1　　1　　3

2　　　－　　　　　　1

1　　　　　　2

2

1■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tPh

l

l

tPP

tl．　　　　　　　　　　　　■°

t－

5

19

30

4

14

23

44

2

1

13

1

1

2

34

64
1．P

l1

5

1

t－

tP▼

2

8

1

2

1

l

－ウナギツカミ節

科
サ属
ソウ属
ゲ科
サ属
科

り属
属
サ屈

3　　　－

4　　1

20　15

1

32　　24

5　　　－

8　11

23　　34

46　　53

2　　　－

t－　　　　　　　　　　　　　tt1

2　　　－

8　1‘0

4－

1　　1

1　　1

1

22　　22

70　　62

15　12

4　　　2

8　10

2

t－

1

1

1

4　　　4

2　　　3

2

1

・1

8

2

15

1

5

17

41

3

1

2

1

16

54

11

1

9

1－

3

1

2　　1

2　　　3　　　4　　　2

5　11　19　　　2

1

10　17　　23　15

2　　1　1　　2

10　　　4　　　7　　　5

15　　30　　25　　37

22　　43　　26　　46

1　　1

t－

tt°

1　　－　　　－　　　－

4　11　　6　　　4
tlP tt°

2

5　　1　　－　　　2

－　　1　　　　　1

2　　　－

19　　21　25　　35

23　　77　　41　46

－　　　5　　　　　　1

2　　　7　　　4　12

2　　　2　　　3

4　　　2・1
1－

l

tt°　　　　　　　　　　　　tt．

－　　1　　－

1　　－　　1　1

1

1　13　　　7　18

1　　2

1

1

9　　1　　2

2

1　　6　　1

1　　　　　　　1　1　　　　　2　　6　　5

1　　2

1　　－　　1

1　　1　－　－　　一　1

5ii車上ii2頼頼轟3ilii2轟
1　　　　　　－　　　－　　　　　　　■　　　＿　　　＿　　　■

2　　9　　6　　6　　3　　3　　3　　7　23　23　　－　1　8　　－

2　2　　　　2　3151；；151孟

＿；3　＿　＿　　！l l！：！＿！

。il「上目日日つ■55　日　5
日目㌦1；1「「‖∵∵∵つ∵

■　　　　　　　　　1　一　　　－　　　＿

4　5　　2；4　　2　3。去　2　孟
■　－　－　－　1　－　－　－　●

芸　孟；；；：：雷l19　言　6。芸　271。去
2　1　　　　　　1　1　2　1　2

1　　　　　　　　　　　1　　－　　　　　　＿　　＿　　＿　　＿

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿　　＿　　＿

11　4　　2　　2　　6　1　　　　1　1　　　　　　　　　　＿

－491－



ヒシ属
ミズユキ
セリ科
アサザ属
シソ科
ヤエムグ
ゴキ、ソル
ヨモギ属
オナモミ
他のキク
タンポポ

ノシタ属

ラ属－アカネ属
属

属
亜科
亜科

－　　1　　－　　　－

1　　－　　　－　　　－　　　－

2　　　6　　　2　　1　　2　　　4

tth

l

1

－　　　　　　　4　　　2　　　－

85　127　116　　48　　74　　54

1　　6　　　3　　　2　　1

7　　　6　　　7　　　4　10　　　8

2　　　－　　　3　　　－　　1　　1

ヽ■　　　　　　　　　ttP t■　　　　　　　　　　t■　　　　　　　　　tt．　　　　　　　　　■■

一　　　一　　　　　　1　　－　　　－　　　－

7　　1　　9　10　　2　　9　　7
一　　　一　　　一　　　一　　　　　　1　　－

1　　－　　　－　　　●　　　一　　　一　　　一

1　　－　　　－　　　－　　　－　　　－

1　　　　　1　15　　　4

70　　68　101　44　　65　　63　　76

3　　1　　1　　1　　2　　　4　　1

7　　　3　　　4　　　2　　　2　　　－　　　5

3　　　6　　　3　　　2　　　3　　1　1

tl°

5

tFP

1

1

5

58

1

4

4

－1－●－t■●t－t■t■l t■一．■．一一．－．－．－．一一．一一．－．－．一一．一一一．－．－．－．一一一．－．一一．－．－．－－一一．－．－．－．－．－．－．－．一一‥－．－．－．－．－．－．－．一一．－．－．－．－．－．－．－．－．－．－．－．一一．－．一一．－．■．－．－．●l t－l t■．t■ll t■t■t■．t■t■t■■・■▼■し4■・t■

不明花粉　　　　　　　　　　　　　79　98112　74　86　77　87　58　72　33　71　57　35　96

シ　ダ　類
ヒカゲ
イワヒ
ハナヤ
ゼンマ
イノモ
ミズワ
サンシ
ミズニ
デンジ
他のシ

胞
ノカ
バ属
スリ
イ属
トソ
ラビ
ヨウ
ラ属
ソウ
ダ頬

島尾

属

り属
属
モ
近似種
属近似種
胞子

－　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　1　　　　　－　　－

1　　－　　　　　　　　　　－　　1　　－

－　　　　　　　　　　　　　　1　　一　　　一　　1

1　　－　　1　　－　　　－　　1　　－　　　－　　　－　　　－　　　－　　　－

1　1　　2　　2　　　　　　2　　1　　－　　－　　1　　－　　　　　　－

－　　1　　－　　　　　　－　　　　　　　　　1　　－　　－

1　1　　　　　－　　1　　　　　－　　－　　1　　－

＿　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　1　　－　　　－

4　　1　　－　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　－　　　－　　　－

21　　8　　20　　7　　4　13　19　　20　　9　11　12　　8　10　　5

ミズゴケ属
Botryococcus

ー　　　■　　　－　　1　　－　　　－　　　－　　　－　　　－　　　－　　　－　　　－　　　－　　　●

9　　3　18　　66　127　10　　　　　　2　　7　　1　1　1　　－

合　計

筆意箋貫
シ　ダ　類　胞　子
総　花　粉・胞　子

301　285　234　215　248　238　290　287　268　192　125　271　210　237

715　686　556　481　460　391　535　380　491　481190　378　422　397

79　　98　112　　74　　86　　77　　87　　58　　72　　33　　71　57　　35　　96
22　10　　22　13　　9　14　　22　　23　10　11　15　10　11　　6

11171079　924　783　803　720　935　748　841　717　403　716　678　735
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表5　下川津遺跡第2低地帯における花粉分析結果

穏和（Taxa）　　　　試料番号　1　2　　3　　4　　6　　7 8　　す　1113　14　17　18　21　22　23

樹 粉

複維管束亜属
（不明）
マキ属

木　花
マキ属
モミ属
ツガ属
マツ属】
マツ属
コウヤ’
スギ属
イチイ司
マオウJ
ヤナギj
ヤマモ・
ヤマモ・
サワグ．
クルミj
クマシ・
ハシバ
カバノ
ハンノ
ブナ属
イヌブ
コナラ
アカガ
クリ属
シイノ
ニレ属
エノキ
アカメ
シラキ
ウルシ
モチノ
カエデ
トチノ
ツバキ
グミ属
グミ属
ウコギ
ウコギ
ミズキ
モクセ
トネリ
トネリ
タニウ

科
属
属
モ
モ
ル

唇
丁
で
、

キ
キ

－イヌガヤ科－ヒノ

属
属近似種
ミ属

属
属
属
属

ナ
亜：
シ．

キ．

属

産
キ
属
キ
属

，！
コ

ツ

草本花
ガマ属
サジオ・
サジオ
オモダ
オモダ
イネ科
カヤツ
イポク
クワ科
サナユ
タデ属
ソバ属
アカザ
ナチシ
カラマ
キンポ
アブラ

等謂
マメ科
キカシ
アカバ
セリ科
ゴキヅ
ホタル
ヨモギ
オナモ
他のキ
タンポ

－アサダ属

塁属

属
ケヤキ属
－ムクノキ偶
シワ属

属

属

似樟

悪用

粉

モダカ
モダカ
カ馬
力属近

リグサ
サ属

タヂ節

属
属近似種

似種

科

科
コ科
ツソウ属
ウゲ科
ナ科

1

9

2

25

12

15

キ科

1

1

2

2

1

11

36

1

ウナギツカミ師

近似稚
グサ属
ナ科

ル属
プクロ属－ツリガネ
属

劫

1

11　　1　14

41　　3　　　6

19　　　－　　30

9　　1　20

7　　　　　　5

1

1

1

1

7　　　　　　　2

2

26　　　－　18

80　　　　　　63

3

13　　　　　　5

1　　　　　　4

1

1

1

t■

1

4tl

1　　　　　　－

1－

°－

tt．

1

42　　87　　1

4　　30

1

1

3　　　3

5　　　3

3　　　3

2　　1

1

3

1

1

6

13

4

7

2

16

40

1

15

1

3

－

1

1

1

1

1－

12

7

1

11

2

2

1

7　　　4　　　9　　　8

1　　1　　　　　1

15　　　7　17　　3
22　　24　18　　45

15　19　　31　　7
9　10　　　9　　　2

1

1　　　　　　1

1　　2　　1

1

4　　1　　9　　　3

1

1

1　　　　　1　　1

2

30　　30　　21　34

70　　45　　50　　74

5　　　2

18　15　　　4　　　3

1　　　　　　3

1　　1

1

1lh

l

．■

1－

1

1

91

17

2

1

38

5

8

10

23

34

5

5

51

102

1

4

1

2

1

2　　1　　　　　1

1　　2　　　2　　1　1

9　10　　　2　　1

4　　　　　　　　　　2　　　2

8　　　8　　　　　　2

32　　52　13　　　5　　1

26　17　　　3　　　7　　　5

7　　　5　　1　　8　　　5

1

1

1　　　　　　　　　1

1　　1

2　　1

4　10　　　6　10　　　4

2　　1

1

1

47　　59　　70

82　136　132

1　　1

3　　　2

5　　　g　　　2

1　　1　　3

1

1　　1

1

1

2

2

1

1

129

10

1

3

29

11

19

1

1　　3　　1

1　　2　　　2

1

141121

9　　13

2　　　2

1

1

8　　　3

2　　　2

1

1　　6

1

1

4　　1　　3　　1

ニンジン属－
23　　20　　　2　　53　　42　　78

1　　2　　　　　　　　　　1

9　　　3　　　　　　7　　　2　12

5　　　7　　　　　　　　　　2　　1

94　118

5

4

1　　5

2　　　2

2　　1

1

1

1　　1

2

1

39

5

2

－h

2

1

1

89

136

1

1

5

7

2

1

1

1

2

1

2

1

4

7

1

7

2

53　　68

64　　91

1

3　　　7

2　　　2

8　　　9

2　　　3

1

2　　1

2

1

2

24　16　　1　　6

2　　　2　　1

1　　　　　　　　　1

1

1

1　　1　　1

1

1　　1　　2

1

1

65　　51143　　53　　87　　25　14　　　4　　　4

1　　　　　　　　　　4　　　4　　1　　1

7　　　6　　1　　4　15　　　8　　1

7　　　2　　　5　　1　　1

2

5

不明花粉 463　354　　28 62　　70

シ員警為義酢似雑
品鈷品学近似種

1　　3

2

3　　　2　　　2

48　　69　　　8 39

3　　1　　1

1

1　　1　　4　　1

35　　30　　63　　44　　56　　35　　30　12 2　　　7

合　計

軍事軋
捻　花粉・胞子

119　221　　5　175　117　200　165　178　187　247　235　323　241　282　157　209

99　168　　3　277　185　352　272　224　300　163　247　　86　　47　　24　　9　18

463　354　　28　560　211　420　404　461　305　922　589　576　356　127　　62　　70

52　　76　10　　54　　53　　39　　35　　31　67　　46　　61　36　　30　12　　2　　7

733　819　　461066　5671011　876　894　8591378　日321021　674　445　230　304
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表6　下川津遺跡第3低地帯における花粉分析結果

維持（Taxa）　　　　試料番号　3　　5　　6　　7　　8　　9 10　11　12　13　14　15

粉

複
く

マ

科
属
モ

唇
丁
で
‾、

キ

キ
ナ

花
属

凛
属
属
ヤ
属
イ
ギ
モ
モ

‾　、

シ
バ

ノ

ノ
ブ

樹　木
マキー
モミ。
ツガー
マツ．
マツ．
コウ
スギ．
イチ
ヤナ
ヤマ
クル
クマ
ハシ
カハ
ハン
イヌ
ブナ
コナ
アカ
シイ
ニレ
エノ
ヤド
イス
シラ
ウル
モチ
カエ
ブド
グミ
ウコ
イポ

草

維管束
不明）
キ属

亜属

－イヌガヤ科－ヒノ

属

属一
属
属
属

ラ亜属
ガシ亜
ノキ属
属－ケ
キ属－
リギ属
ノキ属
キ属
シ属
ノキ属
デ属
り属
属
ギ科
タノキ

木∵花
ガマ属
サジオ
オモダ．
スブタ〕
イネ科
カヤツ
ツユク
ミズア
ユリ科
クワ科
ギシギ
サナユ
タデ属
アカサ
ナデシ
カラマ
キンポ
アブラ
バラ科
ソラマ
マメ科
ミソハ
キカシ
ミズユ
セリ科
オミナ
ヨモギ
オナモ
他のキ
タンポ

属

アサダ属

ヤキ属
ムクノキ属

属

粉

モダカ属
力属
属

宣品サ科
オイ属

属
デ節

科
ソウ
ゲ科
料

属

シ．
タ

科
コ

ツ

ウ
ナ

メ

ギ
グ

キ

エ

属
6
‘、

ク

ポ

属
サ
ノ

シ

属
亜
亜

1　　6　　6

7　10　10

3　　　9　11　14

●　　　　　　　　　　3　　　4

5　　5　17　　24　19

8　　28　　21

キ料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　16　37

2　　1

－　　　－　　1　　1　　2

1　1　　3　　7　12

－　　　　　　　　　　1

－　　　－　　1　　－　　　－

1　　2　　　2

1　11　30　　66

4　　69　　59

2　　　4　　　4

1

1　　1

1

1

1

1

2

68

68

2

tP°

2

13

14

2

9

25

30

1－

2

15

1

1

1

2

50

59

1

3

5

－

2　　　－

1　　－

1

1

2　　　－

4　　　－

16　12

9　11

3　　　2

14　15

19　　20

20　19

1

1

1　　－

1　　1

1　　－

1

1　　2

3　　　2

tPP

72　　61

64　　73

4

4　　　3

2　　1

1　　－

1

－　　1

1．P

1－

tFt

tql

－ウナギツカミ節

属

属
シタ属

属

科
料

ttt

t■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ltl tt．

1　　5　13

1

1

1ヽP l■▼

t．▼

1

ー　　1

1　　7

ttp　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－

1

1　　1

一　　　一　　　2

1　　－

1－　　　　　　　　　　　　　1▼h

21　57　176

24　　26　　82

1　　1

1　　　　　1

tt°

1

1　　　　　　2

1

8　　　－

3　　　4

4－　　　　　　　　　　　　　1t°

3　　　2　　　4

2　　　－　　　3

1

1

■

7

20

1

1

4

3

1

42

4

1

1

55
tq°

5

2

1

1　　9　　1

1　　1　　－

1　　　　　　－

242　189　198

23　　46　　37

3　　　－　　　3

1　　－　　　－

1　　1

5　　　－　　　－

2　　1　　1

1　　－

1　　－　　　－

6　　　3

1　　1

3　　　3　　　2

1

－　　1　　1
ttP

l　　　一

t1．

－　　　2

1

3　　　3　　　2

tt°

55　　40　　48
－　　　－　　1

5　　　3

1　　1　　1

●●一一一一一一一．＝■一一t■一一‥一一一．一一一一一一‥－‥一一．一一一．一一一一一一一一一一一．一一一一一－一一一一一一一一一－－．一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一l t■一一一t■1－●t■●一一

不明花粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　12　63　96100　67105109
－－－－■一一●一一一一一一一一一一一．一一一－一一一一一一－一一一－一一－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一．一一一一一一一一一一一一一一■一一一－一一一■t■一一t■一一日一一t■－．

ダ　頬　胞　子
ヒカゲノカズラ属
ハナヤスリ属
ゼンマイ属
イノモトソウ属
ミズワラビ属
他のシダ頬胞子

1　1　　　　　1　1　　2　　1　　　　　－　　－

4　　1　　－　　1

1　　－　　　－

1　　4　　1　　3

1

－　　　　　　2　　2　12　　23　19　　22　13　　8　17　11

Botryococcus ＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　－　　　　　　2　　1　　－

合翫発’拾
不　明　花粉
シ　ダ　柏　胞　子
総花粉・胞　子

0　　0　　0　　0　　7　　26　163　246　269　236　241　227

1　0　　0　1　8　22　98144　336　345　308　306
0　　0　　0　　0　　2　12　　63　　96　100　　67　105　109

0　　1　　3　　2　14　　28　　22　　26　17　10　18　12

1　1　　3　　3　　31　88　346　512　722　658　672　654
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花粉化石図版説明

写真番号

図版1

図版2

花粉化石名

1a，b　　マツ属複維管束亜属

2a，b　　　コウヤマキ属

3a，b　　ス　ギ　属

4　　　　イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科

5a，b　　　コナラ亜属

6a，b　　　アカガシ亜属

7a，b　　イボタノキ属

8a，b　　ガ　マ　属

9a，b　　イ　ネ　科

10a，b　　　ソ　バ　属

11a，b　　ゴキヅル属

12a，b　　オナモミ属

地　　点　　　試料番号　単体標本番号

第2低地帯

第2低地帯

第1低地帯流路5

第1低地帯流路2

第2低地帯

第2低地帯

第1低地帯流路2

第1低地帯流路2

第1低地帯流路5

第1低地帯流路5

第1低地帯流路2

第1低地帯流路2

※「単体標本番号」は，当社にて保存している単体標本番号である。
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22

17

3

17

22

2

1

1

1

1

2

7

7

3

3

7

7

1234

1235

1236

1237

1238

1239

1240

1241

1242

1243

1244

1244



図版1



図版2



3　珪藻分析

3－1　分析方法

珪藻化石の抽出は，以下に述べる方法で行った。

試料を秤量（湿重，6．4～11．5g）し，過酸化水素水（H202）と塩酸（HCI）により試料の泥化と

有機物の分解・漂白を行う。蒸留水を満たし，7時間以上放置した後，上澄み液中に浮遊した粘土分を

除去し，珪藻穀の濃縮を行う（予め，分散剤のピロリン酸ナトリウムを加えておき分散し易くしておく）。

上澄み液が透明近くなるまでこの操作を繰り返す。次に，試料中に含まれる砂を，比重差を利用して取

り除くために，L字形管分離を行う。珪藻穀の濃縮を終了した試料は，検鏡し易い濃度に希釈し，マイ

クロピペットで0．4cc測り取り，15×15mmのカバーガラス上に静かに滴下し，パラフィン伸展器で対流の

起こらない温度で乾燥する。乾燥して一様に展開した試料上に封入剤のプリュウラックスを滴下，加熱

し溶剤のエタノールを蒸発する。次に，スライドガラスに貼り付け永久プレパラートを作製する。

検鏡は，油浸1000倍で行い，メカニカルステージを用い任意に出現する珪藻化石が200個体以上になる

まで同定・計数した。同時に珪藻穀の保存状態についても観察を行い，完形穀と壊れている熟こ区分し

た。なお珪藻穀が半分以上破損したもの，溶蝕を受けているものについては同定・計数は行っていない。

珪藻の形態及び生態については，Kolbe（1927），Hustedt（1930，1959，1961～1966），VanLandingham

（1970），PatrickandReimer（1966，1975），Patrick（1977），Florin（1970），渡辺ほか（1986），K．

Krammer＆Lange－Bertalot（1986，1988）などを参考にした。

各試料から検出された珪藻化石は，まず塩分濃度に対する適応性によって，海水生，汽水生，淡水生

種に生態分類し，さらにその中の淡水生種は，塩分（Halobionrate），pH（水素イオン濃度），水の流

動性（Currentrate）の3適応性についても生態分類し表に示した。

堆積環境の変遷を考察するために珪藻化石が100個体以上検出された試料について珪藻化石群集変遷

図を作成した。出現率は化石総数を基数とした百分率で表し，1．5％以上の出現率を示す分類群について

のみ表示した。また図中には，海水生・汽水生・淡水生種の相対頻度と淡水生種を基数とした塩分・pH・

流水の相対頻度について図示し，さらに同定できた珪藻化石の完形穀と壊れている殻の比率についても

示した（図11・12・13）。

淡水生種の各生態性（塩分・pH・流水）に対する適応性についての説明は，まとめて表7・8に示し

た。

3－2　分析結果

第1低地帯流路2（表9，図11）

珪藻化石は，上位ではほとんど検出されないが，中位から下位では豊富に検出された。検出された試

料においては，最下位の恥．25試料のみ海水生種～汽水生種検出されたが，他の試料においてはすべて淡

水生種であり，34属・177種・45変種・4品種・不明種（属のレベルまでしか同定できなかったもの）13

の計139分類群である（表9）。検出種群の特徴としては大局的にみて中位（‰ユ7付近）では流水不定怪

種，好流水怪種が，下位では好止水性種が高率に検出された。殻の保存状態は，ほとんどの試料が60％

以上の値を示しており現地性の珪藻穀と考えられる（図11）。

珪藻群集の特徴からI・II・III帯に分帯される（図11）。以下に各帯の特徴を下位から順に述べる。

I帯（No．25）

海水生種，海水～汽水生種が検出されたことが，本帯を設定する決め手となった。淡水生種は全体
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量としては上記の海水生種から汽水生種の総量を上回るものの群集としては，上位のII・III帯に比べ貧

弱である。多産種は，汽水生種の∂砂わ乃e亙如甜ゐ相伝流水不定憧種のAb〃Zc〟わプ′毎′C短Cゆ短血であ

る。

II帯（No．23，21）

本帯は，好止水怪種および好流水怪種の一種が多産することで特徴付けられる。完形殻の出現率が

80％と高いことも大きな特徴であり，現地怪の堆積物である可能性は極めて高い。多産種は，好流水

性種のGの7画oJl川7〝♪のてW／1／川好止水性種の五才槻）血／1用の元Gの坤／10仇）〃1〝glm・／k G．！川Jl（融のJl

である。

III帯（No．20～16）

流水不定性種および好流水性種が多産することで特徴付けられる。また，下位帯と比較して検出種

が豊富になる傾向も認められる。多産種は，A〝砂短用　0〃αJゐvar．q節乃ね，q′研あのねsZ／esわCα，C．

tugiduhl，Eunotidvar．minor好水流性種のCymbelhltnqiduhlVar．n如onicaである。

第1低地帯流路1（表10，図12）

本地点では恥．8U・8L試料においては珪藻化石は豊富であったが，恥．7・9は非常に少なく50個体

に満たなかった。検出化石は，恥．8U試料から汽水生種2種が検出されたほかは淡水生種であり，19属・

47種・6変種・不明種（属のレベルまでしか同定できなかったもの）3の計56分類群である（表10）。No．8

U試料では陸生珪藻（小杉，1986）が多産しているが，恥．8L試料においては好止水怪種，流水不定性

種の検出量の多いのが目立つ傾向にある。穀の保存状態は，検出量の多かったものについては50％であ

り，保存が良いとはいえない（図12）。多産種は，陸生珪藻の月乃おCわα〝砂ゐ餌卵，Ab〃Zc〟わの㍑通Cα，

Ⅳco面彿れA叫海関Ⅷ馴鹿那好止水憧種のA〝わcos名αねJZcα流水不定性種のβかわ振壷α腸伝であ

る。

第2低地帯（表11，図13）

本地点において下位（恥．21～23）では珪藻化石が豊富に検出されたが，中位～上位（‰ユ0～19）にお

いてはほとんど検出されなかった（図13）。検出化石は，すべて淡水生種であり，20属・81種・17変種・

1品種・不明種（属のレベルまでしか同定できなかったもの）4の計103分類群である（表10）。下位の

多産した試料においては，好止水怪種，好流水怪種の検出率が高い。pHについては好アルカリ性種およ

び好酸性種の占める割合が高い傾向が認められる。穀の保存状態は，100個体以上検出できた試料につい

て見れば70％以上の値を示しており現地性の珪藻穀と考えられる。多産種は，流水不定怪種の且期励磁

如誠鋸南var．肌彿甥Go〝砂短乃e∽αα乃g〟S短靴好流水性種のGo〃砂短乃e∽α♪αγの〟祐昭などである。

第3低地帯（表12）

検出された珪藻化石は，淡水生種であるが4試料すべて検出率が低く50個体に満たなかった。

3－3　考　　察

各地点（河道可）における堆積環境の変遷について

第1低地帯流路2

I帯（古墳時代未，No．25）

本帯は，流路2の最下層（河床付近）と考えられているが，この河道が現在各所で見られるような

河川として機能していたことは考えにくい（他地点も同様）。それは，層相だけから見ても解るように

荒い堆積物（例えば，礫，流木など）は認められず，大半がシルトまたは粘土であり，最も荒い箇所
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でも砂である。No．25は，珪藻群集からみて定常的に水が流れていたとは考えにくく，むしろ湿った（沼

沢地的）環境であり時折洪水などで砂などが流入したと考えた方が妥当であろう。また，検出された

海水生から汽水生の群集については，瀬戸内各地の海岸で，縄文時代後期頃から弥生時代にかけて海

面が現在よりも2～3m低下し，その後古墳時代に海面が上昇して現在に至った証拠がある（井関，

1979）ことから，当時（古墳時代）この付近に海が迫っていた可能性も考えられるが，同時に二次的

な堆積も考えられ，今回の試料だけから結論を出すことはできない。この間題については，本遺跡の

層序，時代および周辺の地形を明確にしたうえで再検討が必要であり，今後に検討の余地を残す。

II帯（No．23，21）

層相は黒褐色の粘土である。堆積環境は，I帯と類似しているがI帯にも増して沼沢地あるいは湿

地的な環境に変わり，比較的静かな環境であったと考えられる。層相も黒褐色の粘土であり，有機物

の含有量が高いと思われ層相的にも一致している。

III帯（No．20～16）

層相はシルト質の砂からシルト質の粘土である。本帯では，沼沢地または湿地化するとともに，頻

繁に流水の影響を受けていたと考えられる。花粉分析の結果から恥．16，17からガマ属などの水生植物

が認められており調和的な結果と言える。

本地点上部（恥ユ3～10）については珪藻化石が少なく堆積環境を推定することはできないが，層相は

シルト質粘土または粘土（通常珪藻化石が検出され易い堆積物）であり，花粉群集も水生植物が検出さ

れたことからすれば，当時珪藻が生育していなかったとは考えにくい。このような結果（水生植物の花

粉が検出されるのに，珪藻化石は検出されない），本地点のみならず他の地点においても，また他の地域

においても特に低地の堆積層にはしばしば認められる事である。その原因は，現在明確にはされておら

ず，珪藻分析を用いて古環境解析を行うためには解明する必要があり，今後の課題である。したがって，

今回は現時点で考えられる珪藻化石が検出されない原因と可能性について以下に述べる。

く珪藻化石の検出されない（少ない）原因〉

1）常に乾燥状態にあるため珪藻が繁茂できなかった。

2）珪藻穀はpHの高い水中において溶解することが知られており（小杉，1988），堆積時には生育し

ていたが，その後その付近の水のpHが高まったためにほとんどの穀が溶解したか，あるいは還元的

環境においても同様な現象が認められており（大場他，1984），本地点堆積時はこの付近が還元的な

状態が存在した可能性もある。

3）珪藻は水の中に溶存している微量のケイ酸を濃縮しそれを分裂増殖に利用するという能力を持っ

ているが，水中にある一定量のケイ酸が存在しない場合珪藻は生育できない（高橋，1987）とされ，

当時このような状態であったのかもしれない。

4）層相が砂などの粗粒の堆積物の場合，珪藻莞削まシルト以下の細粒物質と挙動を共にする（小杉，

1986）とされ，細粒の物質と共に流出した。

5）堆積速度が速く（例えば洪水などで短時間のうちに堆積した），珪藻の生育にも増して堆積物供給

量が多く珪藻化石の取り込まれる量が少なかった。

以上5つの可能性を上げたが，この中でも今回の試料の場合，堆積物は粘土であるところが多く，

般に珪藻化石の残存している可能性の高い試料である。それにも関わらず検出量が少ないというのは，

穀が著しく溶解していることもないことから5）の可能性を考えたほうが良いのかもしれない。
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第1低地帯流路1

層相は下位でシルト質の砂，上位でシルトである。Nb．8Lにおける堆積環境は，層相を見ても砂質分が多

く，珪藻群集も単純であり歪曲している可能性が高い。‰8Uは陸生珪藻が多産しており好気的な環境

（湿った土壌表層，苔などの直接大気に接するような環境）が推定されるが，本試料も珪藻群集組成は単純

で，層相的にも砂質分が混入していることから，周囲からの堆積物が二次的に堆積した可能性がある。

‰7，9は珪藻化石に乏しいが，花粉分析によれば水生植物が検出されており，珪藻が存在しなかっ

たとは考えにくく，第1低地帯流路2と同様に堆積速度が速かったという可能性を考えざるをえない。

第2低地帯

本地点下位（恥．23，22，21）の堆積環境は，珪藻化石群集及び層相が第1低地帯流路2の下位（II帯）

と類似しており，環境的にも同様に沼沢地あるいは湿地的な環境であり，比較的静かな環境であったと

考えられる。で23，22と恥．21では，前者が縄文晩期以前，後者が弥生時代前期前半とみられており時間

的な間隙は大きいが，珪藻群集は前者と後者で変化していないことからほぼ同環境下の堆積物とみるこ

ともできる。しかし，これだけの試料から結論を出すことは危険であり，今後に検討の余地を残す。上

位の珪藻化石の乏しい層準については，第1低地帯流路2，第1低地帯流路1同様堆積速度が速かった

可能性もあるが，層相は砂であることから第1低地帯流路2で述べた珪藻化石の検出されない（少ない）

原因の中の砂などの粗粒の堆積物の場合，珪藻穀はシルト以下の細粒物質と挙動を共にする（小杉，1986）

とされ，細粒の物質と共に流出したという可能性も考えられなくはない。

第3低地帯

珪藻化石に乏しく古環境の推定は困難であり，第1低地帯流路2で示した珪藻化石の検出されない（少

ない）原因の中でも4）及び5）の可能性も考えられるが，この試料だけから判断するのは危険であり，

今後の研究に期待する。

以上，各地点の堆積環境をまとめたが，さらに次のような情報も加え解析を重ねたい。

・各地点の海抜高度

・遺物出土，遺構確認層位だけでなく，他の植物遺体等（材・種子等の大型植物化石）の伴出層準

・微高地・低地・埋没河川の標準層序と時代対比

参考文献

Florin，M．B．（1970）Late－Glacial Diatoms of Kirchner Marsh，Southeastern Minnesota Nova

HedwigiaHeft31，DiatomaceaeII，p．667～756

Hustedt，F．（1930）Bacillariophyta（Diatomeae）．InPascher，DieSusswasserFloraMitteleuropas，

PartlO，466p．Jena，G．Fischer

Hustedt，F．（1930）DieKieselalgenDeutschlands，OesterreichsundderSchweiz．underBerucksich－

tigungderubrigenLanderEuropasSowieder angrenzendenMeeresgebiete．inDr・

RabenhorstsKryptogamenFloravonDeutschland，OesterreichsuntderSchweiz，VOl．

7，Leipzlg，Part1，920P
°

Hustedt，F．（1959）DieKieselalgenDeutschlands，OesterreichsundderSchweiz．underBerucksich－

tigungderubrigenLanderEuropasSowieder angrenzendenMeeresgebiete．inDr・

RabenhorstsKryptogamenFloravonDeutschland，OesterreichsuntderSchweiz，VO1．

－504－



7，Leipzlg，Part2，845p
°

Hustedt，F．（1961～1966）Die Kieselalgen Deutschlands，Oesterreichs und der Schweiz．under

Berucksichtigung der ubrigen Lander Europas Sowie der angrenzenden Meeres－

gebiete．inDr．RabenhorstsKryptogamenFloravonDeutschland，Oesterreichsuntder

Schweiz，Vol．7，Leipzig，Part3，816p

Kolbe，R・W・（1972）Zur Okologie Morphology，und Systematie der Brackwasser Diatomeen，

Pflanzenforschung，7，p．1～146

小杉正人（1986）現世干潟における珪藻遺骸の運搬・堆積パターン，地理学評論，Vol．59，（Ser．A）－

1，p．37～50

小杉正人（1986）陸生珪藻による古環境の解析とその意義－わが国への導入とその展望一．植生史研

究，第1号，p．29～44

小杉正人（1988）第2回植生史研究会シンポジュウムの記録，2．珪藻化石群集の堆積過程．植生史

研究，第3号，p．42～44

Krammer，K．，andH．Lange－Bertalot．（1986）Bacillariophyceae，SusswasserfloravonMitteleur－

Opa2（1）：p．1～876

Krammer，K．，andH．Lange－Bertalot．（1988）Bacillariophyceae，SusswasserfloravonMitteleur－

Opa2（2）：p．1～596

Krammer，K・，andH・Lange－Bertalot・（1985）Naviculaceae，BibliothycaDiatomologicavol．9，p．

250

水野寿彦（1979）日本淡水プランクトン図鑑．保育社の原色図鑑38

大場忠道・木村昭雄・加藤道雄・北里　洋・小泉　格・酒井豊三郎・高山俊昭・溝田智俊（1984）SYMPO－

SIUM最終氷期以降の日本海／10　古環境変遷史　－KH－，79－3，Cq3コアの解析を

中心にして－月刊地球，第6巻，第9号，p．571～575

Patrick，R．and Reimer．C．W．（1966）Thediatoms ofthe United States exclusive ofAlaska and

Hawaii・Vol・1・688p・MonographsofAcad・Nat・Sci・Philadelphia13．

Patrick，R．and Reimer，C．W．（1975）Thediatoms ofthe United States exclusive ofAlaska and

Hawaii・Vol・2，Partl・213p・MonographsofAcad・Nat・Sci・Philadelphia13．

高橋英一（1987）ケイ酸植物と石灰植物．自然と科学シリーズ，社団法人　農山漁村文化協会，p．191

田中宏之・吉田武雄・中島啓治（1977）奥利根地域の珪藻類，奥利根地域学術調査報告書II，p．114～135

田中宏之（1987）群馬県高崎市北部から発掘された古代水田の珪藻．群馬県立歴史博物館紀要，第8

号，p．1～20

VanLandingham（1970）Originofanearlynon－MarineDiatomaceaeDopositinBroadwater

COunty，Montana，U・S・A．DiatomaceaeIINovaHedwigiaHeft31，p．449～473

Werner，D・（1977）TheBiologyofDiatoms，BotanicalMonographsvol．13．

山路　勇（1980）日本海洋プランクトン図鑑．保育社の原色図鑑45

－505－



表7　珪藻の生態分類

塩分濃度に対す＿る区分 塩　 分　 に　 対　 す　 る　 適　 応　 性 生　 育　 環　 境 （例）

海水生種 ‥監 禁 霊 霊 霊
塩分濃度40．0‰以上に出現するもの 低緯度熱帯海域，塩水湖

海産生種，塩分濃度30．0～40．0‰に出現するもの
一般海域 （ex 大陸棚及び大陸棚
以深の海域）

汽水生種 ：中塩性種（M esoh alobous）
汽水生種 ：塩分濃度0．5～30．0％0

に出現するもの

強中塩性種（α－M esoh alobous）

弱中塩性種（β－M esohalobous）
河口・内湾・沿岸・塩水湖・潟

淡水生種 ：貧塩生種（0 1igohalob ou s） 淡水生種 ：塩分濃度0．5‰以下に出現するもの
一般陸水域（ex 湖沼・池・沼・河
川・川・沼沢地・泉）

表8　淡水生種の各生態性に対する適応性

塩分・pH ・流水に対する区分 塩分 ・pH ・流水に対する適応性 生　 育　 環　 境 （例）

塩
分
に
対
す
る
適・
応
性

貧塩 一好塩憧種（H alophilous） 小量の塩分がある方がよく生育するもの 高塩類域（塩水遡上域・温泉・耕作土壌）

貧塩 一不定性種（Indifferent）
小量の塩分があってもこれによく耐えることがで
きるもの

一般陸水域 （湖沼・池・沼・河川・沼沢地 etc）

貧塩 一嫌塩性種（H alophobous） 小量の塩分にも耐えることができないもの 湿原・湿地・沼沢地

広域塩性種（E uryhalinous）
低濃度から高濃度 まで広い範囲の塩分濃度に適応
して出現する種類

一般淡水～汽水域

pH

に
対
す

る
適

応
性

真酸性種（A cid ob iontic）
p H ．7以下 に出現，pH ．5．5以下で最 もよく生育す
るもの

湿原・湿地・火口湖（酸性水）

好酸性種（A cid ophilous）
pH ．7付近に出現，pH ．7以下で最 もよく生育する
もの

湿原・湿地・沼沢地

pH 一不定性種 （Indifferent） pH ．7付近で最 もよく生育するもの 一般陸水（ex＿湖沼・池沼・河川）

好アルカリ性種 （A lk aliphilous）
pH ．7付近に出現，p H ．7以上で最もよく生育する
もの

真アルカリ性種（A lkalibiontic） pH 8．5以上のアルカリ性水域にのみ出現するもの アルカリ性水域（少ない）

流
水
に
対
す
る
適
応
性

真止水憧種 （L im nobiontic） 止水にのみ出現するもの 流入水のない湖沼・池沼

好止水性種 （L im nophilous） 止水に特徴的であるが，流水にも出現するもの 湖沼・池沼・流れの穏やかな川

流水不定性種（Indifferent） 止水にも流水にも普通に出現するもの 河川・川・池沼・湖沼

好流水性種 （R h eoph ilous） 流水に特徴的であるが，止水にも出現するもの 河川・川・小川・上流域

真流水憧種 （R h eob iontic） 流水域にのみ出現するもの 河川・川・流れの速い川・渓流・上流域

陸
好気性種 （A erophilous）

好気的環境（A erial h ab itas）
多少湿 り気があれば土壌表層中やコケの表面に生

○土壌表層中，○樹幹や倒木上のコケに付着

○コケに付着　 ○木の根元のコケに付着
生

珪

藻

育可能である。特に土壌中に生育するものについ

ての環境 をSoil h ab itats という。

，
・○濡れた岩の表面に付着，○濡れたコケに付着
○水辺のコケに付着，○滝の飛沫で湿 ったコケ
や岩上の壁に付着，○石灰岩上 に生えたコケに
付着などさまざまな生活形態がある。

（区分，適応性は田中・吉田・中島，1977奥利根地域学術調査報告II p．114～135を基に一部削除，環境については加筆し作成した。）
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表9 下川津遺跡第1低地帯流路2珪藻分析結果
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・CclonmJep軸so府よ川棚e′‘し∂〔ge－8ert訳0t

CdJo〔efsかOh′h（G川〔．接「∂mmer

Cqh眠h裏目cuhはhr．）CLeve

C症川南3日流血∨∂「．前nur　指値生肋yer

Cd（onef　短ufs化r叩．JKrammer

C症冊五叩．

CoCCO冊k針血潮血血（〔hr．）CLeve

Cocco冊総和血潮血血Var．映画油日Ehr．）CLeve

Coccme；一hc再uh va「．′冊crc（Ehr．）CLeve

蝕は両廿日晰即鉦症m用〕etZi〔g

Cyc（ore＝n SP．

C間rOp（eu用！OfeG（Breb．）U．Smith

・Cy舶e＝c csperα（【hr．）CLeve

（川加圧日間両の朋（Kuetz．）Gr〕【0V

C川と・抽日時血血短再両

川beJk打αCi＝S（Rabh．）CLeve

Cy鵬e＝α柄er叩山肌Vdr．前叩r CLeve

C川be＝c feのOCerOS（Ehr．）Gr〕〔0V

C川be日日eSidnd ChoL〔Oky

mh的　血h HiLse ex・Rabh．

C川be日日飢′icuH0用is AuersU∂Ld

川hHq sfksf m8Leisch

C両9日d Shucrc Greg0ry

C川hHc飢血相細山k Gr〕〔0V

Cln7be＝a tumida（8reb．）V．Heurck

C川毎日d紬！直血h Gr〕〔0V

餌舶用川的湖山var．仙郷面cc Skvortzov

川be′h sp．

Huh l l I
lE〕h l l l

i【〕h I l l

l〔〕h i I l

I【uh－甑hl l I
H〕h－MehI l l
l E〕h・MehI I l

l E〕h－Mehl I l

lEuh－Mehl l l

IE〕h一侮hl I I

＝leh l l I
＝1eh I l l
lMeh I I l

lMeh l I l

i憮h I I I
IMeh l l l

＝1eh I I l

IMeh I I I

＝1eh l I l
IMeh l I I

＝1eh I I I

IMeh I I l

I侮h I l l

IMeh l I I

IMeh I l l

iOgh－hd

10gh－hd
I的h－hd
＝）gh－hiL

l的h－hd
10gh－hd
H〕gh－hd

109h－ind

I的h－hd
109h－hd

I的h－ind
＝）gh－ind

10gh－hd
10gh－i〔d
l的h－ind

＝〕gh■ind

logh－hd

Iogh－hiL

I的h－hd
＝〕gh－ind
IcIgh－hiL

10gh－hd

legh－hob

I0gh－hd

I Ogh－i〔d

l的hIU【k
I的トh五
日〕gトi〔d

I ogトhd
＝〕gh－hdI
Icgh－hdI

IaHLI卜phI

I hd Ir－PhI
l aトnllnd I
l a卜仕Iind l

Ia卜i＝「－PhI

IaL－iL h－Phl
l aL一汗Iind I

l hd I hd I

l hd Iind I

lind Ir－PhI

lac－iLIlnd I

Ia卜iLIi【d l
li〔d l hd l
l aHLI hd I

la卜圧l卜phl
laL一仕Il〔d l

l訳・lLIlnd I

laトHI卜phl
Iac刊I卜phI
l aC－iLI hd l
l aトbil hd l

laHLI卜phl
lJriLl L・Phl

laトHI卜phl
l∂HLIトphI
I u〔k I〕〔k l

I aHLI hd I
I∂し－iLIind I

la卜iLlr■Phl

I hd lind I

Ii〔d li【d I

l aHLl hd l
Ia卜iLI hd l
I∂HLli11d l
Iu〔k hnk l
l　卜仕lr－PhI
I　卜仕Ir－PhI

IaHLI「－Phl
l aHLl hd l
Iu【k lunk I

IaトHl hd I

I hd l hd I

laC－iLI hd l

l hd lind I

lind l卜phI

IaC－iLI卜phl

IaHLI卜phl

laL－iLIトphl

l hd Ir－PhI

l hd l卜phI

I hd I hd i

l止用ii〔d l
laL－iLl卜phl

lトはlトphl
I aL－iLI hd l

I　卜仕I r－biI
I〕【k l unk I

I Ogh－hd

10gトhd

IOgh－hd

Iogh－U〔kI

iOgh－hd

川gトi〔d

10gh－hd

IOgh－hiL

＝）gh－〕〔kI
10gh－hd

10gh－hdI

I的トhd
IOgh－i【dl

＝〕gh－hdl
日柄－hob

l的h－hd
10gh－hd

＝〕gh一hdl

I Ogh－i〔dl

lO9h－hdi

＝コ9h－hdl

＝〕gh－hdI

Iogh－hdl

＝）gh－hd

I的h－i【d
10gh－U〔kI
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1

5
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2
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5

7

1

3
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1
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鉦仙川＝両側南var．ne～Odon（【hr．）Gru〔0V
腑両肘冊h招ourfの相川．S爪i州GreviLLe

Oip（oneis o用＝S川lLse）CLeve
机の0〔eis閃「略CLeve
Oiploneis pue＝8（Schum．1CLeve
rp州を∬ね正面はほuetz．）Brebisso〔
fpH八川i日面血㈹「．〝Oboscideα（Kuetz．）Patrick

抽仙川ね山甘血（〔hr．）Kuetzing
・Funo血bfserね亡Otdes H．KcbayaSi
FunoHc dup＝cor叩his H．KobayaSi
Fum仕日加情けもCL飢e

F州0五αれ椚症はEhrenberg

h桐山hHSd V．5I州のGre90「y
rUnO両Iundris（Ehr．）G「UnOV

白川のね山cris var，C叩血は（Gru〔．）Schoe〔feLdt
【unoH仕Iuncris var．SUh′CUcf庄川∂eg．1G「〕nOV

Funo摘＝0nOdon Ehre〔berg

runo五皿卵CHnαfis var．linor（Kuetz．）Rabe〔horst

・runo五日肌酎明血1hr帥berg

・Fu〔0沌＝肌鮮明血Var．bfdens Gru〔0V

FUれOfk rene＝q（Gru〔．川ustedt

rUnOrねS叩．

rr叩＝肝ねb帥i仕hh Gr〕〔0U

r用の血萄＝0〔Srn朋S＼伯「．Ve両erはhr．）G「〕【0V

r用9日qriq仙e川ediq Gr〕〔0V

F用giJc′i（りinn血Var．血ce仙Ic（Schum．川ustedt

FmgHdパ　用UCわe／ね　仙ek．JPetersen

川柚h所0鵬oides var．sdズOnicc（Rabh．）Oe Toni

Fru山f　川叩パS（ThvJit．）Dc To【i

ru仙ね川励′is v狛J叩沌両日〕Stedt

Go碑石0朋胤ト粥の日周有川Ehre〔berg

Go碑わ0〔用い抑血血血■V Lレ山ssoniHKuetz．）CLeve

Go爪0台0肺相加割前両州∨∂「．CO！On加は晴．川．Smith

Go坤hone爪18fHne Kuetzi〔g

Go坤hon細目瑚購血■Agardh

Go岬わone氾咽USh山はuetz．）Rab即ho「st．

G叩わ0冊沢qU押r Ehrenberg　　’

60鼻所0冊舶日付押′Var．紬rrisは掠．）し抑gi一馳rt武ot

GoI帥0碑舶飢押′Var．細面のV．Heurck

Go即J10ne据ChcrU－Ehrc〔berg

Goカ所onem Cl糾せi Fricke

GolpJ10月曽於09用C汀e Ommberg

Go抑わ0…c grOl・eivJr．日用WhhIり山Sr．山〔9e－8ert訳ot

Go叩ho隙m H出来心冊∨即．卯IHu■Gr〕nOV

Go岬わ0〔引妃叩αd頼り尻hru∬（Oestr．）UisL

Go即∧0円現川rV〕山Kuetzhg

Go町有0冊損Cf．pSeUdof紺e＝U■Lange－8ertaLot

短即両肌朝日抽厄打Opho／ul【hr帥berg

Go仰山細川d引細雨0／・e椙e Fr吊．e

Golphon銅はCf．SU咄rOrenSe Frickc

Go碑石神川1れnc仙川【hrenberg

Go岬hc〔銅q SP．

Gyr0鉦細目m面血血Ⅷα〕etz．）Rabe〔horst

GyrcSt9ⅢSCdJpro通S（Rabh．）CLeve

Gyros軸断碑間野日用．SmithlCLe＼′e

朝雨抽出d細面0XyS（Ek．）Gr〕〔0リ

撮れけ山高日間両0紺S Var．mfor Gru〔0）

〝do泣　用！imS Agardh

〝〝貢仙川Cレcuhe var．conSrricrd（R訳fs）V．Heurck

〝e′idio〔SP．

仙∨血出目調所Cの氾【hre〔ber与　　　　　　　　　　　．

仙Vicuh hc日加【hre〔ber9

他のcuh c抑血h帥㈹血「9

他の川hc即日のc冊「．hu岬両川柑「〕n．沌05S

胞のcuは
仙vkulc
・他山culd

・他山uh
胸の川南
仙vicの8
他のcuh

C血血（【hr．）Kuet：i叩

cl舵値s Gr〕【0V

co月／e作cc朗lほ】etZ．）Gr〕〔0V

co両帥h Gru【0V

CrypIo細面両用UetZi呵

CU印血はKuetz M

decussis Oest川P

他vicuI日は仙川Sis（Gr閂．川aLfs

他のcuh ehieれSis var．n印血血（Krass．）Patrlck

仙vicuh hcl叩hih（Gru〔．）CLeve

・他t′icuk　押Orc KraS～ke

・栂VicuJc大輔山前Gru〔OU

他のCUh h神はS舶Kuetz両

他のcuh h鵬eOhh（Agardhは〕etZing

・他の飢両日町五m Kuetzi〔9

血vfcuh握りcoides Hustedt

・胞のcuh関川鼻州cc　∝k

伽のC止＝血細柏Hhre〔berg

触′短出目両肌血His Hustedt

他の川山

地l′短血

他の川は

山のcuh

旭のcuh

仙両川h

他のcuh

他のcuh

Cf．lSeUdoムryop八日c H〕Stedt

脚仰山Kuetzing

pupuh var．rec加gU（cris（Greg．）Gru〔0V

用Jiosc Kuetz両

r柄chocephch Kuetzhg

sch′OereパMeister

c†．subhci血tG Hustedt

k冊‖oides Hustedt

I的h－hdl
I的h－hdl
l的h－hdl

10gh－hdl
10gh－hiL

109h－indI

＝コgh－ind

l的h－hd

10gh－hob

＝）gh－hob

10gh－hobl

10gh－血＝
109h－hobl

l的h－hobl

l的h－hobl
l的h－hobl

109h－hobI

109h－hob

＝）gh－hob

10gトhob

lOgh－hob

IOgトunkI

＝〕9トind
＝）gh－hd
l的h－ind

l的h－hd
I的Hnd
109h－hob

l的h－hd
109トhd

109h－hd
109h－ind
10gh－hd

H〕gh－hd
l的h－hd

I的h－ind
lOgh－hd

l恥h－hdl
IOgh－hdI
I的h－hd

日加H【d

l的h－i【d

l Ogh－hd

＝〕gh－ind

109h－hd

l Ogh－ind

IaC－lLlr－Phl

l hd Ilnd I

l　卜nllnd　1　　　　　　1
Iind l unk i

l aL－iLIlnd I

I a卜bilind l
l aL一iLIind l

l aL－iLl卜phl
l ac－lLIind I

lac－iLl卜phl
l ac－biliIld l

lac－nlind l

lac－iLIind I

lac－1日日月hl
lac－iLl卜phI

lac－iLl卜phI
Iac－lLl卜phl

l ac－iLI hd l
l ac－iLIind l

lac－iLI hd I
l ac－iLIlnd I

I unk l〕nk l

I　卜仕I卜phl
l　卜仕I卜phl
l　卜nllnd l

laHLl L－Phl
h正iLIind l
I ac一汗I卜phI

l aHLI hd I
l aL－iLIind l
l武一仕1卜phl
l山一lLI卜phl

IaHLl卜phl
l aHLIind I

l aL1日目nd I
l止現I hd l
l山川＝日面l

日面I卜phl
I同Iind l

l aL一itIind I

l　卜仕Ir－PhI

Ia卜biI卜phl
I　卜仕l L－Phl
l aHLl L－Phl
l aL一blI r－Phl

laHLI r－PhI
I u〔k l unk l

l武一仕l卜phl

llind I hd I

IIi【d l hd l

llaH目し－Phl

l u〔k l u【k i l

Il aL－bil hd l
ll aL－iLIind l

Il　卜仕l卜phI
II　卜nl hd1　1　　　　2
Il aL－i日日【d l
llaいい目〔d l
H aHLI r－bil
くI u【k I u〔k I l

H aHLi卜phl
日症用Ilnd l
dIaL・lLlr－PhI

dl　卜仕lr－Phl

Ll武・lLIlnd I

dIa巨仕Ii【d I

dlaHtI hd I　・　　　・
dl山・仕l周I　・
dI　い仕Ilnd I
dl aHLIlnd　1　　　1
dI　卜仕Ir－Phl
dI五月lr－Phl
dI aHLl r－Phl l
LI aL一i日日【d l
dIlnd lind l

dl aL一仕Iind l

dl aC－iLIind l

，dl a卜iLI卜phl

一日ind lind l

ldllnd l hd I

Idlind lind l

ldl五月l卜phI
ld日面　日通　I
tdllnd Ii〔d l

ldl aHLI hd l
ldllnd　＝【d l
ldlind llnd l

ldI　卜nllnd I
lLI a目し＝〔d l

lkI unk l unk l

lkl unk l〕nk I

10gト〕【kl
109h一hd

109h－hdlind I h

l的h－indI hd l h
＝）gh－hdlaH目し－
10gh－U〔klu〔k lu【

109h－indl武一bili【

10gh－hdlaHLIi【
10gh－indl　卜仕lト
10gh－indIa上目ノI h

10gh－indlaL－nl行
I由h－hitlaいいIlr

l09h－hdlaHLIr・
l旬h－Unklu【k Iur

l的h－indlaHLiト
10gh－hdl症用Ilr

IOlh」ndIaH＝「・
＝小一hdl　卜仕lr・
I的h－h仕IかlLIll

10小一lndIa巨仕Iil
IO9h・hdlaHtIll
I的h・l鵬l山・l日日l
＝〕9h・hdI山川III
IOgh－hdlaHLIll
l的h－hdI　卜仕Ir・

1的h－軸dI五月lr・
I的h－i【dIaHLlr・
＝Igh－hiLIaL一i日日l
IOgh－hdIlnd lil

＝）9h－indlaL一仕Ii】
10gh一面＝aC－iLIi一
日）gh－indlaHLI L
109h－hdIind li
l的h－indllnd li
IOgh－indlind li

I的h－indl五月l L

10gh－ind日面Ii
I的h－hdllnd Ii

＝〕gh－hdlaHLIl
＝）gh－indllnd　＝
109h－hdlind ll
I的h－hdI　卜nll
H〕gh一日LI a目し＝
109h－unkIunk lt

l0gh－U〔klunk lL
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！骨icuh　帥用Hu細面

〟射′icuh M庸h ruetzi明

地…Ulc vレはuh Kuetzi〔g

他の高山＝ル亘血h v即∴！OSfe＝dfd（Kuetz．）CLeve

甑の川h sp．－1

他の用h叩臣

帖甘面目両前佗　ほhr．）CLeVe

／似dfu巾（付加vaL如gic印S（Greg．）CLeve

・腑は短日山南…HUStedt

〟eidh月の雨量油川（釦！．用「ame「

舶h仙川hHchco人目　はhr．）CLeve

桁idiuIirtdis（Ehr．）CLcve

仙心肺ね細面仙川「〕nOV

柄rzs山kレ帥iss岨Gru〔0V

・机五山兢日柄＝fs（AmOtt）Gr〕〔0V

〟五持油ね／0〔出oJc Gru〔OV

〟lrヱゝCHc／川S柚U膚（Kuetz．）G「U［0V

机は高圧日脚沌甑再血「

〟仕昔山元obrum var．scd圧e＝け0川はGr〕〔0V

射れ山前＝融的（K〕et．用．Smi【h

肌rzs油はC†．閃k∝周Gr〕〔0V

〟仕拍山h cf．「祝はHantZSCh

〟汀㌫山高lレ油日0〔e‖q var．vicrorkeむUnOV

〟irZSC柚目礼

Pi冊（血ric肌用印厄打h U．Smith

PmUhr mCrO印厄打h var．U通りはh Skvortzov

Pinnu如h　卯帥dicuh紬は．）CLeve

′・Pin棚仙南再0日旭日s Ehrenberg

・Pimuhパc boredh var．rec加9Uhrk CarLso〔

P行間hH　レcu両l（Gr脚．）CLeve

作間仙南4両仰蛸用．Smith
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表10　下川津遺跡第1低地帯流路1珪藻分析結果

l　　　【coL明y I
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I的h－indl tnd l t鵬l
I的h－hdla卜仕I hd l
I的h－indIa卜i日日【d I
I的h－〕nklunk lunk l

l0gh－unkIu〔k lind l

I的h－indI hd I卜phl
I的h－hdlind li〔d I
I的h－hdI　卜仕Ilnd I
I的h－indIlnd lind I
l的h－hdIind Ii【d I
l的トhobI ac－biI卜phl

l的h－hdl hd Iind l
l的h－indlind Iind l
l的h－hdl hd Iind l
I的h－hdllnd lind I
IO9h－lndIind Ii【d l

109h－indllnd llnd I

Iogh－u〔kIunk l u【k I

＝）gトhlLIaHLI hd I
＝）gh－hdllnd lind I
＝Igh■indIind l卜phl

＝】gh－hdlind li【d I
I的h－hdlaHしい－bil
I的h－hobIac－iLIトいl

8

1

10

3

1

35

1

5

1

11

1

13

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

2‘

1

2

1

1

1

18

5

1

1

8

1

1

8

1

1

1

11

3

陶ri〔e舶tcr Species

M訂油日08raCkish的ter Species

Brackish Uater Species

Fresh Uater Specics

0　　0　　0　　0

0　　0　　0　　0

0　1　0　1

弘　100　101　3

TotaL Number o＝旺両椚 101101　1

し【GE曜

日．R．：D7㌧ノウトヽ＝タイ鳩テ＝ウセイ

憮h　：，コウエJtイ（キス㈹イ）

Ogh－h仕：日工シーカェシセイ

Ogh－hd：日工シーフテ代イ

Ogh－hob：日工シーケンエシtf

Ogh－U〔k：ヒシエシーフメイ

・陸生珪藻

PH：スイソイわノウトヽ＝タイ礼テ吊ウセイ　C．R．：リュウスイ二タイ礼i吊ウtイ

ac－bi：油化層

さC一江：：付けM

ind　：PH－フテ代イ

aトbi：シコア的リセイ

aL一代：コ好捕㈹イ

U【k：PH－フメイ
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卜bt：シカス代イ

トph：力誠代イ

ind：リュウスイフテ仙イ

「－bi：シ剖ユウスイセイ

r－Ph：カリュウス代イ

u【k：リュウスイフメイ



喜

彗墓
相ぷ
逆醸
柑逆

柑
）

融討華甲が

臓討乎雛却

融的立坪頓

＋融湖畔甲￥

封討翠立坪堰

＋融勒平牒針ば

（前部博打曾」ト虹＝t半解）

融的士H

勅勘石年4／∠却＋融討石年4／∠

線討翠士H

封制牒臣耳＋

（韻事は醒管」「醇＝t謡響く宰

融的

融現題

封討諺

融現題

融討捌
♪洋平

士一号諺

瀞一題諺

士一題淳

却一骨諺

（前部憾曾」ト序；t謡敏尊号）

蝉

胡

莱

悠

紺

野
終

端
塔

廿
童］

満

月
壕

梯
廿

胡
避

トキ
C〉
⊂）
iニT

L／「

「、

C）
Lr＼

l′1

ぐ・J

C）

i

（
CD

で
巴

‖「「
3才Jp7れβ臼か7∂∂J・ユPA Sア7p∂JO守りJp2m壁材 ●

pの押’〟＿＿＿＿竺＿＿＿L＿＿＿」＿…

p草加∂了以〇〇　°〟

SJSu∂鞘号∂粥p7門の仰〟．＿＿＿＿．⊥旦＿」　＿＿＿ヱ＿＿＿．＿石

S肋0才りdup埠り〇〇g押堀

叫dれJ∂md堅甲和昭

山の叫あ7単組現の

dds p7門の爪か〟

＿＿．＿＿＿＿＿＿」＿＿＿」＿＿＿0

」 ＿＿＿1＿＿＿＿　C）

0
＿＿　　　　＿＿＿＿－l

O

m叫粋の＝M叫ゆ柑二三二1

鱒
事
項

杵
話
堪

p〇了7p封L mり飢％砂γ甲

「「「pSO〇才揮いユeA嘲れ山か7れ甲和平が触フ埠飢呵河柑

＿・．＿．＿＿＿＿＿－＿・．■■　－．＿　－　＿＿．．・．－

．＿＿＿9＿＿＿＿＿」

‥ニ｝■－　＿＿＿－

0

拡碇叫中　　ト

＿■l

－512－

e

h
侭

項
羽

涯

e
露

iは
くつ

e

h O

菩毒
性　咄
瑞・　e

訳　　喘
＿　　廿

●　°

●．　　　　　0

●

坦忌
轟き穐
朝召
碑輩
el
世ヨ
単車
却些
細冨
至芸

≡≡
－　　′1

壷J

豊翼等
e±至吏

蛸‖＼J
鈷1上席
匝矢場
空挺巨
轢e㌧」
世胡刃
畔者嶽
′H寅蛸
㊥・世
と者塑
寵虻車
u・細
一着更
地避卜
薦S，卜完
排日当年＼吏
名目＼鞍」
ぜい卜〔日記
一礼毒ロト
経世填ユ
垣玉照∩
噌催いや艮
救世小変
ミ碑戻寵
ト）艮吏

N
▼－■

匝



表11下川津遺跡第2低地帯珪藻分析結果

l EcoLogy l

Species Name

l H．R．I pHI c．R．！　10 3　15　17　19　　21　22　　23

机rzscHα（0円佗km Gr〕［0）　　　　　　　　　’　　　　I Meh l I l

月chcn仕e自mceo加d（Breb．）Gru〔0V

舶五冊＝c hW石目の椅k Gr〕〔0V

伽所om o甘情用uetzi〔g
伽所0用0mHs var．柚仙南（K〕etZ．）V．He〕rCk

如C出目α四m血相GmeLi〔

・Cdoneis cerO面目αBock

Cαfoneis hci＝川（Gr〕〔．）Mereschkovsky

・Cdonds hclim Hustedt

・C川be＝a cSperd（Ehr．）CLeve

C川毎日c m前cu＝／0用is A〕erSVaLd

C川bdh sfk　血　臥elsch

のの0〔eis omHs（HiLse）CLeve

Fu〔0五ユ血の貢or㈲Hs H．KobayaSi
hmHdね＝m A．CLeVe

Fu〔0兢＝0mim〔hre〔berg

FunoriαfnciscV．5神州eズGregory
runoric fumris（Ehr．）Gr〕〔0V

Funo五αh肋汀k var．S通crC皿h（N凋．）Gr〕〔0U

fu〔0日d卸間Odo〔Va「．Unduhrc CLeve

Fu〔0日α桝汀HmHk var．前nor（Kuetz．）Rabe〔horst

Fu〔0兢り餌五血事va「，U雨uhh（RaLfs）Rabenhorst
血周航卯Ⅶ瑚血var．Hdens Gru〔0V
rru柚ね相加ris（Thait．）De To〔i
Go叩厄朋関目m甘血待用Ehrenberg

Go叩占one相即gUSfu膚Agardh

Go岬的冊関目明細仕れ冊（K〕etZ．）R∂be【horst

Go叩わ0眠m c叩U′Ehre〔berg

Go叩占on引氾（相即〝Var．rUrris冊r．几卸ge－BertaLot

Go碑石0円銅c c（evei Fricke

Go叩ho掴m grcCHe Ehrenberg

60両onem油小用血相〕etZing

Go叩honem囲rVU州K〕etZing

Go叩hon印c印厄打Oph0几用Ehrenberg

Gyros押c SCdpmはes（Rabh．）CLeve

・他nrzschね　叩hioズyS（Ehr．）Gru〔0V

仙柏聞損い細面oxys var．両用ズ（Ha〔tZ．）Gru〔0V

〝efosレ仕α胱汀mm K〕etZi〔g

・〝efosird r・OeSedm Rabe［horst．

侮hs汗庄川rfcns Agardh

仙し′icuh　胱汀fcαm【hre〔berg

他のcuh brれh錮dsβ．Peterse〔

仙南油日制圧血Var．hu叩cricα（Grun．）Ross
他のC油日叩摘血Var．（unebu′genSis（Gru〔．）Patrick

・栂のcuh　即fervcced（Kuetz．）Gr〕〔0V
朝雨cuh co雨銅h Gr〕【0V

・他のcuh co雨e h fo．Hceps（Arnot日日ustedt

他のcuhcryproc両h Kuetzi咽

他のcuhcusのd雨c Kuetzi〔9

他のcuh decussk Oestr〕P

他のcuh cf．dけfic＝l血Hustedt

仙vicuk e崩れ帥Sis（Greg．）RaLfs

他Vjcuh e励nensis var．略両ch（Krass．）Patrick

・他のcuh c†．h甘兢両oides Krasske

他のcuh柚叩石目d（Gr〕〔．）CLeVe
・他のcuh

他vicuh

・他のcuh

他のcuh

他のcuh

・他のcuk

他のcuh

他のcuh

他のcuh

如0h Var．囲hsfrf　仙sL几〕〔d
heのS血K〕etZi〔g
肌はkαKuetzhg

phusib＝is Hustedt

抑卯h Kuetzi〔g

矧症雨用Gru〔0V

k冊＝oides H〕Stedt

SP．

SPP．

・似肌用の画冊Hustedt

舶来仙川α即日油川Hか．几rammer

〟e甘短日関前k Hustedt

Ogh－indlaL一江Ir－PhI

O9h－hdlac－iLI hd I

Ogh－hdlaHLl L－Ph1
09h－hdIaHLIlnd I　　2
0gh－h仕IaHLI hd l

Ogh－indlaL－iLl hd I

Ogh－indIaL－iL h－PhI
的h－hdIind Iind l
0gh－indl hd I hd l
的h－hdI hd lトphl
吋Hndl hd I hd l
的h－indla卜i日日〔d I
Ogh－hobIac－iLl L・Ph1

09h－hobI ac■biIind I

Ogトindlac－iLI hd I
Ogh－hobI ac－iLl hd　1
0gh－hobl ac－iLI卜ph1
0gh－hoblac－iLlトph1
0gトhobl aC－iL＝nd　1
0gh－hobl aC－iLI hd　1
0gh－hobl ac－i＝‖nd　1
0gh－hobl ac－iLIind I

OgトindlaHLIind I
的h－hdIaL－iLl L一PhI

OghindI aL－iLI hd l
09トindlaL－iLI hd1
0gh－indIaL－iLIind1

0gh－indlind I L－Ph1

0gh－hdIaHLlr－PhI
Ogh－indlaL－biIトphI
的h－indIaHLlトbi1
09h－indIaL一iLIr－Ph1

0gh－indIa卜iLlトph1
0gh－indl aL一江Iind I

Ogh－indI aトnIind I

Ogh－hdlaL－iLiind I

Ogh－hobIac一江Iトph1

0gh－indlind ii〔d I

的h－hiLIaトbiI hd　1
0gh－hdIaL－iLlトphI
Ogh－hob＝【d Iind　1

0gh－hdIaL－iLlr－PhI
Ogh－hiLl∂し－iLIind I

O9h－hdIaHLIind　1
09h－indIaHLIind1
0gHndIaL－iLI hd I
Ogh－hdlaL－iLIind I

O9h－indla卜仕ii〔d I

Ogh－indIaL一汗lr－PhI

Ogh－hdl u【k I u〔k I

Ogh－indIaHLl「－PhI
Ogh－indlaL－iLIr－Ph1

0gh－hdl hd l hd I

Ogh－hiLI aL－iLIind I

OgHndl hd I hd　1
0gh－indIac－iLI hd I

Ogh－indl hd li〔d1

0gh－indIind lind l

0gh－hdlaL－iLI hd1

0gh－hdIind lind I

Ogh－unkl u【k l u〔k　1

0gh－〕〔kl unk I u〔k1

0gh－u〔kI〕【k I u【k　1

0gh－u〔kl〕〔k I hd　1

0gh－hdi hd IトphI
Ogh－hob f ac－i日日nd l
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2

1

1

－

3

－

1

1　　2

1

1

1

1

2

1

1

1

3

2

1

30

5

1

1

5も

1

7

1

30

2

1

6

1　1

tP

1

2

1

1

2

5

6

35

‘

1

36

5

1

1

9

23

‘

2

1

1

1

1

1

2

1

ヘ
ム

1

1

1

1

1

15

5

2も

1

25

2

39

1

7

1

1

1



Neidiu帝hitchco人目（Ehr．）CLeve

NeLdEumiridis（Ehr．）CLeve

机fzsc柚mm冊血血（U．Smith）CLeve
柄kschh br帥hs軸c Gr〕〔0V

机fJSC吊d

・柄fzs吊α

机rzSC柄α

〟Hzs吊4

机rzsch山

一Vffzsc柄は

机rZSC柄α

Cdpire＝αh Hustedt

debf＝S（AmOtt）Gr〕〔0リ

＝振軋Hs U．Smith

obfusd Var．SCdpe＝iformis Gr〕〔0V

pは上川（Kuetz．）U．Smith

r0貢のねh H〕Stedt

的引ioneJh Var．のcforke Gr〕［0V

・P冊のαねboredis Va「．reC加guhHs C∂「Lso〔
PhnUは／高ユ山Ⅷ期日（Gr〕〔．）CLeve

拙m血｛町河血Ehre〔berg

蝕m血有畑再血Va「．（heqris Hustedt

Pinnuhrh　叩emrHX MHLs

・Pi面肝油両川edね（Largerst．）C．Leve

Pfn〔Ujdriq爪jc川ShUrOn（帥「．）CLeve

・Pinnuh　ね爪Ohris Grunov

Phnのパa nob＝is Ehrenberg

Phnukパα〔Odosd臼1re〔berg

円周山の貢＝lOdosαVar．用のhh A．CLeve
・P°仙両汀ね0山川m Kr∂SSke

・Phnuhrh scレ0ederi（H〕St．）Krammer

Pfnnuhrh　面目s H〕Stedt

・円冊のdrid SUb即ihh Gregory

円山野川のHdfs（Nitz．）Ehre〔berg

P mの石q sp．

肌仰山在日両舶用kはhr．）0．M〕LLer
5紬げ0冊fs GCUh．Smith

Shuro＝自dUenbu用id柑H〕Stedt
HdUrO〔ek nobi＝s Sch〕ma〔n

S血′0朋is所0紺ic紺rerOn（Nitz．）Ehre〔berg
ShurOnefs re〔e！u H〕Stedt

Surレe＝d cngUSrG K〕etzhg

Surレdh o冊h vlr．所用血（U．Smith）H〕Stedt
Su石門有ねsp．

＝）gh－indIaC－iLIind1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
日）gh－hoblac－iLlトbi1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
10gh－hdIaL一iLlunk l l l

IOgトU【kIunk lunk l l l　‘

10gh－unklaHLIu〔k1　　　　　　　　　　　　　1
日〕gh－lndlaL1日目nd I　　　　　　　　　　　　　　　2　1　1
日）gh－irldlaL－iLl r－PhI　　　　　　　　　　　　　　　　　1
日〕gh－hiLI aL－iLIind1　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1
10gh－indI aL一iLI hd　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

日）gh－indI aL－iLIind1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　3
日〕gh－hiLI aL■iLI hd1　　　　　　　　　　　　　　　3　1

10gh－hdlind Ii〔d1　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1

IOgh－hobIac－biI L－Phl　　　　　　　　　　　　　　　2　　5

10gh－hdl hd I hd l　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　6

日〕gh－hobIac－iLIInd I l　　2
10gh－hobIac－iLI卜ph1　　　1　　　　　　　　・

＝〕gh－ind＝〔d Iind1　　　　　　　　　　　　　　　　1
10gh－hd＝〔d lind l　　　　　　　　　　　　　　　も　　2　　2
日）gh－ind＝nd　＝〔d l　　　　　　　　　　　　　　　　　1
日）gh－hobIac－iLI Lpphl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
日）gトhdl ac－iL＝〔d1　　　　　　　　　　　　　　5　12
日〕gh－hdlac－iL＝【d I　　　　　　　　　　　　　　　3
日〕gh－ind＝nd I hd1　　　　　　　　　　　　　　　　1
IOgh－hdl hd lind l l
IOgh－u〔k hnk l〕nk1　　　　　　　　　　　　　　　　　2
日〕gh－hdlind lind l　　　　　　　　　　　　　　12　　9　23
logh－hoblac－iLIind l l　1

IOgh－unkl u〔k l u【k1　　　　　　　　　　　　　　1

日〕gh－hiLIaL－nI hd1　　　　　　　　　　　　　　1
日〕gh■hdIaL－iLIトphl　　　　　　　　　　　　1　　　1

日〕gh－hdI a上目つl hd　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1

IOgh－hobI ac－i日日nd1　　　　　　　　　　　　　　　5　1
10gh－hdl hd l L－PhI　　　　　　　　　　　　1　3　　　　1
10gh－indlind Iind i l

I Ogh－indI aHLl r－b11　　　　　　　　　　　　　　　1　1
10gh－indl aL－iLl r－Ph1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

10gh－U11kl〕nk l unk I l

Hdrine udter Species

Mari〔e tO Brackish uater Species

8「∂CHsh山ter Species

Fresh u3ter Species

0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0

0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0

0　　0　　0　　0　　0　　0　　3　　0

2　　5　　0　　2　10　217　22‘　21も

Tot∂L Number of Dねtoms　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　5　　0　　2　10　217　227

LEGEND

H．R．：工シフ㌧ノウト≠二タイ礼テキ寸ウセイ

Meh　　：チュウェJtイ（キス代イ）

Ogh－hiL：しエコーコウエコセイ

Ogh－ind：し工シーフテイセイ

Ogh－hob：しエシーケンエシセイ

Ogh一〕nk：日工シーフメイ

・陸生珪藻

PH：スイソイわノウトヽ二タイスルテキ約七イ　　C．R．：リュウス仁タイスルテ吊りセイ

ac－bi：シシルセイ　　　　　　し－bi：シカス佃イ

aC－iL：コウルセイ

hd　：PH－フティH

aL一bi：シ期川リセイ

dL一iL：コウア肋腫イ

U〔k　：PH一フメイ

卜ph：コウシス仙イ

iIld：リコウスイフテイセイ

「－bi：シ剖ユウスイセイ

「－Ph：コウリコウス仙イ

unk：リュウスイフメイ
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表12　下川津遺跡第3低地帯珪藻分析結果

Species N川e

E叩Leヨ〉′　　　1

－r‥一一一1　二一一ニーi

H．R．l pHI C．R．I 8　10　13　15

・伽所om mnhm K「aSSl、e

伽p山間の鳩目s K〕etZi〔g

舶所0用0用iis var．d柄雨S帆etZ．川．Heurck

C川be＝d hrのduh Gr〕〔0U

Oip（0neis関川αCLeve

rUnO－ic“肋汀ね（E［1「．）Gr〕〔cV

Eu冊仙り郎仕血悔∨訂．庸hor（Kuetz．）R∂be〔horst

・rUnOfねpm川h Ehre〔berg

m仇Hc consfru錮S Var．Venrer（Ellr．）Gru〔0U

Go岬わo e相　加油川Ehre〔ber9

60印加〔em9用Hh Ehre〔berg

Go碑わ0脚柏抑Ⅶ山川uetzi【9

・地雨ZSChね　叩わねズyS（Ehr．）Grunov

・仙Vicuh COnfe作cCeα（K〕etZ．）Gru【0V

仙南油日岬耐油川UetZi〔g
他の飢両日油汗値相は（Greg．）RaLfs

血の飢両日油汗冊椙はVar．n叩iecは（Krass．）Patrick

他のcuh h押ks m K〕etZing

・他の仇両日柑五m K〕etZi〔9
〃if～Sdh rusruh爪（Kuetz．）Grunov

Pinnukric ccrOS所のrh U．Smlth

・Pi冊Ulcrid SChroederi（Hust．）Krammer

P血甘血豆日南来航日割tz．）Ehrenberg
紬0囲応接日周血（Ehr．）0．MuLLer

・Srm〝Oneis obrusc LagerSt

S血roneis p／10enic鰯teron川itz．）Ehrenberg

Surレe＝c d叩USh Kuetzing

10gh－indIind lind l　1

10gh－hdIaHLI卜phI l　・
Iogh－indIaHL＝【d1　2
IOgh－hdIa卜iLI hd l．1

10gh－indIi〔d l u11k1　1　－

Iogh－hoblac－iLI卜ph1　1

10gh輔obIac－i日日【d I　1

10gh－hoblac－lLI hd l．1　－　1

日〕gh－lndldト仕Iトph11　　　　　・
10gh－indlaトnIi〔d I l　　－　・

10gh－lndlaいいl巨phI　　　　も　　一

10gh－indI　卜仕Ir－Ph1　1　　　．1
IOgh－indIaHLI hd I　　5　　　　　　　2
日〕gh－hdIaL－iLIind I l
＝〕gh－hdlaL－iLllhd1　1　　　　　　1
10gh－hdIaHLlr－Ph1　1　－
日）gh－hdIaHLIr－Ph1　1　一　　　　・

日）gh－indIac－iLIind I d
＝）gh－’indIind l hd I　　2

IOgh－indIaHL＝nd1　1
I的h－hdlaHLl卜ph1　1　1
109h●lndI hd lind1　－　　2

10gh－hoblac－iLIind I l　　一　　一　・

Iog恒ndl　卜仕l hd l　1　－
109h－lndIind lind I　1　－

1的h－indl hd l卜ph1　2　1
10gh－indIaHLIr－bi1　1　－　　－　　－

Marhe的ter Species

Ma「he tO Brackish Uater Species

Brackish Uater Species

Fresh的ter Species

0　　0　　0　　0

0　　0　　0　　0

0　　0　　0　　0

37　　8　　2　　3

TotaL Number o†Diatoms　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

LEGEND

H．R．：エシフ㌧ノウドニタイ袖テ榊ウセイ

Ogh－hiL：日工シー刀工Jtイ

Ogh－hd：じエシーフティtf

Ogh－hOb：ヒンエシーケンエシtイ

Ogh一間k：日工シーフメf

・陸生珪藻

PH：スイソイわノウトヽ二ダイスルテ与的セイ

ac－bi：シンルセイ

ac一代：：押待M

ind　：PH－フティtイ

aトbi：シシァル別セイ

a卜iL：コウ細別セイ

unk　：PH－フメイ
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C．R．：リュウスイ＝タイ礼テ吊ウセイ

トbi：シカ仙イ

トph：カシス代イ

hd：リュウスイフライtイ

r－bi：シユリュウス化イ

r－Ph：カリュウスイセf

u〔k：リコウスイフメイ



・珪藻化石図版説明

図版3

写真番号　　　　　　　　　　　　　　珪藻化石種名

1　Achnanthes minutissimaKuetzingst

2　Alク砂hom normaniiRabenhorst

3　Cblbneiisilicukl（Ehrenberg）Cleve

4　CymbelhlgmCilis（Rabh．）Cleve

5　Cymbelhlheteれ砂Ieumvar．minor Cleve

6　CymbelhlSilesidca Bleisch

7　CymbelhlSinuaiaGregory

8　Cymbelhltu7giduhlGrunow

9　Eunotiapectinaliivar．minor（Keutz，）Rabenhorst

lO EunotidPectinaliivar．minor（Keutz．）Rabenhorst

ll Go〝砂honema acuminatum Ehrenberg

12　GomphonemagmcileEhrenberg

13　Go〝砂honemaparuulum Kuetzing

14　GonQhone研αtrunCatumEhrenberg

15　Go〝砂honema truncatumEhreberg

16　AbvicuhlCO承ruacea（Keutz．）Grunow

17　mvicuhlekinensisvar．neglecta（Krass．）Patrick

18　NdvicuhlhleVゐsimaKuetzing

19　Abvicuhz muticaKuetzing

20　NduicuhlVenetaKuetzing

21mnnuhlrid acγ04）haeridRabenhorst

22　mnnuhlridgibbaEhrenberg

23　StauγOneLsphoenicenteron（Nitz．）Ehrenberg
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地点及び試料番号

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－18

第1低地帯流路2－18

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21

第1低地帯流路2－21
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第5節　下川津遺跡出土木製品の樹種分析委託報告

はじめに

本節では2本の樹種鑑定報告を掲載している。報告1は木質古文化財調査会（京都大学名誉教授　島

地謙氏，京都大学木材研究所　林　昭三氏）による報告であり，報告2は金沢大学助教授　鈴木三男氏，

農水省森林総合研究所　能城秀一氏による報告である。

なお報告1は当初，調査概報に掲載する予定であったが諸般の事情により果たせず，ここに両報告を

並載している。

本遺跡出土の木製品樹種鑑定報告が2本に分離しているのは，全く当方の理由による。度々延べてき

たように，下川津遺跡の調査は1985年度～1987年度の足掛け3ヶ年の長期に及んだ。早くも初年度の調

査で第一低地帯流路2等から撃、壷鐙を中心とする多量の木製品を検出すると共に第一微高地北部，第

4微高地で後の調査で明らかとなったような比較的大形の掘立柱建物を中核とする大規模な集落址の一

端を確認した。この段階で本県では過去経験の無い大規模な集落調査になることが予想できた。そのた

め，遺跡の全貌一早く把握することが調査遂行上急務とされ，一手段として既出資料の基礎整理および

一部の資料化作業を発掘調査と並行して実施した。その一環として出土木製品の一部の樹種鑑定委託を

翌1986年度に計画し，木質古文化財調査会・島地謙氏に依頼した。

調査終了後，出土木製品整理に当たって全体的な樹種鑑定を行う必要を痛感しあらためて，既鑑定分

以外の資料について金沢大学　鈴木三男民らに依頼し鑑定頂いた。

なお両報告とも，出土地点の記載については調査時遺構名であったものを，編集者が本報告遺構名に

変更している。また報告2の樹種一覧表は第6章の木製品観察表中にまとめた。
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報告1昭和61年度調査の分析委託結果

京都大学名誉教授　島地　謙

京都大学木材研究所　林　昭三

本州四国連絡橋瀬戸大橋建設に関連して発掘調査された，香川県坂出市川津町下川津遺跡（弥生時代

前期～古墳時代）から多数の木製品が出土した。今回はその中から69点を選び樹種の同定を試みた。発

掘された資料はいずれもきわめて貴重なもので，大きな傷をつけるのははばかられたので，顕微鏡観察

のための切片採取はすべて資料が保管されていた香川県埋蔵文化財発掘調査坂出連絡事務所において，

資料から直接木口，柾目，板目の徒手切片を採取し，資料に与える傷を最小限にとどめるよう努めた。

採取した資料切片は実験室にもち帰り，無染色のまま常法によりビオライトで封入してプレパラートを

作製し，普通光顕微鏡ならびに蛍光顕微鏡観察に供した。これらのプレパラートはすべて京都大学木材

研究所材鑑調査室に保管されている。

樹種同定結果

樹種同定の対象とした遺物名，出土位置，および同定された樹種名は表1に示した通りである。同定

された各樹種の顕微鏡写真は代表的なもののみを図版1～5に示した。

以下に各樹種同定の手掛かりとなった特徴，およびその樹種の一般的性質について簡単に延べる（各

樹種名の後の［］内数字は表1中の整理番号を示す）。

モミ　AbiesjirmaSieb．etZucc．（マツ科）［62］（図版1－写真1，2）

垂直・水平樹脂道，樹脂細胞ならびに放射仮道管はいずれも存在しない。放射柔細胞の壁は厚く，多

くの単壁孔をもち末端壁は数珠状を呈する。

分布範囲は暖帯から温帯下部。本州，四国，九州，屋久島に分布する常録針葉樹。通常樹高20～30m，

直径50～80cmに達する。加工容易であるが割れやすく，軽軟で保存性は低い。建築材，器具，包装箱，

製紙原料，棺桶などに用いられる。

二葉マツ　mnussp．（Subgen．Diproxylon）（マツ科）［36，50］（図版1－写真3，4，5）

早・晩材の移行は急である。大型の垂直・水平樹脂道が存在する。分野壁孔は典型的な窓状である。

放射仮道管の内壁に鋸歯状の突起が顕著である。

日本産の二葉マツにはアカマツ（P．戯画殉職）とクロマツ（カ．触感勧蕗）があるが，木材の組織

構造から両者を区別することは困難である。アカマツは本州以南の温帯から暖帯にかけて広く分布する

常録針葉樹で，樹高30m，直径1mに達する。木材は重硬で水湿に強く，柱や梁，土台などの建築材，

橋梁や杭などの土木材のほか器具材，船舶材，彫刻材，マッチ軸木など広く利用される。クロマツは本

州以南の温帯から暖帯にかけて海岸に多く自生し，材はアカマツに比べてより重硬である。用途はアカ

マツとほぼ同様である。

コウヤマキ　SciadqpibLSuerticilhliaSieb．etZucc．（コウヤマキ科）［31，41］（図版1－写真6，7，

8）

早・晩材の移行は比較的緩やかで，晩材幅はきわめて狭い。垂直・水平樹脂道，樹脂細胞，放射仮道

管はいずれも存在しない。分野壁孔はやや小型の窓状壁孔である。
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分布範囲は暖帯上部から温帯。本州，四国，九州の山地にきわめて限られた分布を示す。一科一属一

種で日本特産の常緑針葉樹。樹高40m，直径1．5mに達する。辺材は黄白色，心材は淡黄褐色で，耐朽・

耐湿性が強く，強靭で微香がある。建築，土木，船舶，井戸枠，風呂桶，棺桶などに用いられる。近畿

地方の遺跡から出土する古代の棺材の90お近くがコウヤマキであることから，少なくとも近畿地方では

かつてはかなり広く分布していたものと考えられる。

ヒノキ　Cゐα∽αβの少α壷0∂おαEndl．一（ヒノキ科）［22，29，30，32，39，42，43，44，45，46，47，48，49，51，

52，53，54，55，57，58，60，61，68，69］（図版1－写真9，図版2－写真10）

早・晩材の移行は緩やかで，晩材幅は狭い。垂直・水平樹脂道は存在しない。樹脂細胞は晩材部に遍

在する。放射柔細胞の壁は薄く，分野壁孔は典型的なヒノキ型で1分野に平均2個存在する。

分布範囲は温帯から暖帯。本州，四国，九州にかけて分布する常緑針葉樹。樹高50m，直径2．5mに達

する。辺材は帯黄白色，心材は美しい淡紅色で特有の芳香と光沢がある。強靭で，耐朽性，耐湿性に富

む。姪築，器具，漆器，土木，彫刻など用途は広い。

ヤナギ属　先払sp．（ヤナギ科）［34］，（図版2－写真11，12，13）

散孔材。道管は単独あるいは放射方向に数個複合して比較的均一に分布する。道管の大きさはやや小

さい。道管の穿孔は単穿孔で，道管・放射柔細胞間の壁孔は比較的大きく，ふるい状に配列する。放射

組織は単列異性である。

日本に生育するヤナギ属の樹種は約40種あるが，木材の組織構造からは種の区別は困難である。いず

れも水湿に富んだ陽光地を好む落葉広葉樹で，樹高15mに達するバッコヤナギ（S．α舶0）のような高

木から，ネコヤナギ（5．gれ猫磁め血）のような低木まである。整理番号［34］の資料は一木を到り抜い

た壷鐙であるから，相当の直径に達する幹をもつ高木種であろう。ヤナギ属の木材は一般に白色の辺材，

淡黄褐色の心材をもち，軽軟で，包装箱，裁板，まな板，マッチの軸木などに用いられる。

カシ類　QueγCuSSp．（Subgen．Cyclobalanopsis）（ブナ科）［5，6，11，12，13，16，40］（図版2－写

真14，15）

放射孔材。道管は円形でやや大きく，単独で年輪界に関係なく放射方向に配列する。道管の穿孔は単

穿孔で，放射柔細胞との間の壁孔は大型の棚状を呈する。単列放射組織と広放射組織があるが，後者に

は板目面でみたときに木繊維が介在することが多い。いずれの放射組織も同性である。

カシ類はコナラ属（Q〝βγC〝S）のアカガシ亜属（q′Cわ鋤血机松前）に属する樹種を一括した便宜上の呼

名で，日本の暖帯照葉樹林の主要な構成要素をなす高木の常緑広葉樹である。西日本にはイチガシ（Q．

〆J∽），アカガシ（Q．αC〝わ），アラカシ（Q．gわ〝∽），シラカシ（Q．御用秘喝伽旋），ツクバネガシ

（Q．Sは萌妙肋）などが分布するが，木材の組織構造からは樹種の区別は困難である。これらの材はい

ずれも重硬・強靭で弾性に富み，耐湿性があり，船舶，車両，農具，工具，土木用材，柄類，下駄歯，

薪炭などに広く用いられる。従来各地の遺跡から発掘された鋤・鍬あるいはそれらの柄など，力のかか

る道具類にもっとも使用例の多い樹種である。

ナラ類　QueγCuS Sp．（Subgen．Lepidobalanus，Sect．Prinus）（ブナ科）［18，19］（図版2－写真

16，17）

環孔材。孔圏道管は1～3列で大きさは非常に大きい。孔圏外の小道管は薄壁で角張っており，放射

状ないし火炎状に集団をなして分布する。道管の穿孔は単穿孔で，内腔にチロースがみられる。道管・

放射柔細胞間の壁孔は大型で棚状を呈する。単列の放射組織と広放射組織とがあり，いずれも同性であ
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る。

ナラ類はコナラ属（Quenus）のコナラ亜属（Lepidobalanus）コナラ節（Prinus）に属する樹種を一

括した便宜上の呼名で，日本の温帯から暖帯にかけて広く分布する高木の落葉広葉樹である。代表的な

ものとしてはコナラ（Q．seγ用ね），ミズナラ（Q．樅明が通var．gれ）∬eSのγ仇短），カシワ（Q・de乃ねね）

などが挙げられるが，木材の組織構造からは樹種の区別は困難である。現在の分布を勘案すれば今回の

資料はいずれもコナラの可能性が強いが，断定はできない。木材は重硬・緻密で，家具，建築，船舶，

運動具，器具，合板，薪炭，椎茸原木などに用いられる。

クヌギ類　Quercussp．（Subgen．Lepidobalanus，Sect．Cerris）（ブナ科）［10，56］（図版2－写真

18，図版3－写真19）

環孔材。孔圏道管はほぼ1列で非常に大きく，内腔にチロースを含む。孔圏外の小道管は壁が厚く円

形で，単独で放射方向に配列する。道管の穿孔は単穿孔で，道管・放射柔細胞間の壁孔は棚状を呈する。

単列の放射組織と広放射組織とがあり，いずれも同性である。

クヌギ類はコナラ属（Quenus）のコナラ亜属（Lepidopalanus）クヌギ節（Cerris）に属するクヌギ

（Q．αC〝ぬsi∽α）とアベマキ（Q．〃α通毎払）を一括した便宜上の呼名であるが，木材の顕微鏡的組織

構造がきわめて似ており，両者の区別は困難なので，ここではクヌギ類として扱った。クヌギは東北地

方南部から九州にかけての，主に低湿地にごく普通に分布し，アベマキは主に西日本の平地から山地丘

陵にかけて分布するので，本遺跡においては両者いずれも出土する可能性がある。両者とも高木の落葉

広葉樹で，木材は重硬・撤密で強靭，割裂容易，耐朽性があり，器具，農具，土木用材，薪炭，椎茸原

木などに用いられる。各地遺跡出土の農具（特に鋤・鍬の類）において，カシ類に次いで使用例の多い

樹種である。

シイ属　α感加坤壷sp．（ブナ科）［2，3，66］（図版3－写真20，21）

環孔怪の放射孔材。年輪のはじめに大道管が点在し，そこから順次径を減じた道管が続き，晩材部で

は薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する。道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は単列同性である。

シイ属は典型的にはツブラジイ（C．川砂液面）とスダジイ（C．川砂娩血Var‥前面沌抗）に分け

られるが，両者の中間の性質を示す雑種もある。典型的なツブラジイは集合放射組織を常に有するのに

対して，典型的なスダジイは集合放射組織を欠くことから両者の区別ができるが，今回の資料切片のよ

うに，きわめて限られた小面積のなかで集合放射組織がみられなかったからといって，集合放射組織の

存在を否定することは危険であるため，あえてスダジイと断定せずにシイ属として扱った。シイ属は本

州，四国，九州，沖縄の暖帯に分布する照葉樹林の主要な構成要素で，高木の常緑広葉樹である。辺・

心材ともに灰白色で，材質は微密であるが肌目は粗く，重さ硬さは中庸で，耐朽・保存性は低い。建築，

家具，船舶，下駄，薪炭，椎茸原木などに用いられる。

ケヤキ　ZbLkovasermiaMakino’（ニレ科）［7，8，15，17，33，59，64］（図版3－写真22，23，24）

環孔材。年輪のはじめにきわめて大きい道管が1～2列並び，孔圏外では小道管が多数集合して接線

方向ないし斜方向につながる。道管は単穿孔をもち，小道管の内壁には螺旋肥厚がみられる。放射組織

は異性で，1～8細胞幅。上下縁辺にはしばしば大型の結晶細胞がみられる。

分布範囲は温帯から暖帯下部。本州，四国，九州にかけて分布する高木の落葉広葉樹。辺材は帯黄褐

色，心材は赤褐色で，硬くて強靭，耐朽・保存性が高く，水湿にもよく耐える優良材である。建築（特

に社寺建築），器具，家具，土木用材，船舶，車両，彫刻，ろくろ細工，薪炭など用途が広い。
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クスノキ　Cinnamomum can4）homSieb．（クスノキ科）［35，63］（図版3－写真25，26，27）

散孔材。道管の大きさはやや大きく，単独ないし2～4個がおもに放射方向に複合して平等に分布す

る。道管は単穿孔を有し，内腔にはチロースが存在する。道管の側壁には方向の不定な螺旋肥厚がみら

れる。道管・放射柔細胞間の壁孔は大型のレンズ状を呈する。軸方向柔細胞ならびに放射柔細胞の一部

は油細胞となって大きく膨らんでみられる。放射組織は異性で1～2（3）細胞幅，高さは低い。

分布範囲は暖帯から亜熱帯。本州（関東以西），伊豆七島，四国，九州に分布する高木の常緑広葉樹。

辺材は灰白色，心材は赤褐色ときに暗緑褐色。材は堅硬で耐朽・保存性が高く，芳香がある。建築，器

具，楽器，船舶，彫刻，ろくろ細工などに用いられ，根から樟根油，幹・根・葉から樟脳を採取する。

イスノキ　DisbJlium mcemosum Sieb．et Zucc．（マンサク科）［23，24，25，27，28］（図版4－写真

28，29，30）

散孔材。小径の道管がおおむね単独で平等に分布する。道管は階段穿孔をもち，内腔にはチロースが

存在する。軸方向柔細胞がほぼ一定の間隔で2～3細胞幅の接線状に配列する。軸方向柔細胞に多室結

晶細胞が顕著にみられる。放射組織は異性で1～2（3）列，高さは低い。

分布範囲は暖帯から亜熱帯。本州（関東以西），四国，九州，沖縄に分布する高木の常緑広葉樹。辺材

は紅味を帯びた淡黄褐色，心材は暗紫紅色ないし紅褐色。材はきわめて重硬・微密・強靭で，年輪は不

明瞭。日本産村中もっとも重く，もっとも強い材に属する。材面に光沢があり，建築（床柱），器具，寄

木細工，三味線の樺，櫛，ろくろ細工，薪炭などに用いられる。従来各地遺跡から発掘された櫛の用材

にもイスノキの使用例がもっとも多い。

ヤマザクラ　hnussa7VntiiRehd．var．カmasakumOhwi（バラ科）［20，21］（図版4－写真31，32）

散孔材。やや小さい道管が単独あるいは放射方向ないし斜方向に数個複合して平等に分布するが，年

輪の内境に沿ってやや密度が高い。しばしばビスフレツクが存在する。道管は単穿孔を有し，側壁に螺

旋肥厚をもつ。道管の内腔にはしばしば着色物質が詰まっている。放射組織は同性ないし異性（平伏細

胞と方形細胞からなるが，両者の形や大きさはあまり変わらず区別がつきにくい）で1～5（通常1～4）

細胞幅，40細胞高に達するものもある。

分布範囲は温帯。本州（関東以西），四国，九州に分布する高木の落葉広葉樹。辺材は黄褐色，心材は

赤褐色で光沢美がある。耐朽・保存性は高い。建築，器具，家具，彫刻，ろくろ細工，版木などに用い

られる。

ツゲ　B拡uSmicれゆhylklSieb．etZucc．var．j4t）OnicaRehd．etWils．（ツゲ科）［26］（図版4－写

真33，34）

散孔材。きわめて小さい道管が多数平等に分布する。道管の穿孔は階段穿孔で，階段の数はせいぜい

10本余りである。道管・放射柔細胞間の壁孔はふるい状を呈する。軸方向柔細胞はかなり多く，散在状

に分布する。木繊維の壁は厚い。放射組織は異性で通常2列（ときに3列），高さは低い。

分布範囲は温帯から暖帯。本州（関東以西），四国，九州にかけて分布する低木または小高木の常緑広

葉樹。辺材は黄色，心材は帯黄淡褐色で，材はきわめて硬く撤密で，肌目細かく狂いが少ない。強靭で

耐朽・保存性が高い。器具，将棋駒，楽器，彫刻，櫛，印材などに用いられる。

トチノキ　Aesculus turbinaiaBlume（トチノキ科）［65，67］（図版4－写真35，36）

散孔材。道管は単独ないし放射方向に4～5個複合して平等に分布する。道管の大きさはやや小さい

が，直径，分布数とも年輪の中央部で大きく，年輪界近辺で小さくなる傾向がある。道管は単穿孔を有
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し，側壁には交互壁孔ならびに螺旋肥厚がみられる。道管・放射柔細胞間の壁孔はふるい状を呈する。

軸方向柔細胞は1～2層のターミナル状に配列する。放射組織は単列同性で，層階状構造を示す。

分布範囲は温帯（まれに暖帯）。北海道西南部，本州，四国，九州（福岡，大分，宮城三県下に希産）

に分布する高木の落葉広葉樹。辺材は黄白色，心材は帯紅褐緑色で，材は撤密であるが軟らかく，耐朽・

保存性は低い。板目面にリップルマークの微妙な紋様が現れる。建築，器具，楽器，船舶，彫刻，ろく

ろ細工，下駄などの用途に供される。

ツバキ　Gz研β通ノ勿0乃ZcαL．（ツバキ科）［1，4，14］（図版5－写真37，38，39）

散孔材。道管はきわめて小さい。階段穿孔を有し，内腔にはチロースが存在する。道管側壁には螺旋

肥厚がみられる。道管・放射柔細胞間には階段状の壁孔が存在する。軸方向柔細胞は多く，短接線状に

配列する。放射組織は異性で1～3列，高さは非常に低い。放射柔細胞にはしばしば大型の結晶が存在

し，柾目面，板目面でみると結晶細胞がダルマのように膨れてみえる。

分布範囲は暖帯。本州，伊豆七島，四国，九州に広く分布する高木の常緑広葉樹。辺・心材ともに鮮

黄褐色ないし紅褐色。概して強靭かつ堅硬で撤密な良材で，耐朽怪も高い。建築，器具，楽器（撥），彫

刻，ろくろ細工，櫛，薪炭などに用いられる。

サカキ　CleyemJ勿onicaThunb．（ツバキ科）［37，38］（図版5－写真40，41，42）

散孔材。きわめて小さい道管が単独ないし2～4個複合して平等に分布する。道管は階段穿孔を有し，

階段の数は多い。側壁にはピッチの粗い螺旋肥厚がみられる。道管・放射柔細胞間の壁孔は対列状。軸

方向柔細胞は散在状であるが，数は少ない。放射組織は単列異性（ときに2列）で，高さは低い。放射

柔細胞の壁は厚い。

分布範囲は暖帯から亜熱帯。本州（関東以西），伊豆七島，四国，九州，沖縄，にかけて分布する高木

の常緑広葉樹。辺・心材ともに淡褐色で撤密な材であり，強靭・堅硬な材の部類にはいる。建築，器具，

ろくろ細工，薪炭などに用いられる。

ヒサカキ　Eu叩ajbonicaThunb．（ツバキ科）［9］（図版5－写真43，44，45）

散孔材。きわめて小さい道管が単独ないし2～4個複合して平等に分布する。道管は階段穿孔を有し，

階段の数は多い。道管の側壁には螺旋肥厚がみられる。道管・放射柔細胞間の壁孔は対列状。軸方向柔

細胞は散在状ないし短接線状に配列し，数は多い。放射組織は異怪で1～4列，高さは低い。サカキの

材組織とよく似ているが，放射組織の列数が多いこと，軸方向柔細胞が多いことなどからサカキと区別

できる。

分布範囲は温帯から暖帯。本州，四国，九州，沖縄にかけて分布する低木ないし小高木の常緑広葉樹。

辺・心材の区別なく紅褐色の緻密でやや重い材で，材質はサカキに似ているがやや劣る。器具，薪炭な

どに用いられる。

考　　察

四国地域の遺跡出土木製品について樹種の同定をおこなった前例は皆無に近く，筆者らの知るところ

ではわずかに愛媛県松山市「古照遺跡」出土堰部材の樹種調査が1974年に報告されているのみで，四国

地域出土木材の樹種に関する正確なデータはまったく欠けているのが現状である。その意味で今回の調

査はきわめて重要な意味をもつと考えられ，出土木製品のすべてについて樹種調査をおこなうことが望

ましかったのであるが，諸般の事情により今回は多数の出土資料の中から69点についてのみ調査をおこ

なった。
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今回の樹種同定対象資料69点を樹種別に並べてみると表2のようになる。（樹種の配列はEnglerの自

然分類順による）。調査資料が全体のなかのごく一部に過ぎないので統計的に意味のある数字とはなり得

ないが，同定された樹種の内訳は針葉樹が4種でモミ1件，二葉マツ2件，コウヤマキ2件，ヒノキ24

件，広葉樹が14種で，ヤナギ属1件，．カシ類7件，ナラ類2件，クヌギ類2件，シイ属3件，ケヤキ7

件，クスノキ2件，イスノキ5件，ヤマザクラ2件，ツゲ1件，トチノキ2件，ツバキ3件，サカキ2

件，ヒサカキ1件であった。これらはいずれも温～暖帯怪の樹種で，下川津遺跡周辺にも自生していた

可能性のあるものばかりであり，他地域から原材料なり製品がもち込まれたことを示唆するようなこと

は窺われない。

また，遺物名毎の樹種別出現数を表3に示したが，用途不明のものは別として，鋤・鍬類や杵，槌な

どのような力のかかる農具・羊異類にはカシ類，クヌギ類，ケヤキ，ツバキ，ヒサカキなどを，櫛には

イスノキ，ツゲを，盆，鉢，椀のような到物にはケヤキ，クスノキ，トチノキを，曲物にはヒノキをと

いうように，他地域の遺跡の場合と全く同じ樹種を使用しており，古代においても製品の使用目的に合

った材質の樹種を選択した結果が全国でほぼ共通していることは興味深い。

鐙3点はいずれも一木到り抜きの壷鐙で，他に類例をみない非常に特色のあるものであるが，それら

の使用樹種はケヤキ，クスノキおよびヤナギ属であった。ケヤキおよびクスノキは材質から考えてその

選択の合理性が肯けるが，ヤナギ属の材は軽軟で強度が弱く，鐙としては材質的に疑問を感じさせる。

強度よりも軽さを選んだのであろうか。

整理番号62の「不明木製品－A」は，当初切片採取時には「鋤先－3」として分類されていたもので

あるが，樹種同定の結果モミであることが判明した。鋤・鍬の類（柄は除く）に針葉樹が使用された例

はわずかにヒノキ7件（二ロ六丁遺跡－1，巨摩廃寺遺跡－1，下寺観音堂遺跡－1，長越遺跡－3，

拾六町ツイジ遺跡－1），スギ3件（長越遺跡－2，拾六町ツイジ遺跡－1）が知られているのみで，モ

ミの使用例は全くみられない。モミは鋤・鍬の用材としてはヒノキやスギよりも更に不適当と思われた

ので原資料を再度検討したところ，鋤先とみられていた平板部に盆状の割りがあることが判明し，鋤先

ではないと考えられるに至った。筆者らの私見では鬼虎川遺跡から出土したいわゆる「もみすくい」（ヒ

ノキおよびクスノキが1点ずつ出土している）にその形態が酷似しており，同じ類のものではなかろう

かと思われるが，今後の検討に待ちたい。今回の樹種調李資料69点のうちの半数近い26点が用途不明の

木製品であったが，古代における木材の利用と樹種の関係についての理解を深めるためにも，少しでも

早く，少しでも多くこれらの用途が解明されることを願って止まない。
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表1下川津遺跡出土木製品の樹種一覧表

芸等　遺物名　出　土位置　樹　種　備　考

1唐鋤－1（丑　　　第1低地帯流路2

2　唐鋤－1②　　　第1低地帯流路2

3　唐鋤－1③　　　第1低地帯流路2

4　唐鋤－2　　　　　第1低地帯流路3

5　鋤先－1　　　　第1低地帯流路2

6　鋤先－2　　　　　第1低地帯流路2

7　鍬先－1　　　　第1低地帯流路3

8　鋤柄－1　　　　第1低地帯流路2

9　竪杵－1　　　　第1低地帯流路2

10　槌一3　　　　　　第1低地帯流路2

11槌－9　　　　　　第1低地帯流路2

12　槌－10　　　　　第1低地帯流路2

13　槌－11　　　　　第1低地帯流路2

14　木錘－4　　　　　第1低地帯流路2

15　木錘－5　　　　　第1低地帯流路2

16　木錘－7　　　　　第1低地帯流路2

17　木錘－8　　　　　第1低地帯流路2

18　木錘－9　　　　　第1低地帯流路2

19　木錘－10　　　　第1低地帯流路2

20　木錘－11　　　第1低地帯流路2

21木錘－13　　　　第1低地帯流路2

22　紡錘車－1
第1低地帯流路2

（国道以南）

23　櫛－1　　　　　第1低地帯流路2

24　櫛－2　　　　　　第1低地帯流路2

25　櫛－3　　　　　　第1低地帯流路2

26　櫛－4　　　　　　第1低地帯流路2

ツバキ

シイ属

シイ属

先，図版5－
写真37，38，39

柄，図版3－
写真20，21

ツバキ　　　鋤先

カシ類

カシ類

ケヤキ

ケヤキ

ヒサカキ

クヌギ類

カシ類

カシ類

カシ類

ツバキ

ケヤキ

カシ類

ケヤキ

ナラ類

ナラ類

図版5－写真
43，44，45

図版2－写真
16，17

ヤマザクラ　図版4－写真32

ヤマザクラ　図版4一写真31

ヒノキ　　　図版1－写真9

イスノキ

イスノキ

イスノキ

ツゲ

27　櫛T5　　　　　　SDIII71　　　　　　　　　イスノキ

28　櫛－6　　　　　　SEIIIO4　　　　　　　　　イスノキ

29　下駄－5　　　　　第1低地帯流路2　　　　ヒノキ

30　下駄－7　　　　第1低地帯流路5北部　　ヒノキ

図版4－写真
33，34

図版4－写真
28，29，30

31琴柱一1　　　第1低地帯流路2　　　　コウヤマキ　図版ト写真6

32　琴柱－2　　　　　第1低地帯流路2　　　　ヒノキ

33　鐙一1　　　　　第1低地帯流路2　　　　ケヤキ

34　鐙－2　　　　　第2低地帯流路2　　　　ヤナギ属
1

35鐙－3　　第2低地㌻雷孟以南）クスノキ

図版2－写真
11，12，13

芸等　遺物名　出土位置　樹　種　備　考

36　舟形模造品－1　第2低地帯流路2

37　不明木製品A－1第2低地帯流路2

38　不明木製品A－2　第2低地帯流路2

39　不明木製品－1　第2低地帯流路2

40　不明木製品－2　第2低地帯流路2

41不明木製品－3　　第2低地帯流路2

42　不明木製品－4　　第2低地帯流路2

43　不明木製品－5①　第2低地帯流路2

44　不明木製品一5（診　第2低地帯流路2

45　不明木製品－5③　第2低地帯流路2

46　不明木製品－5④　第2低地帯流路2

47　不明木製品－5⑤　第2低地帯流路2

48　不明木製品－6　第2低地帯流路2

49　不明木製品－7　第2低地帯流路2

50　不明木製品－8　第2低地帯流路2

51不明木製品－9　第2低地帯流路2

52　不明木製品－10　第2低地帯流路2

53　不明木製品－11　第2低地帯流路2

54　不明木製品－16　第2低地帯流路2

55　不明木製品一17　第2低地帯流路2

56　不明木製品－25　第2低地帯流路2

57　不明木製品－36　第2低地帯流路2

58　不明木製品－39　第1低地帯流路3

59　不明木製品一41　第1低地帯流路3

二葉マツ　　図版ト写真4

サカキ

サカキ

ヒノキ

カシ類

コウヤマキ

図版5－写真
40，41，42

図版2－写真
14，15

図版ト写真
7，8

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ　　　図版2一写真10

ヒノキ

二葉マツ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

クヌギ類

ヒノキ

ヒノキ

ケヤキ

60　不明木製品－43　第1低地帯流路5北部　　ヒノキ

61不明木製品－56　第1低地帯流路5北部　　ヒノキ

62　不明木製品－A　第1低地帯流路2　　　　モミ

63　盆－1　　　　　第1低地帯流路2　　　　クスノキ

64　鉢－1　　　　　第1低地帯流路2　　　　ケヤキ

65　椀－3　　　　　　SEIVOl　　　　　　　　　トチノキ

66　椀－4　　　　　第4低地帯　　　　　　　シイ属

67　椀－5　　　　　　第4低地帯　　　　　　　トチノキ

68　曲物－44　　　　SDIII71　　　　　　　　　ヒノキ

69　曲物－57　　　　第1低地帯流路3　　　　ヒノキ

図版ト写真
3，5

図版2－写真18，
図版3－写真19

図版3－写真
22，23，24

原簿のtt鋤先－3”
図版1－写真1，2

図版3－写真
25，26，27

図版4－写真
35，36
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表2　樹種別一覧表

樹　 種　 芸等　 遺 物 名 樹　 種　 芸等　 遺 物 名

モ　　　 ミ　 62　 不明木製品－A ヤ ナ ギ 属　 34　 鐙－2

二 葉 マ ツ　 36　 舟形模造品－1 カ　 シ　 類　　 5　 鋤先－1

二 葉 マ ツ　 50　 不明木製品－8 カ　 シ　 類　　 6　 鋤先－2

コウヤマキ　 31　 琴柱－1 カ　 シ　 類　 11　 槌－9

コウヤマキ　 41　 不明木製品－3 カ　 シ　 類　 12　 槌－10

ヒ　 ノ　 キ　 22　 紡錘章一1 カ　 シ　 類　 13　 槌－11

ヒ　 ノ　 キ　 29　 下駄－5 カ　 シ　 類　 16　 木錘－7

ヒ　 ノ　 キ　 30　 下駄－7 カ　 シ　 類　 40． 不明木製品－2

ヒ　 ノ　 キ　 32　 琴柱－2 ナ　 ラ　 類　 18　 木錘－9

ヒ　 ノ　 キ　 39　 不明木製品－1 ナ　 ラ　 類　 19　 木錘－10 ・

ヒ　 ノ ・キ　 42　 不明木製品－4 ク ヌ ギ 類　 10　 槌－3

ヒ　 ノ　 キ　 43　 不明木製品－5（丑 ク ヌ ギ 類　 56　 不明木製品－25

ヒ　 ノ　 キ　 44　 不明木製品－5（針 シ　 イ　 属　　 2　 唐鋤－1②

ヒ　 ノ　 キ　 45　 不明木製品－5③ シ　 イ　 属　　 3　 唐鋤－1③

ヒ　 ノ　 キ ‘46　 不明木製品－5（彰 シ　 イ　 属　 66　 椀－4

ヒ　 ノ　 キ　 47　 不明木製品－5⑤ ケ　 ヤ　 キ　　 7　 鋤先一1

ヒ　 ノ　 キ　 48　 不明木製品－6 ケ　 ヤ　 キ　　 8　 鋤柄－1

ヒ　 ノ　 キ　 49　 不明木製品－7 ケ　 ヤ　 キ　 15　 木錘－5

ヒ　 ノ　 キ　 51　 不明木製品－9 ケ　 ヤ　 キ　 17　 木錘－8

ヒ　 ノ　 キ　 52　 不明木製品－10 ケ　 ヤ　 キ　 33　 鐙－1

ヒ　 ノ　 キ　 53　 不明木製品－11 ケ　 ヤ　 キ　 59　 不明木製品－41

ヒ　 ノ　 キ　 54　 不明木製品－16 ケ　 ヤ　 キ　 64　 鉢－1

ヒ　 ノ　 キ　 55　 不明木製品－17 ク　ス　ノ　キ　 35　 鐙－3

ヒ　 ノ　 キ　 57　 不明木製品－36 ク　ス　ノ　キ　 63　 盆－1

ヒ　 ノ　 キ　 58　 不明木製品一39 イ　ス ノ　キ　 23　 櫛一1

ヒ　 ノ　 キ　 60　 不明木製品－43 イ　ス ノ キ　 24　 櫛－2

ヒ　 ノ　 キ　 61　 不明木製品－56 イ　ス ノ　キ　 25 ． 櫛－3

ヒ　 ノ　 キ　 68　 曲物－44 イ　ス ノ　キ　 27　 櫛－5

ヒ　 ノ　 キ　 69　 曲物－57 イ　ス ノ　キ　 28　 櫛－6

ヤマザクラ　 20 ．木錘－11

針葉樹計 4 種 ヤマザクラ　 21　 木錘－13

ツ　　　 ゲ　 26　 櫛－4

ト　チ ノ キ　 65　 椀－3

ト　チ ノ　キ　 67　 椀－5

ツ　 バ　 キ　 1　 唐鋤－1（》

ツ　 バ　 キ　　 4　 唐鋤－2

ツ．バ　 キ　 14　 木錘－4

サ　 カ　 キ　 37　 不明木製品A －1

サ　 カ　 キ　 38　 不明木製品A －2

ヒ サ カ キ　　 9　 竪杵－1

広葉樹計14種

表3　遺物名毎の樹種別出現数

遺物名　同定対象件数／出土総数　　　　樹種名（出現数）

鋤・鍬類　　　　　8／8　　　　カシ類（2），シイ属（2），

ケヤキ（2），ツバキ（2）

竪杵　　　　　　　1／1　　　　ヒサカキ（1）

槌　　　　　　　　4／11　　　カシ類（3），クヌギ類（1）

木錘　　　　　　　8／9　　　　カシ類（1），ナラ類（2），ケヤキ（2），

ヤマザクラ（2），ツバキ（1）

紡錘車　　　　　　1／1　　　　ヒノキ（1）

櫛　　　　　　　　6／6　　　　イスノキ（5），ツゲ（1）

下駄　　　　　　　2／7　　　　ヒノキ（2）

琴柱　　　　　　　2／2　　　　コウヤマキ（1），ヒノキ（1）

鐙　　　　　　　　3／3　　　　ヤナギ属（1），ケヤキ（1），クスノキ（1）

舟形模造品　　　　1／2　　　　二葉マツ（1）

盆　　　　　　　　1／？　　　クスノキ（1）

鉢　　　　　　　　1／？　　　ケヤキ（1）

椀　　　　　　　　3／6　　　　シイ属（1），トチノキ（2）

曲物　　　　　　　2／4　　　　ヒノキ（2）

不明木製品　　　　26／39　　　　モミ（1），二葉マツ（1），コウヤマキ（1），

ヒノキ（1飢カシ類（1），クヌギ類（1），

ケヤキ（1），サカキ（2）
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1．モミ（62）木口　×40 2．モミ（62）柾目　×200 3．二葉マツ（50）木口　×40

7．コウヤマキ（41）柾目　×200　　　8．コウヤマキ（41）板目　×40　　　　9．ヒノキ（22）木口　×40
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10．ヒノキ（48）柾目　×40　　　　　11．ヤナギ属（34）木口　×40　　　　12．ヤナギ属（34）柾目　×200
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19．クヌギ類（56）板目　×40　　　　　20．シイ属（2）木口　×40　　　　　　21．シイ属（2）板目　×40

25．クスノキ（63）木口　×40　　　　　26．クスノキ（63）柾目　×100　　　　27．クスノキ（63）板目　×100
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28。イスノキ（28）木口　×100　　　　　29．イスノキ（28）柾目　×100 30。イスノキ（28）板目　×100

31。ヤマサクラ（21）木口　×40　　　32。ヤマザクラ（20）板目　×100 33．ツゲ（26）木口　×40

34．ツゲ（26）板目　×100 35．トチノキ（67）木口　×40
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37。ツバキ（1）木口　×40　　　　　　38．ツバキ（1）柾目　×100　　　　　39．ツバキ（1）板目　×100

40．サカキ（38）木口　×40　　　　　　41．サカキ（38）柾目　×100　　　　　　42．サカキ（38）板目　×100

ヒサカキ（9）木口　×40　　　　44．ヒサカキ（9）柾目　×100　　　　45．ヒサカキ（9）板目　×100
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報告2　昭和63年度調査の分析委託結果

農水省森林総合研究所　龍城　修一

金沢大学教養部　鈴木　三男
ヽ

香川県坂出市の下川津遺跡から出土した木製品の樹種の同定を行った。この遺跡は坂出市を瀬戸内海

に北抗する大束川の小支流流域にあり，その埋積した自然河川の中から弥生時代後期以降，古墳，古代，

中世，近世までの各時期の木製品が多量に出土した。ここではそれらの木製品の内，弥生時代後期3点，

古墳時代から古代にかけてのもの610点，中世62点，近世14点，時期不明178点，合計867点について報告

する。なお，これらの内63点は，筆者らがこの研究に着手する以前に京都大学木材研究所の島地謙博士

と林昭三博士により同定され，香川県埋蔵文化財センターに報告されていたものである。ここでは考察

を行う上で必要なので両氏の同定結果も筆者らの採用している樹種に読み代えて表1～4に集計した。

以下に同定された各樹種の同定の根拠となった材形質について略記し，その代表的な標本の顕微鏡写

真を図版1～18に示した。なお同定に用いられた木材組織プレパラートは付表1の標本番号を以て金沢

大学教養部生物学教室に保管されている。

記　　　　　載

1．カヤ　7br叩a nuCifbm（Linn．）Sieb．etZucc．イチイ科　写真図版1－1（KSK－454）

材質の微密な針葉樹材で，保存性がたいへんよく，埋れ木であるのに材質の劣化が殆ど見受けられな

い。年輪は不明瞭で，早材から晩材への移行は緩やかである。仮道管内壁には顕著ならせん肥厚が2－

3本まとまってやや斜めに走る。樹脂細胞はなく，放射組織は単列，柔細胞からなる。以上の形質から

カヤと同定した。カヤ材は有頭の棒や柱，材片などとして7点出土しており，中世の下駄1点が含まれ

る。

2．イヌガヤ　Cゆhalb加usharri乃gtOnia（Knight）K．Koch　イヌガヤ科　写真図版1－2（KSK－8）

カヤ同様材質が均一で微密な針葉樹材で，晩材部は少なく，早材から晩材への移行は緩やかである。

仮道管内壁には顕著な，ほぼ水平のらせん肥厚があり，散在する樹脂細胞は通常，黒褐色になる樹脂様

物質をほとんど持たず，その水平壁は数珠状に肥厚する。以上の形質からイヌガヤの材と同定した。地

の柄と尖頭棒が各一点出土している。

3．モミ属　A毎es　マツ科　写真図版1－3（KSK－164）

年輪幅の広い針葉樹材で，早材から晩材への移行は緩やかで，通常幅広い晩材部を持つ。樹脂細胞は

稀で，年輪界付近に限られる。放射組織は単列で柔細胞のみからなり，その垂直及び水平壁は厚く，多

数の単壁孔を持つ，以上の形質からモミ属の材と同定した。この属には冷温帯や亜高山帯の種もあるが，

分布からみてモミA・firmaSieb．etZucc．の材である可能性が高い。当遺跡からは人形として多数出

土しているほか，板や柱などの部材，曲物や到物，農具などに用いられている。斎串は1点のみで，斎

串はそのほとんどがヒノキであるのに対し，人形はヒノキも14点あるものの，モミ属が19点と最も多く，

やはりマツ科のツガ属がそれについで16点であり，人形と斎串では使用樹種が基本的に違うことが伺え

る。
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4．アカマツ　mnus densif70mSieb．etZucc．マツ科　写真図版2－4（KSK－733）

年輪幅の広い針葉樹材で，早材から晩材への移行はゆるやかで，晩材部も幅広く，垂直，水平の樹脂

道を持つ。放射組織は単列と紡錘形があり，前者は柔細胞と放射仮道管からなる。分野壁孔は大形窓状

で，放射仮道管の内壁は著しく鋸歯状に肥厚する。以上の形質からアカマツの材と同定した。アカマツ

材は部材と用途不明の木製品として5点が出土している。

5．クロマツ　mnus thunbe7giiParl．マツ科　写真図版2－5（KSK－5）

アカマツによく似た材だが放射仮道管内壁の肥厚がやや滑らかなことから区別される。刀子柄，棒，

板など出土している。

6．マツ属複維管束亜属　mnussubgen．D砂lo柑lon　マツ科

上記2種は放射仮道管内壁の鋸歯状肥厚の程度で区別されるが，出土材の保存状態が不十分だと必ず

しも区別されないので，それを複維管束亜属とした。舟形，鉄斧柄，整柄，自在鈎（以上各1点），栓（2

点），等の他，建築部材など15点があり，上記2種と併せて25点になる。

7．ツガ属　乃御　マツ科　写真図版2－6（KSK－242）

年輪の明瞭な針葉樹材で，年輪幅は一般にあまり広くなく，早材から晩材への移行は急である。放射

組織は単列で柔細胞と放射仮道管からなり，前者の垂直及び水平壁は厚く多数の単壁孔がある。これら

のことからツガ属の材であることが分かる。この属には暖温帯から冷温帯にかけて分布するツガ乃御

SieboldiiCarr．と亜高山帯に分布するコメツガT．diveγS的Iia（Maxim．）Mastersがあるが，文から

みて前者と見なせる。当遺跡では前述のように人形が16点と多数出ており，そのほかは斎串（1点），木

札状（1点）のほか板や部材3点がある。これらの使用傾向はモミ属と殆ど同じである。

8．スギ　Clつゆtomeriajbonica（Linn．f．）D．Don　スギ科　写真図版3－7（KSK－112）

一般に年輪の幅広い針葉樹材で，早材から晩材への移行はゆるやかから急，晩材部は幅広く，樹脂細

胞が接線状に散在している。樹脂細胞の水平癖は平滑で，細胞内に黒褐色の物質が詰まっている。放射

組織は単列で柔細胞からなり，分野壁孔は大形で開孔部も広いスギ型で，1分野あたり通常2個，開孔

部の長軸はほぼ水平となる。以上の形質からス車の材と同定した。スギ材は曲物の側板や底板，鎌の柄

や棒，建築部材の他，斎串，舟形，馬型などにも使われているが，ヒノキ材に比べればその利用ははる

かに少ない。

9．コウヤマキ　SciddqpibLS uerticilhlia（Thunb．）Sieb．etZucc．スギ科　写真図版3－8（KSK－

23）

年輪幅がきわめて狭い針葉樹材で，晩材部は狭く1－数細胞層，早材から晩材への移行は急である。

仮道管は整然と並び，樹脂細胞をかく。放射組織は単列で背は低く（1－4細胞高），柔細胞からなり，

分野壁孔は大形で窓状，通常1分野あたり1個である。以上の形質からコウヤマキの材と同定した。こ

れの材は堅く撤密で，特に水湿に対する保存性にすぐれ，古墳時代以降，奈良平安時代には幾内を中心

とした地域で木棺や建築部材などに極めて大量に使われてきている。当遺跡では斎串や下駄，槌などに

9点が用いられている。これは幾内の古墳から古代にかけての時期の使用量に比べればずいぶん少ない

が，これのほとんど現われることのない東海北陸以東に比べれば，やはり当遺跡が近畿圏であることの

表れと言える。
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10．ヒノキ　Chamaeの少aris obtusa（Sieb．etZucc．）Endl．ヒノキ科　写真図版3－9（KSK－118）

コウヤマキによく似て年輪幅が狭く，早材から晩材への移行が急で撤密な針葉樹材だが，樹脂細胞が

あり，その水平壁はしばしば数珠状に肥厚する。放射組織は単列でコウヤマキより背が高く，樹脂細胞

からなる。分野壁孔はやや小振りで開孔部はせまいヒノキ型～トウヒ型で，通常1分野2個である。以

上の事からヒノキの材と同定した。

古墳から古代にかけての幾内を中心とした地域の木材利用はヒノキの圧倒的優占で特徴付けられる

が，当遺跡でもその傾向ははっきりと読み取れ，実に総調査量の53．9％を占めている。その用途を見る

と容器としての曲物，祭祀具としての斎串や人形，それに建築部材が多くを占めるが，それ以外にも農

具や生活具，工具の柄など有りとあらゆるものに用いられている。これに対してスギ，モミ属，ツガ属

などの針葉樹材はヒノキの用途の一部を限定して用いられており，多くの場合，ヒノキの代用品的なも

のであることが解る。

11．サワラ　Chamaeの少ariipiiifbm（Sieb．etZucc．）Endl．ヒノキ科　写真図版4－10（KSK－487）

ヒノキに良く似た針葉樹材で，年輪幅はヒノキよりやや広いことが多い。放射組織は単列で柔細胞か

らなり，分野壁孔はヒノキと同じくらいの大きさで各分野通常2個だが，開孔部はやや広くヒノキ型～ス

ギ型であるので辛うじて区別でき，サワラであることが解る。サワラ材はヒノキに良く似ているがそれよ

りも保存性に欠け，おおくはヒノキの代用品として用いられてきている。．当遺跡からは7点が出土して

いるがその用途はヒノキと変わらない。

12．イヌマキ属　劫docαゆ〝S　マキ科　写真図版4－11（KSK－527）

材質が微密で年輪の目立たない針葉樹材で，仮道管の直径は小さく，壁が厚く，早材から晩材への移

行は緩やかである。全体に樹脂細胞が散在するがイヌガヤ同様，樹脂細胞の内容物が黒褐色になること

はない。放射組織は単列で1－5細胞と背が低く，分野壁孔は小さくヒノキ型～トウヒ型，1分野あた

り1－2個である。以上の形質からマキ科のイヌマキ属の材と同定した。この属には関東南部以西に分

布するイヌマキ劫docaゆus〝∽Cれ坤hyllus（Thunb．）D．Donと四国，九州以南に分布するナギmdocar－

Pusnqgi（Thunb．）Zoll．etMorit．があるが，材構造での区別はできていない。この属の木材は材質が

撤密で粘りがあり，特に水湿に強く，東海地方以西から丸木弓や柱材として報告されているが，当遺跡

の出土材は箆状品1点である。

13．ヤナギ属　おJ彿　ヤナギ科　写真図版4－12（KSK－50）

楕円形の小道管が均一に分布する散孔材で，道管は年輪界に向けてやや小さくなり，年輪界はやや明

瞭である。道管は単独あるいは2－数個放射方向に複合し，穿孔は単一，道管相互の壁孔は交互状であ

る。木部柔細胞は目立たない。放射組織は単列異性で，道管一放射組織間壁孔は交互状で密に蜂の巣状

に配列する。以上の形質からヤナギ属の材と同定した。この属には多数の種があるが，材構造での区別

はできていない。材質は一般に軽軟で，雑用途に用いられ，当遺跡からは木錘や舟形，板材としての出

土の他，壷鐙としての1点がある。これは当遺跡出土の壷鐙がクスノキやケヤキなど加工性にすぐれた

良材を用いているのと比べるとちょっと異なっている。

14．カバノキ属　ββ加血カバノキ科　写真図版5－13（KSK－536）

中小型の楕円形で単独あるいは数個放射方向に複合した道管が均一に散在する散孔材で，道管の穿孔

は横棒が10本以下の階段状，道管相互の壁孔は交互状で密，木部柔組織は単接線状である。放射組織は

3細胞幅くらいでほぼ同性，背は比較的低く椅麗な紡錘形となる。以上の形質からカバノキ属の材と同
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定した。この属にはいくつかの種があるが材構造での区別はむずかしい。材質は強靭で弓材などに用い

られるが当遺跡出土は棒が1点である。

15．クリ　Castanea cnnataSieb．etZucc．ブナ科　写真図版5－14（KSK－584）

しばしば漆黒に着色する硬い材で，年輪の初めに大形の道管が並び，そこから順次直径が小さくなっ

て，晩材部では小型薄壁で多角形の小道管が火炎状に配列する環孔材で，道管の穿孔は単一，放射組織

は単列同性である，などからクリの材と同定した。この材は縄文時代以来，わが国の木材利用史のうえ

では最もポピュラーな広葉樹材で，保存性がすぐれることから，水湿周りの土木建築用材を始め，実に

様々な用途に使われてきているが，古墳時代以降，木材利用の中心が広葉樹から針葉樹へと変わるに連

れてその重要度が減少してきている。当遺跡出土は挽物と柄のわずか3点で，きわめて出土数が少ない

ことに特徴がある。

16．スダジイ　Gzstanqpsiicu4）iddta（Thunb．）Schottkyvar．sieboldii（Mak．）Nakai　ブナ科　写

真図版5－15（KSK－174）

クリに良く似た環孔材だが年輪の始めの大道管は疎らであることから区別される。わが国には母種の

コジイGzstanqpsis cu4）iLhta（Thunb．）Schottkyが主に西日本に，変種のスダジイが東日本から西日

本にかけて分布しており，前者は希に集合放射組織を持つ一方，後者ではそれが認められないことによ

り何とか区別できる。当遺跡出土材にはいずれも集合放射組織が認められないことから後者に同定した。

現在香川県地方にはスダジイは普遍的に生えているが，出土材は少なく，木錘，撃の柄，挽物，柱材と

して5点がある。

17．コナラ属クヌギ節　QuercusSect．Aegilqps　ブナ科　写真図版6－16（KSK－2）

年輪の初めに大道管が1から数層に並び，晩材部では中古型で丸い道管が主に放射方向に並ぶ環孔材

で，心材は茶褐色に着色する。道管の穿孔は単一で，放射組織は単列と大きな複合状のものがあり，放

射組織，木部柔組織ともにしばしば結晶細胞がみられる。これらの事からコナラ属のうち，クヌギQ〟βγ－

cus accutissimaCarr．かアベマキQ．uariabiliiBlumeの材と同定した。これらは生長が早く，大きな

複合放射組織に沿って放射方向に割裂しやすいことから縄文時代以降，しばしば割材や柾目の板材とし

て用いられてきている。当遺跡では全体の4．7％，広葉樹材中では15．5％と最も多く検出され，その用途

は各種農工具の柄，木錘，柱などの建築部材，等が多いが，鞍，舟形，到物，目釘等の用途もある。全

体的には，ここでは割材と板材が殆ど見られないこと以外は関東地方などの同時代の用途と殆ど変わり

が無い。

18．コナラ属コナラ節　Quercussect．月夜nus　ブナ科　写真図版6－17（KSK－284）

クリに良く似た道管配列を示す環孔材で，クリ同様心材が漆黒に着色するが，顕著な複合放射組織が

しばしば見られることから区別され，ミズナラQuercusmo御IicaFis．exTurcz．，コナラQ．sermia

Mur．，ナラガシワQ．alienaBlume，カシワQ．dentaiaThunb．などのコナラ節の材と同定した。現

在のこれらの分布からみてコナラかナラガシワである可能性が高いが材構造では区別できない。当遺跡

では1．7％と広葉樹の中では比較的用いられているほうで，クヌギ節同様木錘や部材の用途がみられる。

19．コナラ属アカガシ亜属　Quercussubgen．Cyclobahmqt）SLs　ブナ科　写真図版6－18（KSK－13）

大～中型の丸い道管が放射方向に並ぶ放射孔材で，顕著な複合放射組織があることからコナラ属の内，

常緑のカシ属（アカガシ亜属）の材であることが解る。これらの出土材はクヌギ節同様心材は茶褐色に

なり，漆黒になることはない。全体の3％とクヌギ節についで多くみられ，鋤，槌，木錘，柱や板など

－536－



の部材，鎌の柄など多くの身の周りの用途が認められる。鋤鍬など水田耕作に直接用いられる農具がカ

シ類であるのは北九州地方の弥生時代以来の伝統である。

20・ムクノキ　Aphananthe a坤em（Thunb．）Planch．こレ科　写真図版7－19（KSK－297）

中小型で丸い道管が単独あるいは2個複合して疎らに散在する散孔材で，木部柔組織は数細胞幅の帯

状，道管壁は厚く，穿孔は単一，道管相互の壁孔は小さく，密に交互状に並び，放射組織は3細胞幅く

らいで，不整形の異性である。などからムクノキと同定した。当遺跡からは有頭の棒が1点出土してい

る。

21．エノキ属　CeJ伝　こレ科　写真図版7－20（KSK－43）

年輪の初めに大道管が1－数個並び，晩材部では小道管が多数会場に集まって斜め接線方向に配列す

る環孔材で，道管の穿孔は単一，小道管内壁にはあまり強くないらせん肥厚があり，道管相互の壁孔は

交互状である。木部柔組織は周囲状，放射組織は幅広の多列で異性，しばしば結晶細胞を持つ。心材は

着色せず，辺材は無色透明になり，観察しにくい事が多い。以上の形質からエノキ属の材と同定した。

この続にはエノキCeltissinensiiPers．とエゾェノキC．jezoensisKoidz．があるが材構造での区別はで

きていない。

エノキは全国の二次林に最も普通な広葉樹の一つで，これらの材は縄文時代以降の遺跡から必ずと言

って良いほど検出される。当遺跡からは木錘や柱，板材などとして8点が認められた。

22・アキこレ　UlmusparuifblidJacq．こレ科　写真図版7－21（KSK－361）

エノキに良く似た環孔材だが，早材の大道管の層数が多く，しかも早材から晩材にかけての道管直径

の減少が比較的緩やかであり，放射組織は幅広で同性，木部柔組織にはしばしば結晶細胞がみられる，

などからこレ属のうち，西日本の暖地に分布するアキこレの材と同定した。当遺跡からは中世の用途不

明の木材が出土している。

23・ケヤキ　Zblkouasermta（Thunb．）Makino　こレ科　写真図版8－22（KSK－653）

エノキに多少とも似た環孔材で，年輪の初めの大道管は通常1列，小道管の内壁のらせん肥厚はきわ

めて顕著で，放射組織の上下端に顕著な大きさの結晶細胞がある。心材部は通常赤褐色に着色する，な

どから区別され，ケヤキの材であることが解る。ケヤキ材は縄文時代にはあまり利用されていないが，

古代以降では最も普通な広葉樹材の一つで，建築材のほか，漆器木地，別物，各種道具類などに良く用

いられている。当遺跡でも広葉樹中では比較的多いもので，木錘，鋤，鍬及びその柄，到物，箆状木製

品，壷鐙として19点出土している。

24．コウゾ属　β和〝SSO乃β短　クワ科　写真図版8－23（KSK－91）

次のヤマグワに良く似た環孔材だが，春材の大道管が大きく，放射組織も幅広，晩材部の小道管も直

径が大きく，全体的に粗雑な感じがすること等から区別され，コウゾ属の材と同定した。この属には中

国原産とされるカジノキBnussonetidP吻yrifbm（L．）I，Herit．exVant．，暖地の小低木のヒメコウゾ

BγOuSSOnetid kazinokiSieb．，その両者の雑種とされるコウゾなどがあるが材構造での区別はできてい

ない。当遺跡からは部材と到物各1点が出土している。

25・ヤマグワ　MbYuS bombycisKoidz．クワ科　写真図版8q24（KSK－698）

年輪の初めに大道管が1－数層並び，晩材部では直径が小さく角張った小道管がいくつか集まって斜

め接線状の紋をつくる環孔材で，心材部はしばしば赤褐色に着色し，材構造の保存がよい。道管の穿孔

は単一，小道管の内壁には顕著ならせん肥厚があり，道管相互の壁孔は交互状で密である。放射組織は
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幅が個体によりかなり変化し，4細胞幅くらいのものから10細胞幅くらいになるものまであり，異性で

ある。以上の形質からヤマグワの材と同定した。ヤマグワの材は硬く緻密で保存性に特にすぐれている。

当遺跡からは舟形，鎌の柄，板材などとして7点出土している。

26．クスノキ　Cinnamomum caWhom（L．）Preslクスノキ科　写真図版9－25（KSK－90）

中型の道管が単独あるいは数個放射方向に複合して小数散在する散孔材で，顕著な周囲状柔組織を持

ち，柔細胞はときどき大きく膨らんで油細胞となっている。放射組織は2細胞幅くらいで背が低く，同

性に近い異性である。などからクスノキの材と同定した。この材は製油成分を持ち芳香に富み，加工性

がよく，生長が早く大材を得やすいので様々な器具材に用いられるが，特に大きな彫刻や建築材などに

あてられる。当遺跡出土材は壷鐙，到物等である。

27．タブノキ　Mdchilus thunbe7giiSieb．etZucc．クスノキ科　写真図版9－26（KSK－765）

やや角張った小道管が単独あるいは数個放射方向に複合して疎らに散在する散孔材で，道管の穿孔は

単一と横棒の少ない階段状，木部柔組織は周囲状で，しばしば大きく膨らんだ油細胞を持ち，放射組織

は2細胞幅くらいの異性で，直立細胞はしばしば大きく膨らんで油細胞となる。等からタブノキの材と

同定した。梯子1点，部材1点，それに用途不明晶7点が出土している。

28．クスノキ科　Lauraceae

前述のタブノキの材に良く似るが保存が悪くて属の同定が充分にできなかったものである。クスノキ

の可能性は薄いがタブノキである可能性はある。堂と鎌の柄各1点が出土している。

29．ヒサカキ　EuYyaj勿onicaThunb．ツバキ科　写真図版18－52（KSK－725）

微細な道管が均一に散在する散孔材で，年輪界は不明瞭，道管の穿孔は横棒の多い階段状で，木部柔

組織は短接線状或は散在状，放射組織は2－3細胞幅で典型的な異性，背の高い単列翼部を持つ。以上

の形質からヒサカキの材と同定した。ヒサカキの材は関東以西の縄文時代以降の遺跡においては量は少

ないものの一貫して見られるものの一つである。当遺跡出土材は竪杵が1点だけである。

30．サカキ　Cleyemj4t，OnicaThunb．ツバキ科　写真図版9－27（KSK－46）

ヒサカキに良く似た材だが，放射組織はほぼ単列で背が高く異性である，などからサカキと同定でき

る。東日本の遺跡では殆ど見られない樹種だが当遺跡では木錘，スティック状木製品，柱材，棒，挽物，

たたりなど19点も出土し，広葉樹の中では比較的良く利用されていたことがうかがえる。

31．ヤブツバキ　Camellidj妙onicaLinn．ツバキ科　写真図版10－28（KSK－12）

前2種に良く似た材だが放射組織は2細胞幅くらいで背が低く，その中に大きく膨らんだ結晶細胞を

持つ特徴から区別され，ヤブツバキの材であることが解る。この種の材は硬く撤密で，東海地方以西で

は縄文時代から良く利用されてきており，木錘，棒，柄類，槌など各種の農具類の他，撃にも用いられ

ている。

32．イスノキ　Disb）lum ncemosum’Sieb．etZucc．マンサク科　写真図版10－29（KSK－279）

やや壁の厚い小道管がほぼ単独で均一に散在する散孔材で，年輪界は目立たない。木部柔組織は短接

線状に並び，比較的量が多く，しばしば結晶細胞を持つ。道管の穿孔は横棒が少ない階段状で，放射組

織は2細胞幅くらいの典型的な異性で，背は低い。以上の形質からイスノキの材と同定した。この材は

撤密で硬く粘りけがあり，櫛材に良く用いられるが，当遺跡出土材11点も全てが櫛である。
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33・ウツギ　DeuizhlCYmataSieb．etZucc．ユキノシタ科　写真図版10－30（KSK－541）

微細な道管が均一に散在する散孔材で，年輪界は殆ど目立たない。道管の穿孔は横棒が多い階段状で，

木部柔組織は散在状，放射組織は異性，2－4細胞幅できわめて背が高く，構成細胞は大振りで粗雑で

ある。以上の形質からウツギの材と同定した。この種は低木であるので大きな木材は取れないが材質は

撤密で目釘などの用途がある。当遺跡からは小型の箆状木製品と棒が各1点出土した。

34・トベラ　mttoQmtm tobim（Thunb．）Aitonトベラ科　写真図版11－31（KSK－808）

やや丸みをおびた微細な道管がルーズに集まって波状の紋をなす散孔材で，年輪界は目立たない。道

管の穿孔は単一で内壁にらせん肥厚があり，道管相互の壁孔は交互状である。木部柔組織は目立たず，

放射組織は3－4細胞幅の異性で背は比較的低く，奇寮な紡錘形となる。以上の形質からトベラの材と

同定した。この材は硬く撤密だが低木で大きな材にはならず，和船の櫓の臍の特用があるが，それ以外

は薪炭材くらいである。当遺跡からは小型の有頭棒として1点が出土した。

35・カナメモチ　motinidghlbm（Thunb．）Maxim．バラ科　写真図版11－32（KSK－416）

微細な道管が均一に散在する散孔材で，年輪界は目立たない。道管の穿孔は単一で微細ならせん肥厚

がある。木部柔組織は散在状でしばしば長い鎖状になった結晶細胞を持つ。放射組織はほぼ2列幅の異

性で背は低い。以上の形質からカナメモチの材と同定した。この材は比重0．98と非常に重く，堅硬で撤

密であり，柄類や扇の要，牛の鼻輪，櫓の臍，車軸などに用いられる。当遺跡出土材は櫛2点である。

33・モモ肋nuspeYSica（Linn．）Batsch．バラ科　写真図版11－33（KSK－588）

年輪の初めに中小型の丸い道管が数層並び，晩材部では丸い小道管が均一に散在する半環孔材で，道

管の穿孔は単一，道管内壁にはらせん肥厚がある。木部柔組織は散在状で目立たず，放射組織は5細胞

幅くらいで背が比較的高い紡錘形で，構成細胞は大振りで粗雑な感じがする。以上の形質からモモの材

と同定した。モモは中国原産だが縄文時代前期以来，核の存在が知られ，材は古墳時代以降でしばしば

報告されている。当遺跡出土材は槌，棒，柱材など4点である。

37・サクラ属　月嘲乃〝S　バラ科　写真図版12－34（KSK－69）

丸く単独あるいは数個複合した小道管がほぼ均一に散在する散孔材で，道管の穿孔は単一，内壁には

らせん肥厚があり，しばしば着色物質で充填されている。木部柔組織は目立たず，放射組織は数細胞幅

の異性である。以上の形質からヤマザクラなどの落葉怪のサクラ属の材と同定した。これらの材は縄文

時代以降，漆器木地などに良く用いられてきているが，当遺跡出土材は木錘とスティック状木製品であ

る。

38・ユズリハ属　物ゐ吻吻血聞　ユズリハ科　写真図版12－35（KSK－559）

極めて微細で角張った道管が均一に散在する散孔材で，年輪界は全く目立たない。道管の穿孔は横棒

の多い階段状で，木部柔組織は目立たず，放射組織は単列あるいは2列の異性で，背は高くない。以上

の形質からユズリハ属の材と同定した。この材は軽軟で箱類，漆器木地などに用いられるが，縄文前期

の福井県鳥浜貝塚では石斧柄に特用されている。当遺跡出土材は棒と木錘各1点である。

39・こガキ　mcmsmaquassioides（D．Don）Benn．こガキ科　写真図版12－36（KSK－568）

年輪初めに丸い大道管が数層並び，そこから順次径を減じて，晩材部では厚壁で内腔の丸い小道管が

数個複合して散在する環孔材。道管汚染工は単一で道管相互の壁孔は極めて小さく，交互状に密に並ぶ，

木部柔組織は周囲状及び翼状で放射組織は3－5細胞幅の異性で形の整った紡錘形になる。以上の形質

からニガキの材と同定した。この材はやや堅硬で微密で，光沢があり，柄類，細工物，下駄などに用い
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られる。当遺跡からは棒や木札状の板など3点が出土している。

40．センダン　MdidazenddmchL．var．subtriPinataMiq．センダン科　写真図版13－37（KSK－353）

ニガキに良く似た環孔材だが，晩材部の小道管は薄壁で多数が集まって斜上した紋をなし，顕著なら

せん肥厚を持ち，放射組織は2－5細胞幅の同性で不整な紡錘形である，等から区別されセンダンの材

であることが解る。センダンの材は堅く肌目は粗く，ケヤキやキリ材と同様に使われる。当遺跡出土材

は下駄が1点である。

41．ヌルデ　Rhus］auanicaL．ウルシ科　写真図版13－38（KSK－166）

センダンに良く似た環孔材だが晩材部の小道管は更に小さく，目立たない，小道管のらせん肥厚はあ

まり顕著でない，放射組織は2細胞幅くらいの異性でその輪郭はきわめて不整である，等から区別され，

ヌルデの材であることが解る。ヌルデの材は軽軟で肌目粗く，加工が容易で雑用途がある。当遺跡から

は舟形が1点出土した。

42．カエデ属　Aceγ　カエデ科　写真図版13－39（KSK－132）

やや丸みを帯びた小道管が単独あるいは数個放射方向に複合して散在する散孔材で，特に繊維状仮道

管が波状の紋をなす。道管の穿孔は単一で内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は5細胞幅くらいの同

性で輪郭は不整である，などからカエデ属の材と同定した。この属の材は一般に微密で堅く，強靭であ

り，各種器具や建築材に広く用いられ，縄文時代以降の遺跡からはしばしば出土する。当遺跡出土材は

少なく，独楽が1点だけである。

43．ムクロジ　SqindusmukonssiGaertn．ムクロジ科　写真図版14－40（KSK－359）

センダンに良く似た環孔材で晩材部の小道管は木部柔細胞と良く区別がつかないくらい小さい。木部

柔組織は量多く，周囲状及び連合翼状だが層階状にはならない。道管の穿孔は単一で小道管には微かに

らせん肥厚がある。放射組織は5細胞幅くらいの異性で，断面は不整な紡錘形である。以上の形質から

ムクロジの材と同定した。この材は縄文時代以降の遺跡出土材には量は少ないもののかならずと言って

良いくらい兄いだされるが特別な用途があるようには見受けられない。当遺跡では棒などが3点出土し

た。

44．トチノキ　Aesculus turbinataBlumeトチノキ科　写真図版14－41（KSK－654）

薄壁で角張った小道管が単独あるいは数個放射方向に複合して均一あるいはまだらに分布する散孔材

で，道管の穿孔は単一，かすかならせん肥厚を持つ。木部柔組織は目立たず，放射組織は単列同性，し

ばしば層階状に配列することから，トチノキの材と同定した。この材は軽軟で撤密，木理美しく加工し

やすいので漆器木地など別物や挽物に良く使われ，縄文時代以来の漆器には必ずと言っていいほど兄い

だされる。当遺跡では挽物などとして8点が出土した。

45．グミ属　£わe聯〝S　グミ科　写真図版14－42（KSK－480）

年輪の初めにやや大きめの丸い小道管が並び，それ以外では小さな丸い道管が均一に分布する散孔材

で，道管は単独，木部柔組織は接線状と散在状で比較的量が多い。道管の穿孔は単一で内壁にはらせん

肥厚とイボ状の突起がある。放射組織はほぼ同性で多列だが，時にきわめて大きくなる。以上の形質か

らグミ属の材と同定した。この属には多数の種があるが材構造での区別はできていない。それらの材は

粘り強いので農具の柄類や自在鈎などに用いられる。当遺跡では鎌の柄など2点が出土した。
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46．クマノミズキ類　Cornuscf．bmchhoddC．A．Meyer　ミズキ科　写真図版15－43（KSK－457）

丸い中小型の道管が単独で，均一に散在する散孔材で，木部柔組織は短接線状或は散在状であまり目

立たない。道管の穿孔は横棒の多い階段状で，放射組織は3－5細胞幅くらいの異性で形の整った紡錘

形である，などからクマノミズキCornus b7uChhodd C．A．MeyerあるいはヤマボウシC．kousa

Buerg．exHanceの材と同定した。これらの材は堅く粘りけがあり，強靭で各種柄類や彫刻材，建築材

などに用いられる。当遺跡では柱材が1点出ている。

47．スノキ属　ⅤおC乃〟の㍑　ツツジ科　写真図版15－44（KSK－62）

微細な道管が疎らに均一に散在する散孔材で，木部柔組織は散在状で目立たない。道管の穿孔は単一

あるいは横棒があまり多くない階段状で，放射組織は単列と多列があり，後者は幅広く背も高く，単列

の翼部を持つ。単列放射組織と単列の翼部は背の高い直立細胞のみからなる。以上の形質からスノキ属

の材と同定した。この属にはスノキやシャシャンボなど多くの種があり，いずれも低木だが，材構造で

の区別はできていない。当遺跡では木錘が4点出土している。

48．タイミンタチバナ　073ineseguiniiLev．ヤブコウジ科　写真図版15－45（KSK－569）

薄壁で多角形の小道管が数個複合したものが散在する散孔材で，木部柔組織は随伴状だが目立たない。

道管の穿孔は単一で道管相互の壁孔は交互状，放射組織は幅広くきわめて背が高いものの実で，異性，

構成細胞は形と大きさに変化が大きく，粗雑である。以上の形質からタイミンタチバナと同定した。材

はやや堅く重く，撤密で保存性も高く，細工物，家具などに用いる。当遺跡では小型有頭棒1点がある。

49．カキ　DioqbJrOS kakiL．f．カキ科　写真図版16－46（KSK－41）

楕円形でやや壁の厚い中小型の道管が単独あるいは放射方向に2－3個複合して比較的疎らに分布す

る散孔材で，道管径は早材から晩材に向けてゆっくりと小さくなる。木部柔組織は目立たず，道管の穿

孔は単一，道管相互の壁孔は小さく交互状に密に配列する。放射組織は1－3細胞幅の異性で背は低く，

層階状に配列する。以上の形質からカキの材と同定した。この材は堅硬で肌目は密で，床柱などの建築

材や櫛材に用いられる。当遺跡では木錘と挽物として出土した。

50．エゴノキ属　S砂短　エゴノキ科　写真図版16－47（KSK－400）

薄壁の小道管が放射方向に数個複合して散在する散孔材で，木部柔組織は接線状に並び，特に晩材部

で目立つ。道管の穿孔は横棒の比較的少ない階段状で，放射組織は1－3細胞幅の異性である，などか

らエゴノキ属の材と同定した。この属の材は堅く弾性に富み，各種柄類や玩具など様々な器具材に用い

られる。当遺跡では木錘として1点出土した。

51．ハイノキ属　め〝砂わcos　ハイノキ科　写真図版16－48（KSK－526）

薄壁で多角形の小道管が均一に分布する散孔材で，木部柔組織は目立たない。道管の穿孔は横棒の多

い階段状で，放射組織は2細胞幅で異性である，などからハイノキ属の材と同定した。この属には多数

の種があり，落葉性のサワフタギ類と常緑性のクロバイなどでは道管の形質が違い当遺跡出土材は後者

の常緑性のものであることは解るが，暖温帯以南には多数の種があり材構造での区別はできていない。

当遺跡では箆状木製品，棒，杭として3点出土した。

52．イボタノキ属　上彿sJ和昭　モクセイ科　写真図版17－49（KSK－6）

年輪の初めに大きめの小道管がほぼ一列に並び，それ以外では微細な道管が均一に分布する散孔材で，

道管の穿孔は単一でらせん肥厚があり，放射組織はほぼ2列の異性で背が低い，などからイボタノキ属

の材と同定した。この属には多数の種があるが材構造での区別はできていない。材は一般に堅く粘りけ
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がある。当遺跡では木錘，刀子柄，竪杵として4点ある。

53．スイカズラ　Lonicemj41）OnicaThunb．スイカズラ科　写真図版17－50（KSK－674）

中型で楕円形の道管が年輪の初めに疎らにあり，それ以外では小道管が均一に分布する不整な散孔材

で，道管の穿孔は単一，木部柔組織は目立たず放射組織は1－4細胞幅くらいで構成細胞が大きめの異

性で背が高く，粗雑である，等から蔓性のスイカズラの材と同定した。当遺跡では小型の有頭棒とされ

るものが1点ある。

54．こワトコ　Sbmbucus sieboldiana BlumeexGraebn．スイカズラ科　写真図版17－51（KSK－523）

薄壁で多角形の小道管が多数複合して分布し，年輪界近くの晩材部ではそれが接線方向につながって

同心円状の紋をなす散孔材で，道管の穿孔は単一，木部柔組織は目立たず，放射組織は2－4細胞幅く

らいの異性で大柄の細胞からなるが輪郭は椅麗な紡錘形をしている，などからこワトコの材と同定した。

この材は軽軟で肌目は密で，小細工物などに使われる。当遺跡では大形箆状木製品が1点出土した。

55．散孔材A Diffuseporouswoodsp．A　写真図版18－53（KSK－532）

ユズリハ属やハイノキ属等に良く似た散孔材だが階段状穿孔板の横棒はあまり多くなく，また道管の

分布様式などがそれらに当てはまらなく，同定できなかった。組合わせの箆状木製品として1点出土し

た。

56．散孔材B Diffuseporouswoodsp．B　写真図版18－54（KSK－11）

小道管が数個複合したものが疎らに分布する散孔材で，年輪界は目立たず，道管の穿孔は単一，道管

相互の壁孔は交互状，木部柔組織は周囲状だが目立たない，放射組織はおおきく背が高く，構成細胞は

大振りで粗雑である，道管，繊維細胞とも層階状をなす，等の特徴がある。これらの形質は一見ドクウ

ツギのそれに良く似ているが，繊維細胞は顕著に層階状をなす，等の点で当てはまらず，むしろ草本か

あるいは他の低木の材と思われるが同定には至っそいない。出土材は馨の柄1点である。

考　　　　　察

筆者らが同定した全804点の標本から樹種が特定されていないクスノキ科，散孔材AおよびBを含めて

57の分類群が同定された。これらの分類群はいくつかは種まで特定されているが，あるものは属，他の

ものは節などその同定されたレベルが異なっているが，それらをここでは樹種と呼んでいる。この57種

の内，12が針葉樹で，広葉樹は45種ある。これらに島地謙・林昭三両氏により同定された63点を加えて

合計867点について，出土層位の関係から遺物の時期を弥生時代後期，古墳時代～奈良・平安時代（古代）

にかけて，中世，近世，それと時期が特定できないものの5つに分けて表1に集計した。弥生後期はヤ

マグワとコナラ節の計3点しかないのでなんとも言えないが古墳時代以降については標本の大部分（610

点で全体の7割）を古墳～古代が占め，それらの樹種の傾向は時期不明のもののそれとほとんど代わら

ないことから，表2以降では中世や近世に特徴的にみられるものを除いては古墳～古代と一緒に考えた。

表1を見てまず気づくことは出土材は圧倒的に針葉樹が多く，全体の7割を占め，しかもその大部分

（全体の53．9％，針葉樹の77．4％）がヒノキ材であることである。このような傾向は幾内を中心とした

地域の古墳～古代にかけての出土材に広く一般的にみられるもので，この時期の出土材が北陸や東海地

方ではスギ材が圧倒的に多く，一方関東地方ではモミ属（おそらくはモミ）の材がそれに代わって多い

のとは著しい対照をなし，その意味で当下川津遺跡も幾内と同じ範噂にあると言える（cf．島地・伊東，

1988）。ヒノキに次いで多い材はモミ属で全体の4．8％を占め，それにスギ（2．4％），ツガ属（2．1％）と
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なっているが，アカマツ，クロマツとそれらが保存不良のため区別されなかった複維管束亜属を併せて

マツ類として考えると3．3％となり，3位になる。そして幾内で比較的良くみられるコウヤマキは1％と

たいへん少なく，そのほかサワラ，カヤ，イヌガヤ，イヌマキ属などがある。イヌガヤやイヌマキや丸

木弓やそれに似た丸木状の棒状木製品として他の遺跡ではよく見かけるものだが，当遺跡ではこれら遺

物の出土数が少ないことを反映してその比率は少ない。そしてヒノキ以外の出土針葉樹材の比率は幾内

地方とはコウヤマキ，スギが少なく，モミ属とツガ属が比較的多いが，これは後述のようにその多くが

人形であり，出土材の偏りを反映していると言えないこともない。さらにこれら出土した針葉樹の現在

での分布を見るとヒノキ，サワラは香川県地方には殆ど天然分布がみられないのに対し，それ以外のも

のは多かれ少なかれ分布し，特にモミ属とツガ属は普通に分布している。それではヒノキとサワラの木

製品は他の地域から持ち込まれたものと断定できるかと言うとそうではない。なぜならば現在の幾内で

もそうだが古墳時代から古代にかけて実に多量の針葉樹，特にヒノキやコウヤマキを選択的に伐採し，

利用してきたため，現在ではその林が殆ど無くなっていると考えられており，香川県地方でもそのよう

な状況にあったことが充分考えられるからである。なお，このことは出土した木製品がすべて地元で生

産されたものであり，他の地域から交流によりもたらされた物はない，と言うことを意味しているので

はなく，当然そのようなものも多くあるだろうが，同定された樹種からはそれらを区別できないことを

示しているのである。

一方，広葉樹は全体の3割を占めるに過ぎないが，その少ない標本数（全体で264点）の中に45という

実に多様な種類が兄いだされていることに特徴がある。そして圧倒的に優占するものという種類はなく，

比較的多いものはクヌギ節（全体の4．7％，以下同），アカガシ亜属（3％），ヤブツバキ（2・8％），ケヤ

キ，サカキ（2．2％）等である。このように関東地方の縄文，あるいは古墳から古代にかけての遺跡や九

州地方の弥生時代のそれなどの比較的広葉樹が多く利用されている地域では前者ではクリやクヌギ節，

後者ではアカガシ亜属等，多量に用いられている種があるのに比べ，ここでは広葉樹が多彩で優占的な

種が無い。その理由には出土遺物の種類の偏りなどいくつか考えられるが，最も大きなそれは他の遺跡

では広葉樹が用いられている用途にここではヒノキを始めとする針葉樹が使われていて，広葉樹が利用

されるのは，櫛のイスノキ，撃のヤブツバキ，鋤鍬のアカガシ亜属，別物のトチノキなど樹種を特定し

た選択の結果である場合か，あるいは木錘にみられるように，おそらくは身の回りにあった木をなんで

も使ったような結果であると考えることができる。また，これら広葉樹の分布域を見ると，アカガシ亜

属，ヤブツバキ，サカキ，イスノキ，タブノキ，クスノキ，スダジイなど，暖温帯の照葉樹林の樹種と

クヌギ節，ケヤキ，コナラ節，ヤマグワ，エノキ属，など暖温帯から冷温帯にかけて広く分布する落葉

広葉樹がほとんどを占め，カバノキ属の1点など多少とも冷涼な気候を示すと見なされるものはほんの

わずかしか無いことがわかる。特に西日本に分布が限ら、れるアキニレや西日本に多いタイミンタチバナ

なども存在していることから，当遺跡の広葉樹の組成は他地域から持ち込まれたと見なされる上述のカ

バノキ属（大形有頭棒）やトチノキ（到物がほとんどでその時期は中世及び近世で，古墳～古代にかけ

てのものは用途不明晶1点のみ）などの一部を除いては，現在もそうだがおそらくは当時の遺跡周辺に

あった森林の構成種であると言える。その意味では針葉樹の場合同様，これらの木材の樹種構成が当時

の活発な木製品の流通を示しているとは言いがたい。

全体的には出土材には以上のような特徴があるが，木製品の器種毎にその利用樹種をもう少し詳しく

みると，さらにいくつかの特徴が浮かび上がってくる。表2は曲物類と祭祀具の利用樹種を集計したも
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のだが，これを見てすぐ分かるように曲物の側板とおそらくはそれの底板や蓋と見られるものは圧倒的

にヒノキ材であり，他の樹種はスギとサワラがわずかにあるだけで，樹種が限定されている。同様に斎

串と認められたものはやはりヒノキがほとんどであるのに対し，これまでに知られている幾内の遺跡で

はそれは人形でも殆ど変わらなかったものだが，この遺跡ではモミ属とツガ属がヒノキと同じくらい多

量に使われていることに特徴があり，このような例はこれまでには全く知られていない（cf．島地・伊東，

1988）。これらが殆ど針葉樹材であったのに対し，一つの遺跡としては9点もあり，出土数が多いとみら

れる舟形は針葉樹が6点使われているが広葉樹も3点あり，クヌギ節，ヌルデ，ヤナギ属と雑多であり，

おそらくは特別な樹種の選択が無いことを示している。

一方，表3には各種生活具と農工具等を集計した。下駄は11点あり，それらはヒノキ，コウヤマキと

ほとんど針葉樹で，センダンの下駄が1点あるが，これは中世のものであり，時期を異にする。櫛は14

点のうち，11点をイスノキが占め，カナメモチが2点，現在でも良く使われるツゲはわずか1点である。

イスノキの櫛利用は同時代の西日本では一般的で，当遺跡の傾向と矛盾しない，挽物，到物などの容器

は出土数が少なく，明確な傾向は見えないが，トチノキが7点と最も多いことは他の遺跡と良く一致す

る。当遺跡ではきわめて精巧な撃が出土したが，これらはいずれも材質が堅く撤密なヤブツバキであり，

それ以外の鋤や鍬，それに槌や杵などはヒノキの他は，他の弥生時代以降の遺跡と同様にアカガシ亜属，

ケヤキ，クヌギ節などが使われている。比較的樹種が選択されているこれらに対し，木錘や農工具の柄

には実に雑多な樹種が使われている。それらは一部にはきちんとした樹種選択の結果であるものも含ま

れるだろうが，多くは身近にあった木材を利用したと考えることができる。このような傾向は表4に示

した棒や建築材，部材，用途不明晶などの集計結果についても言える。ここでもヒノキ材の多用の他は，

実に多様な樹種利用がみられ，棒やスティック状木製品などでは樹種が限定されているものもあるのだ

ろうが，全体としてみたときには雑多になっていることがよく分かる。

要　　　約

1．下川津遺跡から出土した木製品804点から針葉樹12種，広葉樹44種を同定した。そして筆者らが行う

以前に同定されていた結果も含めて，弥生時代後期3点，古墳時代～古代610点，中世62点，近世14点，

時期不明178点，合計867点についてその樹種利用の傾向を検討した。

2．その結果，針葉樹材が全体の7害蟻占め，しかもその大部分がヒノキ材で，幾内地方の同時代の木

材利用と同じ傾向にあることが分かった。

3．広葉樹は全体の約3割と少なく，その樹種も特定の樹種にはあまり偏らず，実に様々な種類が使わ

れていることが分かった。そしてその多くの種は，それらの現在の分布から考えて，当時の遺跡周辺

にも生えていたものであると判断された。

参　考　文　献

島地謙・伊東隆夫（編），1988．日本の遺跡出土木製品総覧．296p．雄山闇．
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表1下川津遺跡出土木製品の樹種
t－4■tt．t■t■－tll■4■t■tt．－．■．t．．■．－．－．－．－．．－－．■－．・－．－．．．．．一一．．・．・．－．－－．－．－．－．－．一．－．－．－．－－－．一一－．－．．－－．－．一－．・．－．－．－．－．－．．－．．一－一一．－．．－－－tt■．．■1－．■tl tl tt■－－1－4－11－1－1－－
tdP t■－tt．－tttl■－．ll－tt．tl．．■tt．d■．－．．hl－一一・一一－．－．－－．－．．－．．・－．－．・．・．．－．．．．．－．．－．．－－一一．－．－－1－－q一一．．．－一一．－．－．・．．一－．．－．－－．－．．－．－－－－41－4t■－．■4－4l t－t．tl t■．4－．■1－■t■．一P一■4－－－　－－．－－

樹　種　名　　　弥生　古墳～古代　　　　中世　近世　時期　　　総　　　計
後期　　6－9C　　　　＊　11－13C16C　不明　　　　　　　　　　＊

ヒノキ
モミ属
スギ
ツガ属
マツ属檀稚
コウヤマキ
アカマツ
サワラ
カヤ
クロマツ
イヌがヤ
イヌマキ

管東亜属

331　54．3‡　78．6Ⅹ

32　　5．2X　　7．6Ⅹ

12　　2．0Ⅹ　　2．9Ⅹ

16　　2．梢　　3．8‡
8　1．3‡　1．9‡

6　1．0Ⅹ　　1．4‡

5　　0．航　　1．2‡
5　　0．8‡　1．2鴛

2　0．3‡、1．5篤

2　　0．3‡　　0．5Ⅹ

1　0．2Ⅹ　　0．2‡

1　0．2‡　　0．2篤

22　　　3　111　467

4　　　　　　6　　　42

5　　　2　　　2　　　21

1　　　　　1　　18

4　　1　　2　　15

2　　　　　1　　　9

1　　3　　　9

1　　　　　1　　　7

1　　　　　　4　　　7

1　　2　　　5

1　　　2

1

53．gX

4．8

2．4

2．1

1．7

1．0

1．0

0．8

0．8

0．6

0．2

0．1

．．

．．

．．

．．

．．

．．

77

7

3

4篤

0Ⅹ

5篤

3．0Ⅹ

2．5％

1．5篤

1．5篤

X l．2X

X　　1．2篤

Ⅹ　　0．8％

X O．3Ⅹ

罵　　　0．2罵

針葉樹　小計 0　421　69．0％ 100．0罵 40　　8　134　　603　69．梢 100．0篤

コナ
コナ
ヤプ
ケヤ
サカ
コナ
イス
タブ
ヤマ
エノ
トチ
クス
ヤナ
スダ
サク
モモ
イボ
スノ

ニガ
ハイ‘
クリ
ムク

コウ
クス

ウツ

ラ

ラ

ツ

キ

キ

ラ

ノ

ノ

グ

キ

ノ

ノ

ギ

ジ

ラ

タ

キ

キ

ノ

属コナラ節
キ

キ

ワ

属

キ

キ

属

イ

属

ノキ属
属

キ属

ロジ
ゾ属
ノキ科
ギ

グミ属
ヒサカキ
ユズリハ属
カキ
アキニレ
カナメモチ
カバノキ属
ヌルデ
カエデ属
ツゲ
タイミンタチバナ

一・一一‾

・▼・・・．・－’

散

散

ム

ト

セ

ワトコ

孔材A
孔材B
クノキ
ベラ
ンダン

クマノミズキ頬
エゴノキ属
スイカズラ

29　　4．8Ⅹ　15．3Ⅹ

19　　3．1‡　10．1‡

21　3．4‡　11．1Ⅹ

17　　2．8‡　　9．0Ⅹ

16　　2．6‡　　8．5篤

110　1．6‡　　5．3‡

5　　0．8‡　　2．梢
9　1．5‡　　4．8％

2　　5　　0．航　　2．梢
6　1．0‡　　3．2％

1　0．2‡　　0．5X

5　　0．航　　2．6Ⅹ
5　　0．航　　2．6罵
4　　0．7‡　　2．1篤

4　　0．7篤　　2．1罵

3　　0．5Ⅹ　　1．6篤

3　　0．5Ⅹ　　1．6篤

2　　0．3X l．lX

3　　0．5篤　　1．6‡

2　　0．3％　　1．1罵

1　0．2篤　　0．5罵

2　　0．3Ⅹ　　1．1Ⅹ

2　　0．3Ⅹ　　1．1鴛

2　　0．3X l．1鴛

2　　0．3X l．1％

1　0．2％　　0．5％

1　0．2％　　0．5篤

1　0．2Ⅹ　　0．5X

1　0．2Ⅹ　　0．5Ⅹ

1　0．2鴛　　0．5罵

1　0．2Ⅹ　　0．5Ⅹ

1　0．2Ⅹ　　0．5Ⅹ

1　0．2Ⅹ　　0．5Ⅹ

1　0．2‡　　0．5罵

1　0．2Ⅹ　　0．5Ⅹ

1　0．2Ⅹ　　0．5‡

1

1

2

6

10

6

3

1

2

2

2

2

4　　1　　2

1

1

1

1

2

1

1　　1

1　　1　　1

1

1

1

2

2

1

1

1

41

26

24

19

19

15

11

9

9

8

8

6

5

5

4

4

4

4

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4．7X　　15．5‡

3．0％　　　9．8Ⅹ

2．8Ⅹ　　　9．1Ⅹ

2．2罵　　7．2Ⅹ

2．2篤　　7．2篤

1．7罵　　5．7罵

1．3‡　　4．2篤

1．0鴛　　3．4篤

1．0％　　3．4X

O．9罵　　3．0罵

0．9Ⅹ　　3．0罵

0．7篤　　2．3％

0．6篤　　1．9％

0．6鴛　　1．9罵

0．5篤　　1．5篤

0．5駕　　1．5％

0．5篤　　1．5％

0．5罵　　1．5Ⅹ

0．3罵　　1．1完

0．3篤　　1．1篤

0．3罵　　1．1罵

0．3罵　　1．1篤

0．2罵　　0．8麗

0．2篤　　0．8X

O．2％　　0．8％

0．2篤　　0．8罵

0．2罵　　0．8％

0．2Ⅹ　　0．8罵

0．2篤　　0．8罵

0．2％　　0．8罵

0．2篤　　0．8Ⅹ

0．1罵　　0．4篤

0．1篤　　0．4Ⅹ

0．1罵　　0．4篤

0．1％　　0．4篤

0．1罵　　0．4罵

0．1篤　　0．4％

0．1X O．4罵

0．1％　　0．4篤

0．1篤　　0．4％

0．1篤　　0．柏
0．は　　0．4‡
0．1篤　　0．梢
0．1Ⅹ　　0．4％

0．1篤　　0．4X

広葉樹　小計　　　　　　3189　31．0罵　100．昭　　22　　6　45　264　30．4X　24．2％

総　　　　計　　　　　3　610100．昭　　　　　　62　14178　867100．0罵
－●1．－1■－．■一－－．－－．－．－．－．－．ll1－－．．1－－－－－．．－－－．一一．－－．－．一一一一－．．－．－．－．－－一一一．－1－．．－－．－．－．－11．．．－－－．－－－－．一一．一・一．－．一一一一．－．－．－．一一．一一．－．－－q－4－－－4－－－
1■1－1－1ll－4■－●－．■－t■－4■．－4■1－－．－－－1－－－－．－－．－．－一一．－－．－－－．．－－．－．－．－－1－－－．．－－．－－．一一．－－．．－－－．－．－－－．一一一．－．－－－　．1－－1－・．1－－　．．－4－－°■－　．　－1－4－

＊針葉樹，広葉樹それぞれ　の小計に対する比率
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表2　下川津遺跡出土の曲物，祭祀具等の樹種
－　t●　－．■　－　●　－1－．－　－　－．－．■・．－　－．－　4．－　－　tF．．．－　－　－．．－．－．．P－．－　－　－　－　－．．－．－　－－　－　－．．－　－－．－．－．－．．1－－－．－．．．1－　－．－．●．－1－1ロ■－－　t■－tt■　tt－　－　tP．1－1■tt■th．－
．■　－　－　t－．■　－　－　－　t■．．■－　tl tt一．■　－　－　th■．■　tl tロー　－．．■　－　t■　－．4．－　－　－－．．．－　－　－－．－．・．▼．．－．－．・－－一一1－　－－－．．－－－．－．－－．．．．一　一一　－．一一一．－－1°．tU．tF■．■　－．■－1－1■　－1－1－

曲物・容器　　　　　　　　　鳥形　　　　墨書板
樹種名　一……一一一－一一一…一一　斎串　人形　馬形　船形　別事板　合計

側板　底板・蓋　　　　　　　　刀子形　　　　木札状

ヒノキ　　　　　65
モミ属
ヅガ属
スキ
サワラ
コウヤマキ
クヌギ節
ヌルデ
禎維管束亜
ヤナギ属
二がキ

属

4

1

16

1

3

146

1

1

2

1

1

14

19

16

1

3

1

1

1

1

1

1

1266

22

18

11

3

2

1

1

1

1

1

合計　　　　　70　　　20　　152　　50　　　9　　　9　　17　　327

表3　下川津遺跡出土の各種生活用具，農工具等の樹種
－．－－t■一一．1－－1－●．■－．－．－●．車．－．－．－・－．－－．一一．－．一一－．－．－－－．－．－．－lr．－．一一1－．－．－．－1－．－－－－．－．一一．－．．－－－1－．－－－．－J－．－－．－－，一一．－－－－－一一l t－－－t■
●－－．一一一4－－●．－1－－－・．一1－．■．一一．－－．－．一一‥－．－－－．－．－．一一－，－．一一1－－．－－－．－－．－．－．－1－－－1－．－－．－．－－－．－－．－．一一－－1－1－－．－．－．－．一一‥■．■t■－t■4■1－1■4■

生活用具類　　　　　勤　農工　　　　　編具　　その他
樹種名　　一一一－一一一一…一一一一…一一……一一　鍬　具の　木　槌糸巻馬　　　　合計

下駄櫛　挽物　判物　その他　撃　　柄　錘　杵　等　具　農工具
一一．t－1－●－．■　．　t■1．t■　．　．　－1．－4■　．．－－－．－．．－－－－－－．－－■．－．．－．－－－－1－－－．－．－－－．－．－．－－．．－．－．－．－－．－．－－．－．－－．－－．－－．－．－－－．－．－－－－t■－1－t－t■t■－1－－t■

ヒノキ　　　　　　8　　　　　　　　　4　　　6　　1
クヌギ節　　　　　　　　　　　　　　2
ヤブツバキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
ケヤキ　　　　　　　　　　1　　2　　　　　　　2
アカガシ亜属　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
イスノキ　　　　　　11
コナ
サカ

トチ
モミ
エノ
スノ
スダ
クス

イポ
サク

ヤナ
ヌル
クス

裡維
カキ
コウ
カナ
クリ

ラ節
キ

ノキ

属

キ属

キ属
ジイ
ノキ
クノ

ラ属
キ属
－ヽh

T

ノキ

菅東
科
亜属

ヤマキ
メモチ属

121

1

その他＊　　　　　2　1　　　　1　1

1

3　　1　3　16

7　　　8　　2　1

1　11　1

1　　7

1　　3　　4

7

5

1

1　　3

4

1　　2

12　　1

3

2

5　　　2　1

112

1

12

2

1

1

1

1

3

1

54

23

16

15

14

11

10

9

8

5

4

4

4

4

4

3

3

3

2

2

2

3

2

2

19

．●－1－1－●1－　l t－．．．．■．■．－－．－．1－・．一一．－－．－1－－－－－－－－．－－1－－－．－1－．－1－－1－．－．－．－．－．－．一一．－－－－．－．－．－－－－－．－－－－．－－1－1－－1－．－1－－－　．　t■t●4■1－t－t■t■t■

合計　　　　　11・14　14　13　13　11　26　611317　5　　28　　226
1－1－－t■．．■．■．－．■．－．．一一．－－－．－．－－．一－－．－．－．－．－－1－1－－－－．．－．－．一一．－．－．－－－．－．一一一．一一一．－．一一．－－．車－．－－．－．－．－．一・一1－－．－．－．－．－．－．－－．－t－．t■－■°t－1．t－
t■－t■1－　．．■1－－　．　－－－　．．－．－●●　．．－．．－－．－．－．一一一．一一．一一－－－．－－．－1－．－－－一一－．－－．－．－－．－．一一．－1－－－．．－．－．－．－－－．－．－．－－．－－．．一一．－－－－●t■　．　．　t■t■1－－

＊　この表の集計範囲で1点しか出土してないものはその他としてまとめた
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表4　下川津遺跡出土の棒，建築材，部材，用途不明晶等の樹種
－　lPtr tPt▼　－　－　．．．－　q－　t．－　－　－　－　t．tll．．．1－　1－　．■　．．．　1－　…　1－　lR．1－　－　－　－　1．．　－　1．．　lt．．1－　1－　tt．　q1－　－　1°l ttt°　－　－　1－　．tP l－　．■　ltD　1－．1－　t－　lt．1－　4Hl°　t4tr ttt1－　1．．　t－　－　1－　●1－　1－　－　1°tp l－　1－　－　．th ttt°　－・－
．■　lh．1．F．4－　－　1．．　－　－　q．▼　tPt°　－1－　－　－　t－　1－　－　－　tt■　1－　－　－　●　lttl　－　tt．　tt．　Phl．　－　1°tl　●1－　tt．　lq－　－　4．．　tt．1－　－　14－　4qlP　－　－　thP t－1－　th°　1－　4t．　tth t－　thP ltP lth　－　－　tt．　th▼　1－　－　tt．　tth l－　…　－．　tt．　1－　－

樹種名　　　　樺　　　角材　　板材　　部材　　用途　　材片　　合計
その他　不明品　　等

ヒノ
クヌ
モミ
アカ
サカ
櫓維
スギ
アカ
タブ

キ

ギ節
属

ガシ

キ
菅東

マツ
ノキ
ヅバ

グ

マ

ラ

ラ

キ

ヤ

ロ

キ

キ

ノ

ー，一一・・・・・一．・・

ノ

属
他

ワ

ッ

節

属

マ

ジ

キ

レ

キ

亜属

亜属

キ

キ

属

39

1

2

2

2

2

2

1

3

1

2

1

2

1

1

1

1

6

6

2

4

2

3

1

1

1

1

1

8　　　　　2

28

1

5

1

1

3

2

1

1

2

2

1

18

1

3

1

1

1

26

6

3

3

6

2

4

8

4

1

2

1

1

2

2

4

29

3

3

2

1

1

3

1

3

1

1

1

1

1

1

1

1

146

18

15

12

10

9

9

9

9

8

6

5

4

4

4

4

4

3

3

3

2

2

2

2

2

17

合計　　　　　　　　72　　　30　　　51　　　25　　　78　　　56　　　312

＊　この表の集計範囲で1点しか出土してないものはその他としてまとめた
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付表1樹種同定結果一覧

1．カヤ

KSK－354

KSK－454

KSK－564

KSK－70O

KSK－705

KSK－740

KSK－745

2．イヌがヤ

KSK－　d

KSK－470

3・モミ璃

KSK－　t用

KSK－　89

KSK－184

KSK－169

KSK－180

KSK－197

KSK－237

KSK－241

XSK－245

KSK－246

KSK－249

KSK－251

KSK－255

KSK－258

KSK－260

KSK－261

KSK－262

KSK一掴4

KSK－265

KSK－268

KSK－269

KSK－270

KSK－271

KSK－272

KSK－298

KSK－336

KSK－337

KSK－343

KSK－381

KSK－452

KSK162
KSK－535

KSK－561

KSK－589

KSK－651

KS　一出2

KSK－665

KSK－704

KSK－707

KSK－738

KS　一m5

4．アカマツ

ISK－687
に5　－6的

KSK－728

KSK－733

R5‘－739

KSt一丁＝

KSl一†81

KSK－783

KSK－785

5．クロマヅ

KSK－　5
KS　一拍l

KSK－556

KSK－685

KSK－708

6　マヅ重複維管束亜属

KSK－　l

KSK－176

KSK－lTT

KSK－216

KSK－290

KSK－2g6

KSK－477

KSK－558

KSK－650

KSK－661

KSK－684

KSK－742

KSK－782

7．ヅが慎

KSX－240

KSK－242

KSK－243

KSK－244

KSl－247

KSK－248

KSK－250

KSK－252

KSK－253

KSK－254

KSK－256

XSK－257

lSK－259

KSK－263

KSK－288

KSK－267

KSK－3781

KSK－811

KSK一門T

KSK一丁68．

8．スギ

KSK－lT

KSK－112

KSK－181

KSK－187
KSK－188

XSl－235

KSK－238

KSK－289

KSK－2＝
K5　－3弼
KSK－516

KSK－517

KSK－578

KSK－64T

XSX－663

m和一880

KSK－681

日用－889

KSK－890

KSK－734

KSK－761

9．コウヤマキ

KSK－　23

KSK－　83

KSK－149

KSK－172

KSK－670

KSK－873

KSK－723

10．ヒノキ

KSK－　T

KSK－　9

KSK－14

K＝ト

KSK－
KSK－

tSK一

ISl卜

KSK－

KSK一

mト
ISK－
KSIト

ISト

l雅一

t引ト

措一

KSK－

24

25

28

55

73

74

75

76

77

73

79

80

81

82

84

85

86

92

13

＝

95

96

甘7

KSK－　98

KSK－　99

KSK－100

KSK－101

KSK－102

KSK－103

KSK－104

KSK－105

KSK－106

KSK－107

KSK－108

KSK－109

KSK－110

KSK－lll

K引ト113

KSK－114

KSK－115

KSK－116

KSK－llT

KSK－118

KSK－119

KSK－120

K引ト121

K＝ト122

KSK－123

KSK－124

KSX－125

KSK－126

KSK－127

KSK－128

KSK－129

KSK－130

K＝ト131

KSバー133

KSK－134

KSK－135

KSK－138

KSK－137

KSK－138

KSK－139

KSK－140

KSK一日目

KSK－142

KSK－143

KSK－144

KSK－145

KSK－146

KSK－147

KSK－148

KSK－150

K引ト151

KSK－152

KSK－153

KSK－154

KSK－155

KSK－156

KSK－157

KSK－158

KSK－160

バ引ト日日

KSX－162

KSK－165

KSK－182

KSK－183

KSK－184

K引卜185

KSK細189

KSK－190

KSK－191

KSK－193

KSK－194

KSK－196

K＝ト198

KSK－199

KSK－200

KSK－205

KSK－206

KSK－207

KSK－208

KSK－209

KSK■210

KSK－211

KSK－212

KSK－213

KSK－214

KSK－215

KSK－217

KSK－221

KSK－223

KSK－224

KSK－225

KSK－226

KSK－227

KSK－228

KSK－229

KSK－230

KSK－231

KSK－232

KSK－233

KSK－234

KSK－236

KSK－239

KSK－273

KSK－276

KSK－277

KSK－278

KSK－287

KSK－288

KSK－292

KSK－29：I

KSK－299

KSK－300

KSK－301

KSK－302

KSK－303

KSK－304

KSK－308

KSI卜309

KSl－310

KSK－311

KSK－312

KSK●313

KSK－314

KSK－315

KSK－318

KSK－317

KSK－318

KSK－319

KSK－320

KSK－321

KSK－322

KSK－323

KSK－324

KSK－325

KSK－326

KSX－327

KSK－328

KSK－329

KSK－330

KSK■331

KSK－332

KSK－333

KSK－335

KSK－338

KSK－340

KSK－341

KSK－銅2
KSK－344

KSK－345

KSK－348

KSK－347

KSK－348

KSK－349

KSK－357

KSK－358

KSK－365

KSX－366

KSK－367

KSK－368

KSK－369

KSK－370

KSK－371

KSK－372

KSK－373

KSK－374

KSK－375

KSK－378

KSK－377

KSK－37g

KSK－380

KSK－382

KSK－383

KSK－384

KSK－385

KSK－386

KSK－387

KSK－388

KSK－389

KSK－390

KSK－392

KSK－393

KSK－394

KSK－395

KSK111
KSK－412

KSK－417

KSK－418

KSK－419

KSK－420

KSK－421

KSK－422

KSK－423

KSバー424

KSK－425

KSK－426

KSK－427

KSK－428

15ト429
KSK－430

KSK－431

KSK－432
KSX－433

KSX－434

KS　一周5

KSK136

KSK－437

KSK－438

KSK－439

KSK－440

KSK－441

KSK－442

KSK－443

KSK－444

KSK－445

KSK－446

KSK－447

KSK－448

KSK－449

KSK－450

KSK－451

KSK－453

KSK－458

KSK－459

KSK－461

KSK－463

KSK－464

KSK－465

KSK－466

KSK－487

KSK－488

KS　－椚l
KSK－472

KSK－473

KSK－474

KSK－475

KSK－476

KSK－483

KSK－484

KSK－485

KSK－486

KS　－4鵬
KSK－489

KSK191
KSKJ492

KSK－493

KSK－494

KSK－495

KSK－498

KSK197
KSK－498

KSK－499

KSK－500

KSK－501

K甜－502
KSK－503

KSK－504

KSK－505

KSK－507

KSK－508

KSK－509

KSK－510

KSK－511

KSK－513

KSK－514

KSK－515

KSK－519

KSX－522

KSK－528

KSX－529

KSK－530

KSK－531

KSK－534

KSK－537

KSK－538

KSK－539

KSK－540

KSK－542

KSK－543

KSK－544

KSK－545

KSK－546

KS　－5椚
KSK－548

XSK－549

KSK－550

KSK－551

KSK－552

KSK－553

KSK－563

KSK－570

KSK－571

KSK－572

KSK－573

KSK－574

KSK－575

KSK－576

KSK－577

KSK－579

KSK－586

KSK－587

KSK－595

KSK－596

KSK－597

KSK－599

KSX－801

KSK－602

KSK－603

KSK－804

KSK－605

KSK－606

KSK－607

KSK－608

KSK－609

KSK－610

KSK－611

KSK－612

KSK－613

KSl－814

KSl－615

KSK－618

KSl－617

KSK－618

1SK－819

KSK－620

KSK－621

KSK－622

KSK－623

lSK■624

KSK－625

KSK－626

KSK－627

KSK－630

KSK－633

K引ト634

KSK－835

KSK－636

KSK－838

KSK－839

KSK－640

KSK－641

KSK－642

KSK－644

KSK－645

KSK－＝6
KSK－649

KS　一拍5

KSK－858

KSK－657

KSK－658

KSK－859

KSK－660

KSK－662

KS　一机4

KSK－666

KSK－667

KSK－668

KSK－669

KSK－572

KSK－682

KSK－683

KSK－686

KSK－691

KSK－693

KSK－694

KSK－695

KSK－696

KSX－697

KSK－701

KSK－702

KSK－710

KSK－712

KSK－713

KSK－714

KSK－717

KSK－718

KSK－720

KSK－722

KSK－724

KSK－726

KSK－72T

KSK－729

KSK－730

KSK－731

KSK－732

KSK－738

KSK－741

KSK－743

KSK－744

KSK－746

KSX－747

KSK－748

KSK－749

KSK－750

KSK－751

KSK－754

KSK－755

KSK－757

KSK－760

KSK－762

KSK－763

KSK－767

KSK－789

KSK－770

KSK－TTl

KSK－772

KSK一丁73

KSK－784

KSK－786

KSK－788

KSK－789

KSK－790

KSK一丁91

KSK－792

KSK－794

KSK－796

KSK－797

KSK－798

KSK－803

KSK－805

K＝卜806

KSK－807

KSK－809

11．サワラ

KSK－362

KSK－391

KSK－487

KSK－490

KSK－512

KSK－800

KSK－787

12．イヌマキ

KSK車527

KSK－554

KSK－591

KSK－593

KSK－5銅
KS　一m8

KSK－628

KSK－829

KSK－631
lSr－6朋I

KSl－675

KS　一椚9

K甜－716
KSK－719

KS　一門3

KSK－758

KSK－774

KSK－775

18．コナラ▲コナラIT

KSK－　35

KSK－　38

KSK－　64

KSK－168

KSK－17g

KSK－284

KSK－291

KSK－306

XSK－402

KSK－524

KSK－565

KSK－643

KSK－711

19．コナラ九アカがシI

KSK－13

KSK－15

KSX－16

KSK－19

KSK－173

KSK－305

KSK－339

KSK－350

KSK－352

KS　一周6

KSK－409

KSKt456

KSK－469

KSK－518

KSK－525

KSK－557

KSK－582

XSK－703

KSK－715

20．ムクノキ

KSK－297

13．ヤナギ属

KSK－　50

KSK－　52

KSK－167

KSK■195

14．カバノキ慎

KSK－536

15．クリ

KSK－285

KSK－584

KSK－677

16．スダジイ

KSK－　40
に甜－　45

KSK－174

17．コナラ属クヌギ節

KSK－　2

KSK－　3

KSK－　4

KSK－　20

KSK－　29

KSK－　30

KSK－　33

KSK－　49

KSK－　51

K引ト　60

KSK－　87

KSK－178

KSK－186

KSK－204

KSK－222

KSK－334

KSK－397

KSK－399

KSK－414

KSK－478

KSK－479

KSK－520

－548－

21．エノキ属

KSK－　22

KSK－　43

KSK－　56

KSK－　63

K甜－175
KSK－】92

KSK－460
K引ト752

22．アキニレ

‘Sト360
XSr－361

23．ケヤキ

KSl－18

KSK－　＝

KSK－　37

1SK－　58

KSl－　68

KSK－307

KSK－521

KSK－555

KSK－632
KSK－653

KSK－708

K引ト759

24．コウゾ慎

KSK－　91

KSK－218

25．ヤマグワ

KSK－　21

K引ト163

KSK－274
KSK－275

KSK－698

KSK－899

KSK－709

26．クスノキ

KSK－　90

KSK－413

KSK－590

KSK－592

27．タブノキ

KSK－765

KSK－778

KSK一丁79

KSK－780

XSK●793

KSK－799

KSK－800

KSK－801

KSK－802

28　クスノキ料

KSK－10

KSK－201

29．ヤブツバキ

KSK－12

KSK－　38

lSX－　42

rSK－　47

日用一
KSK－

K引ト

48

53

54

KSl－　59

KSK－　65

1SK一　丁O

KSK－　72

KSK－203

KSK－219

KSlト220

KSK－398

KSK－403

KSK－481

KSK－560

KSK－721

KSK－776

KSK－777

30．サカキ

KSK－　32

KSK－　39

KSK－　46

KSK－　57
KSK－　67

KSK－　68

KSK－　Tl

KSK－170

KSK－171．
1SK－202

KSK－404

KSK－410

KSI卜533

KSK－567
KSX－588

KSK－837

KSK－876

31．ヒサカキ

KSK－725

32．イスノキ

KSK－279

KSK－280

KSK－281

KSK－282
KSK－283

KSK－758

33．ウツギ

KSK－541

KSK－768

34．トベラ

KSK－808

35．カナメモチ

KSK－415

KSK－416

36．モモ

K甜－　27

XSK－455

KSK－566

KSK－580

37．サクラ属

KSK－　69

KSK－482

38．ユズリハ眞

KSK－405

KSバー559

39．こがキ

KSK－506

KSK－568

KSK－581

40．センタン

KSK－353

41．ヌルデ

KSK－166

42．カェデ眞

KSK－132

43．ムクロジ

KSK－359

KSK－688

KSK－735

44．トチノキ

KSK－288

KSl－355
KSK－356

KSl－585

KSK－854
日用－804

45．グミA

KSK－480
KSK－583

川．クマノミズキ積

KSK－457

日．スノキ轟

KSK－　61

KSK－　82
KSK－407

KSK－408

48．タイミンクチパナ

KSK－569

49．カキ

日用一　41

KSK－678

50．エゴノキ鷹

XSバー400

51．ハイノキ眞

KSK－528

KSK－562

52．イポタノキヰ

KSK－　6
KSK－　28

KSK－　31

KSK－401

53．スイカズラ

KSK－674

54．ニワトコ

KSK－523

55．散札材A

KSR－532

58．散乱材B

KSK－11



付表2　島地・林により同定された木製品＊
4－－一一一．一一．－．一．一一．一一一一一．－．一一．一一一一．－．－．－．－．一一．一一．一一一．－．－．－．－．－．一一．－．一一一．－．－．一一．－●－t■
l t■－．－．一一一．－．－－－．．一一．－－－－－－．－．一一一一．－．－－．－．一－－－－－－－．一一．一一1－．－－－－．－－．－一一t■－．t一

整理番号　樹種名　　　　　器　種　名

島地1シイ席
島地　2　シイ属
島地　4　ヤブツバキ
島地　5　カシ頼
島地　6　カシ頼
島地　7　ケヤキ
島地　8　ケヤキ
島地　9　ヒサカキ
島地10クヌギ頬
島地11カシ頬
島地12　カシ頬
島地13　カシ規
島地14　ヤブツバキ
島地15　ケヤキ
島地16　カシ頬
島地17　ケヤキ
島地18　ナラ頬
島地19　ナラ類
島地　20　ヤマサクラ
島地　21ヤマサクラ
島地　22　ヒノキ
島地　23　イスノキ
島地　24　イスノキ
島地　25　イスノキ
島地　26　ツゲ
島地　27　イスノキ
島地　28　イスノキ
島地　29　ヒノキ
島地　30　ヒノキ
島地　31コウヤマキ
島地　32　ヒノキ
島地　33　ケヤキ
島地　34　ヤナギ属
島地　35クスノキ
島地　36　二葉マツ
島地　37　サカキ
島地　38　サカキ
島地　39　ヒノキ
島地　40　カシ頬
島地、41コウヤマキ
島地　42　ヒノキ
島地　43　ヒノキ
島地　49　ヒノキ
島地　50　二葉マツ
島地　51ヒノキ
島地　52　ヒノキ
島地　53　ヒノキ
島地　54　ヒノキ
島地　55　ヒノキ
島地　56クヌギ頬
島地57．ヒノキ
島地　58　ヒノキ
島地　59　ケヤキ
島地　60　ヒノキ
島地　61ヒノキ
島地　62　モミ属
島地　63クスノキ
島地　64　ケヤキ
島地　65トチノキ
島地　66　シイ属
島地　67トチノキ
島地　68　ヒノキ
島地　69　ヒノキ

撃

撃

撃
勘
助

鍬

鋤
杵

槌
槌

槌
槌

木
木
木

木
木

木
木

未
紡
輌

軸
榊
榊

榊
廟
下

下
琴
琴

壷
壷

壷
船
ス

ス

台
用

板
判：
部．
部・
自一

用：

板
板
大コ

船ノ

杜
部コ
用：
台l
用j
判！
鋤

劉q
利男
挽与

挽q
挽q
曲q
曲q

錘
錘

錬
錬
錘

錘
錘

錘
輪

駄

駄
杜
柱

錨

錆
増

野
アイツク状
ティツク状

脚

途不明その他

柄

柄
身

身
身

身
柄

竪杵
横槌
横磯
横槌
横槌

切り欠き付
物　　　　　　　方形
材　　　　　　組合せ
材　　　　　　　組合せ
在鈎
途不明その他

型

形

材
途

脚
途

物

物
物
物

物
物

物
物

ス

不

不

ブーン状

明その他

明その他

側板
側板

組合せ

方形
身
円形
円形

．一一一1，．．．●t一一一・一．一一－．一・一・－．－－．－－一．－．－．一一一．一一－一一一一一一．－‥－．－．一一．－－－一一．一一t■－t■q－
●●－●一一一一一一－一・一一一日－．－－－一一．－．－．一一．－．一一．－－－－一一一一一‥一一－－．－．－一一一‥－．一・一一一－，

＊　この表には島地らが用いた整理番号順に島地らが用いた
機種名のまま載せてある
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3a．モミ属（KSK－164）横断面×40．　3b．　　同　　接線断面×100．　3C．　　同　　放射断面×400．

－550－



7

ン

ii
『

日

・；

：、こ

i．・i
一

iii
、i

J

日

日
i

i・
亨

ilii．j
雄

7

才

1り

P

i

I r

i

きノj

i′i

きり

こ

し

同　　　接線断面×100． 同　　　放射断面×400．

－551－



－552－



－553－


